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【 別 人] 疾 帯 別 者 謀 過 程 


バイ クル ザ サイン | に ge 


バイ タル サイ ン 


胃 、 詞 拉 、 血 圧 、 体 温 た 
* 妊 護 技 術 に 関す る 数 信 ア mi 
病 間 玉 清潔 ケア 経 管状 な と ドー で ジ 


エキ スパ ー ト ナー ス ・ 
プチ ナー ス の 誌面 で 
ぶ や いて み ま せ ん か ? 


中 キス バー ニ ド カ ニー スプ ンチ ナー ス ア ワリ で は 
Twitter ア カウ ント を お 持ち な ら 

Twitter と 連動 し た 「 つ ぶ や き 機 能 」 を 使う こと が で きま す 。 
「 つ ぶ や き 機 能 」 を 使っ て 、 誌 面 を 読ん で 感じ た こと 、 

気 に な る 記事 な ど を いろ いろ な 人 に 広め て み ま せ ん か ? 


て の アイ コー 
っ #%6 Se, 


つぶ や きた い 時 エー 
箇所 を 3) 3 A- 
長押 し 


Twitter ア イコ ン の ある ペー ジ を 押し 続け る と 、 
その 箇所 に 対し て つぶ や く こ と が で きま す 。 

ここ で つぶ や いた こと は 、 

ご 自身 の Twitter ア カウ ント に も 
公開 され ます 。 


SS 場合 は 、 ー 
ログ イン を 求め られ ま 
に と 人 電 で き な い ペ ー ジ も あり ます 。 


つぶ や ける ! 


「 つ ぶ や き 和 機能 ] を 使っ て 

つぶ や いた こと は 、 

Twitter の タイ ムラ イン 上 に 表示 され ます 。 
気 に な る 記事 、 

教え た い 記事 な ど を つぶ や いて 、 

みん な で 情報 を 共有 し まし ょ う 。 


※ を は Twitter で の 画面 


画面 の つぶ や き の な い 箇 所 を タッ プ す る と メニ ュー が 表示 され ます 。 
右上 の アイ コン を タッ プ 、「 つ ぶ や き の 設 定 ] か ら 「 つ ぶ や き を 表示 」 を オフ に で きま す 。 


誌面 以外 の 箇所 を タッ プ 右上 の アイ コン を タッ プ つぶ や き の 設 定 を タッ プ 


【 し @ が 右側 で オン 、 
左側 が オフ 


ー 「 つ ぶ や き の 設 定 ]」 か ら 
Twomren っ と 、 に っ な p く で と で 「 つ ぶ や き を 表示 」 を オン に し ます 。 


、 フチ ナー ス 2020 年 度 】 ー ス を 広め て くれ る 人 、 MU 
の つくり の ぉ ま 倒 い を し て くれ る 募集 


| 名 川 / ( ヨ ン | 
ei ンー ン 一 
HIT ⑮ 骨 = 計ら ーー 
ま | 
ジイ | ーーー ⑳| 上 INI 
プチ ナー ス で は 、 雑誌 づく り ・ 雑誌 の 告知 な ど に ご 協力 いた だ ける モニ ター を 募集 し ます ! 
ン 豪華 特典 も あり ます の で 、 み な さん の ご 応募 お 待ち し て いま す ! 
.》 
ー 


⑥『 プ チ ナ ー ス 』 の 無料 配布 物 を 、 
学校 の お 友だち (クラ ス 全 員 や 学年 の みな さん ) に 配布 する 
編集 部 より 、『 プ チ ナ ー ス 』 オ リ ジ ナ ル の 無料 配布 物 を お 送り いた し ます の で (送料 弊社 負担 )、 
より 多く の お 友だち に 配布 を お 願い し ます 。 
の つ ア ン ケ ー ト に 協力 する 
郵送 や メー ル で 年 数 回 アン ケー ト を 実施 し ます の で 、 ア ン ケ ー ト に ご 協力 を お 願い し ます 。 
プチ ナー ス の 誌面 に お 名 前 や 顔 写 真 を 掲載 する こと は あり ませ ん 。 


筐 『 プ チ ナ ー ス 』 の バッ ク ナ ン バー(1 年 分 ) か ら お 好き な 1 冊 と 
弊社 指定 書籍 の な か か ら 、 ご 希望 の 1 冊 を プレ ゼン ト ! (送料 弊社 負担 
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応募 資 絡 応募 方 法 
筐 2020 年 4 月 現在 、 看 護 学校 (専門 学校 、 大 学 、 短 期 大 学 、 高 等 学 等 下記 URL か ら 必 要 事 項 を ご 記入 の うえ ご 応 募 く だ さい 。 
校 専 攻 科 ) の いずれ か に 在籍 する 看護 学生 で 、 上 記 モ ニタ ー の 筐 採 用 され た 方 に の みお 手紙 に て 通知 いた し ます 。 
活動 内 容 継 邊 の 両方 に ご 協力 いた だ ける 方 。 (5 月 中 旬 一 下旬 を 予定 し て いま す ) 
※2 回 以上 の ご 応募 は お 控え くだ さい ます よう 、 
お 問い 合わ せ 先 お 願い 申し 上 げ ま す 。 
8 ブチ ナー 本 EL66-3815.4eo1 


Illustration : Kumiko Umakakeba 


http: が wwwr.petitnl 
shorinsha. 


枠組 み を 使い こ 


40 先輩 の 就活 スケ ジュ ー ル 
42 先輩 た ち は こ う や つて 病院 を 選ん だ ! 
43 COLUMN 合同 説明 会 っ て 、 行 っ た ほう が いい の ? 


4 気 に な る ! 今月 の 最新 トピ ックス 

| NEWS | 2019 年 の 出生 数 は 86 万 人 。 

3 年 で 10 万 人 減 、 過 去 最低 に 

[LNEWS | 高齢 者 へ の 虐待 件 数 が 過去 最多 に 。 

厚 労 省 が 公表 

[G00D5] SABON の ハン ドク リー ム と ハン ド ソ ー プ 
で 、 自 分 の 手 に ご ほう び を ! 細 村 所 位 


5 みん な の 学校 じまん 


埼玉 県 立 大 学 
保健 医療 福祉 学部 


8 先輩 に 聞く ナー ス の 仕事 介 下 提 


脳神経 内 科 病棟 


兵庫 中 央 病院 


10 実習 で 実践 で きる ! 基礎 看護 技術 [基本 応用 ] 
防 技術 ③ 


トン 


無菌 操作 執筆 中 村 充 浩 、 北 島 泰子 


@ 誌 に 掲載 され た 著作 物 (記事 ・ 写真 - イラ スト 等) の 番 訳 複写 転載 - デー タ 
ペー ス へ の 取り 込み お よび 送信 に 関す る 許 話 権 は 、 落 林 社 が 保有 し まず す 。 

@ 人 5 加 < ( 社 ) 出 版 者 著作 確 理 栓 委託 出 版 惣 > 本誌 の 舞 林 複 写 は 和 作 権 法 上 
で の 例外 を 除き 禁じ られ て いま す 。 揚 写 さ れる 場合 は 、 そ の つど 事前 に 、( 社 出版 
者 著作 権 生理 機構 (電話 - 03-5244.5088、FAX - 03-5244.508B、 gmail 
infogwjcopy.or.jp) の 許諾 を 坦 て くだ さい 。 ま た 、 本 訪 を スキ ャ ン し て PDF 化 する 
な どの 電子 化 は 、 私 的 使用 に 陽 り 午 作 権 法 上 郭 め ら れ て いま す が . 人 抹 業 者 等 の 筆 
三 者 に よる 寺子 デー タ 化 お よび 書籍 化 は 、 い か な る 場合 も 革 め られ て いま せん 。 
@⑯ 本 衝 の 内 容 に 関す る お 同 い 合わ せ は 、 プ チ ナ ー ズ 編集 部 まで お 疹 いし ます 。 

人 @ 万 一 、 落丁 乱丁 が ご ざい まし た ら 、 制作 部 まで ご 連結 くだ さ し 、 お 到 り 替え し ます 。 
( 還 D120.87-1173) 


6 プチ ナー ス 2020 年 度 の お 知ら せ 


2020 年 4・5 月 号 は 、 特 別 フ ロク も つい て 超 オ トク ! 


20 ゴー ドン & ヤー 『 22 本 東芝 = 二宮 必 電 バター 


24 栄養 一 代謝 パタ ー ン 


浅 定 26 排 洪 パ ター ン 
28 活動 一 運動 パ ター ン 


放 30 降 休息 パタ ー ン 
31 認知 - 知 覚 パ ター ン 
32 自己 知覚 一 自選 概念 パタ ー ン 
34 役割 関係 パターン 
36 セク シュ アリ ティ ー 生 区 パタ ー ン 
H 37 コー ビン グー スト レス 面 性 パタ ー ン 
プ ン 38 価値 信念 パ ター ン 
幸 和 光司 紀子 


” ce っ ospsc 京 し 且 動 | 


46 面接 の 3 大 質問 を 攻略 し よう ! 
48 COLUMN 小論文 対策 は し た ほう が いい ? 
編集 プチ ナー ス 編 集 部 


44 病院 説明 会 < イン ター ンシップ で の 質問 リス ト & 見 る べき ポイント は これ だ ! 協力 ご ら 019 年 度 ブ チ ナー ス 特 派 員 - モニ ター 


学生 生活 を サポ ー ト 
49 プチ シェ ア ! 
50 みん な の ^ 気 に な る “を 掘り 下げ る ! 二 抽 
特派 員 の プチ 会 議 / わ た し が 実習 で うれ し か っ た こと 
51 上 村 先 生 の ココ ロ 発電 所 mini 紀 抽 W 歓 筆 ン 上 村 久 子 
51 “看護 師 の か げ さ ん * の 実習 お 助け ノー ト 
執筆 - イ ラス トン か げ 
52 ここ に も 発見 ! 看護 の 仕事 
53 今月 の BOOKS 
54 次 号 予告 


67 繧 癌 語 倒 お さら いし よう ! 受かる 面接 マナ ー 


59 『 看 護 学生 スタ ディ ガイ ド 』 連 携 ・ 
平成 30 年 版 出題 基準 準拠 
めざせ 国 試合 格 ! 
プチ ナー ス 国 試 部 
60 必修 問題 款 入江 西 静 江 


62 一 般 問題 茸 筆 / 大 稼 真 
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子宮 が ん 


息 修 / 林 みよ 子 
執 距 / 森 知美 


別冊 フロ ク 


プチ ナー ス miniBOOKS 
バイ タル サイ ン 


看護 技術 数 値 
POCKET BOOK 


監修 石塚 鞭 子 


プチ ナー ス サ イ ト は 
すこ ちら か ら 


プチ ナー ス SNS を フォ ロー し よう ! 
詳細 は た ペー ジ へ ! 


狂 @petit_nurse 
(人 @puchinurse 
@petit_nurse 
facebookcom/petitnurse 


| 無 料 メル マガ ER 
くわ し く は 読者 ハガキ へ 


気 に ど る / 
今月 の 最新 


ぎ 1@PWS 


毎月 、 医 療 ・ 看 護 の 気 に な る 
話題 を お 届け し ます 。 

実習 ・ 国 試 対策 に も 役立つ 
内 容 が いっ ぱい で す ! 


MMustiaoon : Akiko Tokunaga 


厚生 労働 省 が 公表 し た 2019 年 の 人 口 動態 統計 の 年 間 推 | 2017 年 に 出さ れ た 国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 が ま と 
計 に よる と 、 同 年 の 出生 数 は 86 万 4 千 人 (前 年 より 5 万 4 千 め て いる 「 日 本 の 将来 推計 人 口 (平成 29 年 推計 )」 に よる と 、 
人 減 )、 死 亡 数 は 137 万 6 千 人 (前 年 より 1 万 4 千 人 増 ) で し た 。 同年 の 出生 数 は 90 万 4 千 人 と し て 推計 され て お り 、86 万 人 


出生 数 は 初め て 90 万 人 を 割り 込み まし た が 、100 万 人 を 切 台 に な る の は 2021 年 に な る 見 込み で し た (日 本 人 、 出 生 中 
っ つた の は 3 年 前 (2016 年 。97 万 7 千 人 ) で あり 、 こ ご 数 年 で 位 [死亡 中 位 ] 推計 )^。 予測 を 上 回 る ペー ス で 減少 し て いる 


大 きく 減少 し て いる こと が わか り ま す 。 


と と か ら 、 少 子 化 の 深刻 な 状況 が 浮 ぎ 彫り に な っ て いま す 。 


3| 用 文献 ) 1. 厚生 労働 誕 - 令 和 元 年 (G019) 人 口 動態 統計 の 年 間 准 計 結果 の 華 要 . https-//www_mhiw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/suikei19/d/2019gaiyou pdf(2020/1/10 ア クセ ス ) 
9. 国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 : (参考 : 日 本 人 人 口 ) 出 生 中 位 ( 死 中 位 ) 推 計 (平成 29 年 推計 ) 表 1 一 8(J) 出生. 死 記 お よび 正和 振 増 加 の 実数 な ら びに 率 (日 本 人 ) 
http://wwwwjpss.go.ip/pp-zenkoku//zenkoku2017/b_zenkoku2017/db_s_suikikekka_1.Japanese.html(2020/1/10 ア クセ ス ) 


厚生 労働 省 は 12 月 、 平 成 30 年 度 に 生じ た 「 介 護 
施設 職員 に よる 高齢 者 へ の 虐待 判断 件 数 」 が 、 過 
去 最多 の 621 件 で あっ た と 発表 し まし た '。 こ の 調 
査 は 「 高 齢 者 虐待 の 防止 、 高 齢 者 の 養護 者 に 対す 
る 支援 等 に 関す る 法律 (高齢 者 虐待 防止 法 ) 」 に 基 
づい て 平成 18 年 度 か ら 行わ れ て いる も の で 、 前 
年 度 (510 件 ) か ら は 100 件 以上 の 増加 と な っ て い 
ます 。621 件 で の 被害 者 は 927 人 で 、 虐待 の 種別 
で は 身体 的 虐待 (57.5%) が 最も 多い で す 。 市 町 村 
へ の 虐待 の 相談 ・ 通 報 件 数 も 、 前 年 (1.898 件 ) よ 
り 増 加 (2.187 件 ) し て いま す (上 。 

虐待 の 発生 要因 と し て は 「 教 育 ・ 知 識 ・ 介 護 技 
術 等 に 関す る 問題 」 に 次 いで 「 職 員 の スト レス や 感 
情 コ ント ロー ル の 問題 」 な ど が 挙げ られ て いま す 。 


[MM 


\PRESENT/ 


SHHHN の ハン ドク リー ム と ハン ド ソ ー ア で 、 自 分 の 手 に 


今月 の プレ ゼン ト は 、SABON の ラベ ンダ ー・ ア ッ | ハン ドク リー ム ラベ ンダ ー- ア ッ プ ル 


2500 で 相談 ・ 通 報 件 数 
で 虐待 判断 件 数 


0 
18 年 度 19 年 度 20 年 度 21 年 度 2 年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度 6 年度 27 年度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 


| 用 文献 

1. 厚生 労働 省 : 平成 0 年 度 「 高 齢 者 虜 待 の 防止 、 高齢 者 の 養 首 者 に 対す る 支援 等 に 関す る 法律 ] に 基づく 対応 状況 等 
に 関す る 調査 結果 
https://Www mhiw gn.jp/content/12304250/DO05B4234.pdf(2020/ 1/10 ア クセ ス ) 


の ト で 供 名 様 に / 


ご ほう び を / プレ ゼン ト ! 


ブル コレ クシ ョ ン の ハン ドク リー ム と ハン ド ソ ー プ 
の セッ ト で す 。 保湿 と 新鮮 な 香り で 、 日 々 が ん ば っ 
て いる 自分 の 手 に ざ ほ う び を 与え まし ょ う ! 


応募 の きま り 


4 。 フチ ナー ス Volz29 No3 March 2020 


@ 応募 方 法 は P.58 の 読者 ハガキ を ご 参照 くだ さい 。  @ 当 選者 の 発表 は 発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。 
@ 応 基 の 綺 め 切り は 、2020 年 3 月 10 日 ( 火 ) 当 日 消印 有効 = 


き 内 容量 : 30mL 1.400 円 ( 税 抜 ) 
ハン ド ソ ー プ まお トル ラベ ンダ ー・ ア ッ プ ル 


埼玉 県 立 大 学 保健 医療 福祉 学部 
創立 20 周 年 迎え た 公立 大 演 2ZIE 誠 
ザイ ン 賞 」 金 沼 を 受賞 し た キャ ン バ パス は 、 
まる で 美術 館 の よう 。 ボ ラン ティ アサ ー ク 
ル の 活動 が さか ん に 行わ れ て いる 。 


〒343-8540 埼玉 県 越谷 市 三野 宮 820 
http://www:spu.ac.jp/ 


い Y4 由紀 

ず オ 欠い まん 
編集 部 が さま ざま な 学校 を 訪問 し 、 5 
学生 の みな さん に 素敵 な と ころ を この HG クリ スマ ス の ィ ベ ント 還 議 計 肖 


教え て も らい ます ! 2 学生 と 高齢 者 が 協力 し 
て リー ス づ くり を 行い まし た 


お 宅 に 訪問 し 、 
お 互い に 一 人 暮 らし 
の 悩み を 打ち 明け 合 
っ た り し て 、 自 分 に 
と っ て も 息抜き に な 

っ て いま す 


大 学 で は 
勘 強 だ け で は な く 
直接 だ れ か の た め に 
を る ボラ ン 


いつ も 
「 あ り が と う 」 の 言葉 を 
だ きま す 
毎回 うれ し いで すし 
私 た ち も 元 気 を 
も ら え ます 


病院 で の 実習 より 
も 普段 の 生活 に 近 
い の で 、 高 齢 の 方 
が 何 を 苦手 と し て 
いる か 気付 


芝 平 朋 佳 さん 


ィ 4~6 月 号 は 、 プ チ ナ ー ス で し か も ら え な い 
どら が 本 着 プ 回 多 が つい て くる ! 


「 看 護 師 の か げ さ ん 」 sar 
BOOK& カ ー ド | 関連 回 BOOK_ 解剖 生理 白地 図 帳 


「 1 月 号 


妥 剖 生理 。 
二 邊 図 


ハガキ また は 右 下 の QR コ ー ド で 
有 の TTYTTKY で PB 
生理 | 


QR コー ド で 、 
生理 プレ ゼン ト の 本 の 
閲覧 も で きる よ ! 


ーー 0 と に ち が よ くわ か る BOK 
まる わか り ガイ ド ポス ター セッ ト (⑤ こち が よく わか る 


4 月 号 ・5 月 号 の プチ ナー ス は 、 全 学年 に 役立つ ! 
新 学 期 に 合わ せ た 特集 ・ フ ロク で お 届け ! .+ 


+ (⑯%) みん な が 迷う 3 大 テー マ を 集め まし た 


』g 実習 が 得意 に な る ! 


「 自分 に 合う 方 法 は これ ! 実習 記録 の コツ | 「 ズバ ッ と 伝わる 報告 の し か た ーー 
[も う 迷 わな い 時 間 管 理 & 行 動 調整 | せ 「ー ィ tj}{j 
新 学 期 に は じ ま る 実習 に 向け 、 教 科 書 だ け で は 学べ な い ポ イン ト を ガイ ド し ます ! 1 


有人 導電 吾 ) ( 区 2o2 ) GS 
ュー eg ー | か げ さ ん が キー WWA 
慢性 心不全 E = 届 ・ つ < っ た 


3 月 10 日 発売 予定 


@9 


慢性 心不全 


/ きれ いな ノー ト が つく れる 即 マ ネ で きる ! 

みん な か ら 要 望 の 高い 疾患 を 集め た | こさ 解剖 生理 白地 図 帳 学年 トッ プ の 勉強 法 
新 連 載 解 削 生理 を 含め た 疾 の 実習 に 必要 な 情報 満載 し た ボケ ッ ト フ ブッ ク “コレ ほし い " と いう 看 証 学 生 の 声 を 。 7 
基礎 知識 と 、 ゴ ー ド ン の 枠組 み を 用 を 、SNS で 大 人 気 の 「 看 護 師 の か げ さ ん 」 プ も と に 臓器 イラ スト を 集め た 「 白 地図 みん な 気 に な る 、“ 学 年 トッ プ " の 「 テ スト 勉 
いた 事例 に よる 看護 過程 の 展開 例 を ” ロ デュ ー ス で 作成 ! 役立つ & モ チ ベ ー シ ョ 帳 ] で す ! ノー ト づ くり や レポ ー ト 強 ]「 事 前 学習 」 を 紹介 する 特集 。 自 分 の 
示し ます 。 ン が 上 が る 1 箕 で す 。 作成 に 活用 で きま す 。 勤 強 に 取り 入れ て みよ う ! 


(@⑯%) し くみ が わか っ て 正しく と れる + 
月 号 / パイ タル サイ ン & 
swsss フィジカル ア セス メン ト 2 


この 先ず ー っ と 役立つ バイ タル サイ ン & フ ィ ジ カル アセ スメント の キホン を 、 実習 で よく 出合 う 35 疾 患 6 治療 の 全 41 項 目 が 


く 掘り 下げ て 解説 し ます 。 1 冊 に ! 自分 で 関連 図 を 作成 する 際 に 参考 と 
SD な る 「 個 別 性 の 出し か た の ボイン ト 」 つ き 。 


第 109 回 看護 師 国 試 分 析 ! 傾向 と 対策 


2020 年 2 月 実施 の 第 109 回 国 試 を いち 早く 分 析 。 今後 に 向け た 対策 ポイ ント を まとめ ます ! か げ さ ん が つく っ た 看護 実習 カー ド 


送料 無料 で 
今 な 年 賠 定 期 購読 が お トク !C 才 ツ 
昌 
ウチ バニ ス 2020 年 度 年 間 定期 購読 料 計 14 冊 人 通常 号 (月 刊 ) 定価 1.100 円 (10% 科 込 )X12 腸 (毎月 0 日ごろ 発 売 ) 
購読 料 16,200 円 oy) 人 @ 臣 時 増刊 号 定価 1.500 円 (109%98A)X2 朋 (4 月 -10 朋 発売 
* 7 し = 4 つう ※ ど 不明 な 点 が ご ざい まし た ら 、 虹 林 社 営業 部 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 
⑩ 者 店 へ の ご 注文 @ 巻 末 の ハガキ で お 申し 込み @ 照 林 社 ホー ムペ ー ジ より お 申し 込み 


て 、 夫 EE 史記 で 申し 込む と 、 9 上 林 社 
左 ペ ー ジ の 選べ る プレ ゼン ト が も ら え る ! 人 の さら 


幸 ご ご に 記載 され て いる 特集 付録 の 内 容 - 名 衝 ・ デ ザイ ン 等 は 変 天 に な る 堆 合 が あり ます 
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最終 回 9 】 


兵庫 中 央 病院 
小島 ゆか りさ ん 
9 


脳神経 内 科 病 棟 に 入院 し て いる の 
は 、 パ ー キ ン ソ ン 病 や 多 系 統 壮 縮 
症 、 進 行 性 核 上 性 麻痺 な どの 神経 筋 
難病 を 抱え 、 在 宅 生活 が 困難 な 時 者 
さん で す 。 こ れ ら の 疾患 は ほとん ど 
が 進行 性 で あり 、 運 動機 能 が 徐々 に 
お か され 、 や が て 言葉 を 発する こと 
も 難し く な る と いう 3 特徴 が あり ます 。 

この よう な 患 者 さん た ち に 、 脳 神 
経 内 科 病 棟 で は どの よう な 看護 を 提 
供し て いる の で し ょ うか 。 兵庫 中 央 
病院 で 、 看 護 師 3 年 目 の 小島 さん に 
お 話 を うか が いま し た 。 


神経 筋 難病 、 重 症 心身 障害 や 結核 ・ 呼 吸 器 
疾患 に 関す る 専門 医療 を 行う 兵庫 県 の 拠点 
病院 。 

〒669-1592 兵庫 県 三田 市 大 原 1314 
htip:/hyogo-chuo-hospjp/ 


小島 さん の 


や り が い を 感じ た で き ご と に 


| 衝 還 の 進行 に より 身体 が 領 く よ う に な り 、 車椅子 で 長 時 間 の 次 勢 保持 が 
困難 に な っ て し まっ た 患者 さん と の か か わり で す 。 も と も と 好物 の お や 
つ を 食べ た り テ レビ 鑑賞 を 楽し むこ と を 日 課 こ し て いた の で す が 、 そ れ 
も 疲労 と 苦痛 で 難し く な っ て いま し た 。 そ こ で 車椅子 の アー ムレ スト や 
座 面 の 高 さ を 工夫 し た り 、 食 べ る 前 に 体操 を 取り 入れ た と ころ 、 好 物 を 
自力 で 摂取 で きる 日 が 増え た り 、「 姿 勢 が 楽に な っ た 」 と いう 反応 を 得る 
こと が で きま し た 。 と て も うれ し く 、 や ヤリ が い を 感じ た で きこ と で す 。 」 


食事 (お や つ ) の 介助 の 様子 。 積 極 的 に 声 を か け な が ら 行い ます 。@ 恵 者 さん の 体位 変換 を 行う 様子 。 
@ 文 字 盤 を 使っ た コミ ュ ニ ケー ショ ン の 様子 。 患 者 さん の 状態 に 応じ て 使い 分 けら れる よう いく つか 種類 が あり 、 い ずれ も 病棟 で 手 さ く りさ れ て いま す 。 


脳神経 内 科 病棟 の 仕事 


委 ここ が 大 変 


| 1 年 自 の と き 、 伝 えた いこ と を 言葉 で 発する こと が 難し く な っ た 加 者 さ 
ん を 受け 持ち まし た 。 ど うし て も 閲 き 取 り に くく 、 何 度 も 聞き 返し て い 
る うち に 愚者 さん が 言い た いこ と を あき ら め て し まっ て いる 様子 が あり 
由 。 最初 は 本 当 に 区 し か っ た で す が 、 先 輩 が その 愚者 さん と どの よう 
に 意思 椅 通 を は か っ て いる か を 見 て 参考 に し た り 、 量 者 さん の 全体 を 観 
察し て [伝え た いこ と は これ か な ?」 と 推測 し な が ら コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を と る こと で 、 少 し ずつ 思い を 理解 で きる よう に な り ま し た 。 


患者 さん が 発する 
小さ な サイ ン を 見 逃さ な い 


神経 筋 難病 は 慢性 的 に 経過 し 、 患 者 さ 
ん の 多く は 運動 機能 障害 を 抱え て いま 
す 。 そ の た め 脳 神経 内 科 病 棟 で は 、 日 常 
生活 援助 が 看護 の 大 部 分 を 占め て いま す 。 

食事 を 例 に と る と 、 経 管 栄養 で 摂取 す 
る 人 、 介 助 が あれ ば 自力 で 摂取 で きる 
人 、 自 力 で 摂取 で きる も の の 姿勢 を 保持 
する 力 が な い 人 な ど で 、 必 要 な 援助 は さ 
ま ざ ま に 異な り ま す 。 小島 さん た ち は 、 
1 人 ひと り の 残存 能力 を 大 切 に 、 安 全 ・ 
安楽 を 心がけ な が ら * 最 期 ま で その 人 ら 
し く 過 ご せる よう "サポ ー ト し て いま す 。 

脳神経 内 科 病 棟 で は 、 急 性 期 病棟 の よ 
うに あわ た だ し い 入 退院 や めまぐるしい 
病状 の 変化 が ある わけ で は あり ませ ん 。 
だ か ら こ そ 、 日 々 の ケア で は 看護 師 の 


“気づき "が 大 切 に な る と いい ます 。「 加 
者 さん の 状態 は 毎日 変わ る わけ で は あり 
ませ ん が 、『 昨 日 と ちょ っ と 違う な 』 と い 
う 小 さ な サ イン を 見 逃さ な いよ うに し て 
いま す 」。 痛 みや つら さ を 伝 える こと が 
難し い 愚 者 さん に 対し 、 小 島 さ ん は 、 表 
情 や バイ タル サイ ン だ け で な く 、 ベ ペッ ド 
全体 を 見 渡し て みて 体位 に 違和感 が な い 
か 、 と いっ た こと も つぶ さ に 観察 する そ 
う で す 。「 愚 者 さん の 異変 や 声 に 出せ な 
い 思 い に 気づき 、 治 療 や 看護 に つなげ ら 
れる よう が ん ば っ て いま す 」。 ケ ア に よ 
っ て 苦痛 を 取り 除け た 場合 は 、 表 情 が や 
わら い だ り 有 拍 数 が 落ち 着い た りす る こ 
と で わか り 、 ほ っ と する と いい ます 。 


か か わり の な か で 学ん で きた 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 


こう し た - 観 察 力 " に 加え て 、 脳 神経 内 


科 病 棟 で 角 え られ る の は * コ ミュ ニケ ー 
ショ ン 能 力 "* で す 。 と は いえ 、 小 鳥 さん も 
1 年 目 に は 「 加 者 さん の 思い を 理解 する 
の が 難し か っ た 」 と 振り 返り ます 。 当 時 
は 加 者 さん の 訴え を 何 回 も 聞き 返す こと 
も あっ た そう で す が 、 先 輩 た ちか ら 方 法 
を 学び 、 今 で は 文字 角 を 使っ た り ( 指 さ 
し や 目線 で 示し て も ら う )、 ま ば た き で 
Yes・No を 返事 し て も ら う な ど 、 状 態 に 
あわ せ て さま ざま な コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 工夫 し 、 意 思 貴 通 を は か れる よう に な 
り ま し た 。「 患 者 さん か らい い 反 応 や 笑 
顔 が か みか ら れ た り 、 ご 家族 か ら 『 あ り が と 
う 』 の 言葉 を いた だ けた りす る と 、 が ん ば 
っ て き て よかっ た と 思い ます 。 こ れ ま で 
の 加 者 さん ・ ご 家族 と の か か わり か ら 得 
られ た 学び を 大 切 に し な が ら 、 こ れ か ら 
も 1 人 ひと り と 向き 合っ て いき た いで す 」 
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実習 で 
実践 で きる / 


ぐ 中 村 充 人 
ご 東京 有明 攻 療 大 学 
ーー 人 理音 学 避 香 震 学 科 講師 
に 3 長 圭 奈 看 護 大 学者 護 学 部 氷 業 後 、 語 
訪中 央 病院 訪 問 符 護 ス テー ショ ン 
内 科 病 棟 、ICU 病 様 に 動 務 。2008 


より 東京 有明 医療 大 学 邊 護 学部 


2006 征 長野 上 計 大 学 大 学 陽二 
人 前 和 燃 了 。 修士 ( 衣 学 ) 

] 北島 泰子 e ) 
二 有明 共 間 大 学 


理 湯 学部 洒 学 科 ・ 准 才 近 


国保 松戸 市 立 病 院 痢 四 衣 再 門 学 太 
用 主 業 義 、 陣 訂 経験 を 経て 大 学 教育 に 

鞭 わ る 。 お も な 班 当 科目 は 、 成 人 午 

課 学 、 フ ィ ジ カル アセ スメント 


感染 予防 技術 
無菌 操作 


無菌 操作 と は 、 目 的 、 注 意 事項 ( 栖 宮 、 事 故 防止) 
lek 07 無菌 操作 と は ! 


無菌 操作 と は 、 減 菌 さ れ た 器具 や 衛生 材料 を 無菌 状態 に 保っ た まま 行う 手技 や 操作 の こと で 、 手術 や 創部 の 消毒 等 の 処置 な ど で 


広く 実施 され て いま す 。 無 菌 操作 は 、 体 内 な ども と も と 無菌 状態 の 組織 や 血管 に 手術 や 処置 を する 場合 に 用 いま す ( 図 1)。 


回 無菌 操作 が 必要 な 場面 ( 例 ) 
手術 の 場面 


ここ ここ ン 


六部 の 消毒 等 の 処置 の 場面 


liuistration : CORSICA Photo : Kouichirou Nakagome 


Irczz 02 無菌 操作 の 目的 


無菌 操作 の 目的 は 、 手 術 や 処置 な ど で 愚 者 さん の 体内 に 病 
原 体 が 侵入 する の を 防ぐ と と で す 。 

無 曽 操作 な し に 手術 や 処置 な ど を 行う こと に よっ て 填 者 さ 
ん の 体内 に 病原 体 が 侵入 する と 、 病 原 体 ・ 感 染 源 ・ 排 出 門 戸 


17zgk 03. 無菌 操作 の 注意 事項 
ua (禁忌 、 事 故 防止 ) 


無菌 操作 に 禁忌 は あり ませ ん 。 

無菌 操作 で は 、 器 具 等 に 病原 体 が 付着 し て いな い 状 態 を 
「 清 潔 」、 病 原 体 が 付着 し て いる 状態 を 「 汚 染 」 と 区 別 し ます *。 

清潔 な の か 汚染 され て いる か の 区 別 を 間違っ て し まう と 、 
患者 さん に 感染 が 生じ る と いう 事故 に つなが り ま す 。 病 原 体 
は 目 に 見 えな い の で 、 ど こ が 清 湊 で どこ が 汚染 され て いる の 
か を 看護 師 自 身 が 的 確 に 区 別 す る こと が 重要 で す 。 


・ 感染 経路 ・ 侵 入門 戸 ・ 感 受 性 宿主 の 「 感 委 成 立 の 6 つの 要 
素 」 が すべ て 揃う 可能 性 が 大 きく な り 、 感 染 が 起こ る と 患 者 


さん に 命 の 危険 が 生じ ます 。 


基礎 知識 : 無菌 操作 の 基礎 知識 


Icez 07. 無菌 、 減 菌 物 、 減 菌 パッ ク 、 滅 菌 包 と は 


国 未 滅菌 の も の と 、 減 苗 さ れ た も の ( 例 ) 


無菌 と は 、 細 菌 な どの 微生物 が まっ た く 存 在 し な い 状 態 を 
いい ます "*。 無 菌 操作 で 使用 する 器具 は 、 無 苗 状 態 の も の を 
使用 し ます ( 表 1)。 病 原 体 が 付着 し て いる 器具 を 手術 や 処置 
等 で 使用 する と 、 患 者 さん の 体内 に 病原 体 を 侵入 させ て し ま 
うた めで す 。 

私 た ちの 身の回り に ある 器具 に は 病原 体 と な り 得 る さま ざ 
まな 微生物 が 存在 し て いま す 。 こ の よう な 器具 を 無菌 状態 に 
する た め に 滅菌 と いう 処理 を 行い 、 す べ て の 徴 生物 を 死 減 さ 
せる か 除去 し ます 。 

滅菌 処理 を 行っ て 無菌 に な っ た 器具 を 減 菌 物 と いい ます 。 


ッ ク で 包装 され て いま す 。 減 菌 パッ ク は 紙 製 と プラ スチ ッ ク 
製 の も の が あり 、 減 菌 方 法 に よっ て 選択 され ます 。 無菌 操作 
で 使用 され る 物品 に は 、 複 数 の 滅菌 物 を トレ ー に 入れ て 牲 布 
や ドレ ー プ で くる ん だ うえ で 減 菌 パッ ク に 封入 され て いる も 
の も あり ます 。 こ の 、 衝 布 や ドレ ー プ で くる ん だ も の を 減 菌 
包 と いい ます 。 


ベッ ド 
オー バー ベッド テー ブル 


筐 プ ラス チッ ク グ ロー ブ 
等 エプロ ン 
邊 マス ク 


人 @ 注 苗 手 袋 
倫 減 菌 パ バッ ク に 封入 され て いる 
器具 (久子 、 導 尿 セッ ト な ど ) 


筐 滅菌 包 
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四 点 


Irczaz 02. 滅菌 パッ ク の 保管 上 の 注意 


滅菌 され た 内 容 物 ( 減 菌 物 ) が 汚染 され な いよ うに 、 減 菌 パッ ク を 保管 する 際 に も 表 2 の よう な 注意 が 必要 で す 。 


良 減 パ ッ ク の 保管 上 の 注意 点 


間 湿 気 の 少 な い 場所 に 保管 する 
( 欄 藤 紙 製 の 減 菌 パ ッ ク で は 湿気 が 包 
装 を 通過 し て し まい 滅菌 物 を 汚染 し て 
し まう た め 。 プ ラス チッ ク 製 の 減 菌 パ 
ッ ク で は 包装 自体 に 湿気 が 付着 し て 開 
封 し た 際 に 減 菌 物 が 汚染 され る リス ク 
が 高く な る た め 


革 減 菌 パ ッ ク が 水分 や 汚染 物質 に 曖 露 し 
な い 場 所 に 保管 する 
(( 根 手 ) 紙 製 の 減 菌 バッ ク で は 水分 や 汚 
染物 質 が 包装 を 通過 し て し まい 減 菌 物 
を 汚染 し て し まう た め 。 プ ラス チッ ク 
製 の 減 菌 パ ッ ク で は 包装 自体 に 水分 や 
汚染 物質 が 付着 し て 開封 し た 際 に 減 菌 
物 が 汚染 され る リス ク が 高く な る た め 


Ioz 03. 減 菌 パッ ク 使用 前 の 確認 ボイン ト 


滅菌 パッ ク に 入っ た 滅菌 物 を 使用 する 前 に 、 内 容 物 が 工 菌 さ れ て いる か 、 江 菌 の 効果 が 維持 され て いる か を 確認 し ます 。 表 3 の 
ポイ ント は 必ず 確認 し ます 。 


記 * 減 苗 パッ ク 使 用 前 の 確認 ポイ ント 


半減 菌 パ ッ ク が 破れ た り 破 損し な いよ う 
な 環境 で 保管 する ( 棚 の 中 に 詰め 込み す 
ぎ な い 、 重 ね すぎ な いよ うに する ) 

(( 相 押 ) 滅 菌 パ ッ ク が 破損 する と 減 菌 物 
が 汚染 され て し まう た め 


⑩ 減 苗 済み で ある 


介 内 容 物 が 減 菌 され て いる か どう か を 、 イ ン 
ジ ケ ー タ ー や 記載 内 容 で 確認 する 
( 柚 押 滅菌 処理 に よっ て 色 が 変わ る イン 
ジ ケ ー タ ー の 場合 、 変 色 し て いな いと 減 菌 
され て いな いた め 。 確 実に 滅菌 され て いる 
こと を 確認 する た め 

イン ジ ケ ー タ ー の 場合 
( 未 注 画 


『 文字 に よる 表示 の 場合 


2 


計画 像 は イメ ー ジ で す 。 
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@ 減 苗 の 効果 が 維持 され 


電 小 菌 の 有効 期限 内 で ある か どう か を 、 使 用 
期限 の 年 月 日 で 確認 する 

(本 押 滅菌 物 に は 使用 期限 が あり 、 期 限 を 
過ぎ て し まう と 無菌 で ある 保証 が な いた め 


『 使用 期限 が マー の が で 下さ れる 拓馬 も ある 


31q 当 
* 補 ま 拓 
書 田 茜 ! 
に "3 
sm 3 
二 謙 
gl 
00O%y10 


203233 


@ 滅菌 物 が 汚 》 


科 内 部 の 無菌 状態 が 保 た れ て いる か どう か 
を 、 減 菌 パ ッ ク に 破損 が な いか 、 減 菌 パッ 
ク に 水 濡れ が な いか で 確認 する 
( 根 舞 ) 減 菌 パ ッ ク が 破損 し て いる と 無菌 
で は な いた め 。 紙 製 の 減 菌 パ ッ ク の 場合 、 
水分 が 染み 込ん で 滅菌 物 が 汚染 され て し ま 
うた め 。 プ ラス チッ ク 製 の 滅菌 パッ ク の 場 
合 、 包 装 自体 に 水分 や 汚染 物質 が 付着 し て 
開封 し た 際 に 減 菌 物 が 汚染 され る リス ク が 
高く な る た め 


『 包装 が 破れ て し 
まっ て いる 


染 さ れ て いな し 


Ioxz 04. 滅菌 パッ ク を 開封 する 際 の 注意 点 


減 菌 パッ ク を 開封 する 際 に は 、 減 菌 物 が 汚染 され な いよ うに 、 表 4 の よう な 注意 が 必要 で す 。 


婦 減 貢 パ ッ ク を 開封 する 際 の 注意 点 


城 菌 物 が 水分 な い 場 所 で 開封 する 


(( 柱 押 開封 後 、 減 菌 物 に 水分 や ほこ り 等 の 汚染 物質 が 付着 す 
る と 汚染 され て し まう た め 


し 提 押 ) 減 菌 物 に 触れ る 手指 の 病原 体 を 可能 な 限り 減少 させ る た め 
王 活 れ た 手 で 減 菌 パッ ク に 触れ て し まう と 、 減 菌 パ ッ ク が 紙 製 
の 場合 水分 が し みこ ん で 内 容 物 が 汚染 され て し まう 、 ま た プラ スチ 


ッ ク 製 の 滅菌 パッ ク の 場合 包装 
自体 に 水分 や 汚染 物質 が 付着 し ・ 
て 開封 し た 際 に 減 菌 物 が 汚染 さ 
れる リス ク が 高く な る た め 、 衛 
生 学 的 手洗 ほ い を 行っ た あと は 、 
十分 に 手指 を 乾燥 させ る 


Icek 07 滅菌 パッ ク の 開 計 


( 鐘 子 入り 滅菌 パッ ク の 例 ) 


び 注 菌 パッ ク (久子 入り ) 

@ 速 乾性 擦 式 ア ルコ ー ル 
手指 消 毒 液 

ビニ ー ル 袋 (ゴミ 袋 ) 


《 開 封 の 準備 ) 
了 注 め 分 や 汚物 人 に 理生 し な い 電 所 を 選択 する 。 
( 電 散 ) 開 詩 後 、 水 分 や ほこ り 等 の 汚染 物 質 が 付着 す 
る と 、 減 菌 物 が 汚染 され て し まう た め 。 


2 衛生 学 的 手洗 い を 行う 。 
( 提 押 ) 滅菌 物 に 触れ る 手指 の 病原 体 を 可能 な 限り 減 
少 さ せる た め 。 
電王 玉 濡れ た 手 で 減 苗 パッ ク に 触れ て し まう と 、 減 菌 パッ 
ク が 紙 製 の 場合 水分 が し みこ ん で 減 苗 物 が 汚 要 さ れ て し ま 
う 、 ま た プラ スチ ッ ク 製 の 減 苗 パ ッ ク の 場合 包装 自体 に 水 
分 や 汚染 物質 が 付着 し て 開封 
し た 際 に 減 菌 物 が 汚染 され る 
リス ク が 高く な る た め 、 衛 生 
学 的 手洗 い を 行っ た あと は 、 十 
分 に 手指 を 乾燥 させ る 。 


3 内 容 物 が 減 苗 さ れ て いる か 、 減 菌 の 効果 が 維持 され 
て いる か 、 汚 染 さ れ て いな いか を 確認 する 。 


確認 すべ き ポ イン ト 

(P.12「 基礎 知識 point03. 工 六 バッ ク 使用 前 の 貴 茎 ポイ ント 」 参 ) 

邊 内 容 物 が 滅菌 され て いる か どう か を 、 イ ンジ ケー ター や 
記載 内 容 で 確認 する 。 
( 柚 押 内 容 物 が 確実 に 減 菌 され て いる こと を 確認 する 
た め 。 


筐 滅菌 の 有効 期限 内 で ある か どう か を 、 使 用 落 限 の 年 月 日 
で 確認 する 。 
(( 相 舞 滅菌 物 に は 使用 期限 が あり 、 期 限 を 過ぎ て し まう 
と 無菌 で ある 保証 が な いた め 。 


重 内 部 の 無菌 状態 が 保 た れ て いる か どう か を 、 減 菌 パッ ク に 
感 損 が な いか 、 減 菌 パ ッ ク に 水 滑 れ が な いか で 確認 する 。 
(本 押 ) 減 菌 パ ッ ク が 破損 し て いる と 無菌 で は な いた め 。 
紙 製 の 減 菌 パ ッ ク の 場合 、 水 分 が 染み 込ん で 滅菌 物 が 汚 
染 さ れ て し まう た め 。 プ ラス チッ ク 製 の 滅菌 パッ ク の 場 
合 、 包 装 自体 に 水分 や 汚染 物質 が 付着 し て 開封 し た 際 に 
減 菌 物 が 汚染 され る リス ク が 高く な る た め 。 


上 の 
「 確 認 す べき ポイ ント 」 
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四 点 


《 減 菌 パッ ク の 開封 》 

了 明 時 口 を 確認 し 、 開 封口 の 両 敵 が 拉 着 され て いる 場 
合 、 接着 部 分 を 剥が す 。 

( 机 箇 開封 し や すく な る た め 。 


2 


2 開封 口 を 上 に し て 両手 で 持つ 。 
( 根 押 ) 減 菌 物 が 落下 し て 汚染 し な いよ うに する た め 。 


3 開封 口 を 外側 に めく る よう に 、 鏡 子 が 半分 くら い 圭 
出す る まで 開く 。 

( 李 自 ) 露出 が 不 十 分 だ と 鉛 子 を 取り 出す 際 に 鍋 子 が 不潔 な 
包装 紙 に 触れ や すく な っ て し まう た め 。 舞 子 を 霊 出 し すぎ 
る と 落下 し て し まう た め 。 
伸 放 了 この と き 、 つ か ん で いる 包装 紙 を 手 か ら 離さ な いよ 
うに する 。 
て 和 草 の 楓 手 ) 包 装 紙 の 端 を 離し て し まう と 、 離 し た 部 分 が 
滅菌 物 に 触れ て し まい 汚染 し て し まう た め 。 一 度 手 で つか 
ん だ 部 分 は 汚染 され て お り 、 汚 染 さ れ た 部 分 が 鍵 子 に 触れ 
て し まう た め 。 


各 菌 物 が 包装 紙 の 外側 と 接し 
て 汚染 し て し まう た め 、 減 蓄 物 
を 押し 出す よう に し て 開封 し な 
い 


開い た 包装 紙 を 滅菌 
四 パッ ク の 下方 で 、 片 
手 で 把持 する 。 
( 枯 朱 開い た 包装 紙 が 減 菌 
物 に 触れ た いよ うに する た 四 請 
め 。 
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ヶ 包装 紙 に 触れ を いよ うに 、 氏 子 の 上 部 3 分 の 1 を 把 
持 する 。 に 

(本 押 ) 包 装 紙 に 指 が 触れ る 

と 包装 紙 が 汚染 され 、 汚 染 

され た 部 分 に 鍋 子 が 触れ る 

と 鐘 子 が 汚染 され て し まう 

た め 。 


6 鐘 子 の 先端 を 閉じ た 状態 に し て 包装 紙 に 触れ な を いよ 
うに 、 鐘 子 を 取り 出す 。 
( 直 抽 ) 鐘 子 の 先端 が 開い て 叶 
いる と 引き 抜く 際 に 汚染 さ 
れ た 部 分 の 包装 紙 に 触れ て 
し まい 、 鍼 子 が 汚染 する リ 
スク が 高く な る た め 。 


滅菌 パッ ク を 廃棄 する 。 


Irozz 0Z. 減 菌 包 の 開封 


要 物 


人 ひ 減 菌 バ ッ ク ( 減 菌 包 入 り ) 

人 @ 滅 菌 パ ッ ク ( 鍼 子 入り ) 

@ 速 乾性 擦 式 ア ルコ ー ル 
消毒 液 

@ ビ ニー ル 袋 (ゴミ 袋 ) 


筐 point01(P.13) の 《 開 封 の 準備 》 と 同様 に 準備 を 行う 。 


7 開封 口 を 確認 し 、 開 封 

口 の 両端 が 接着 され て 

いる 場合 、 接 着 部 分 を 剥が 
す 。 

(( 柱 押 ) 開 封 し や すく な る た め 。 


2 開封 口 を 上 に し て 両手 で 持つ 。 
( 坦 箇 滅菌 包 が 落下 し て 汚染 し な いよ うに する た め 。 


の 開封 口 を 外側 に めく る よう に 、 減 菌 包 が 半分 くら い 
計 出 する まで 開く 。 
(本 押 ) 露 出 が 不 十分 だ と 滅菌 包 を 取り 出す 際 に 不潔 な 包装 
紙 に 触れ や すく な っ て し まう た め 。 減 菌 包 を 露出 し すぎ る 
と 落下 し て し まう た め 。 
電王 委 この と き 、 つ か ん で いる 包装 紙 を 手 か ら 離 さ な を いよ 
うに する 。 
て 生 意 の 根拠 ) 包 装 紙 の 端 を 離し て し まう と 離し た 部 分 が 減 
菌 包 に 触れ て し まい 汚染 
し て し まう た め 。 一 度 手 
で つか ん だ 部 分 は 汚染 さ 
れ て お り 、 汚 染 され た 部 
分 が 滅菌 包 に 触れ て し ま 
うた め 。 


包装 紙 か ら 手 を 雑 さ な い 


月 還 開い た 包装 紙 を 減 
菌 パ ッ ク の 下方 
で 、 片 手 で 把持 する 。 
( 栖 舞 ) 開 いた 包装 紙 が 減 
菌 包 に 触れ を いよ うに す 
る た め 。 


記 滅菌 包 に 触れ る 面積 を 最小 に し な が ら 取 り 出 す 。 

( 柱 手 ) 触 れる 面積 

を 最小 に する こと で 減 菌 

包 の 汚染 を 最小 に する こ 
と が で きる た め 。 


回 減 菌 パッ ク を 廃棄 する 。 


ァ 覆 布 (ドレ ー プ ) の 差し 込み 部 分 を 手 で 把持 し て 引き 
出し 、 広げ る 。 
( 杭 舞 ) 覆 布 ( ド レー プ ) の 差し 込み 部 分 は 覆 布 (ドレ ー プ ) の 
外側 で 、 そ の 表面 に は 減 菌 パ ッ ク か ら 取 り 出し た 直後 に 病 
原 体 が 付着 し て いる 可能 性 が ある た め 、 手 で 把持 する 。 


1 3 


広げ た 覆 布 (ドレ ー プ ) の 内 側 に 触れ を いよ うに 、 ま 
た 、 覆 布 の 上 空 に 身体 が 覆い 被 さ る こと の な いよ う 
に する 。 
( 起 舞 ) 覆 布 ( ド レー プ ) の 内 側 に 触れ る と 病原 体 が 付着 し て 
し まう た め 。 和 覆 布 (ドレ ー プ ) を 広げ た 内 側 上 空 に 身体 が 本 
い 被 さる と 、 身 体 か ら 病原 体 が 覆 布 (ドレ ー プ ) の 内 側 に 落 
下す る 可能 性 が ある た め 。 


凡 計 泊 廿 され た 鍋 子 を 開封 する (P.1314「point01. 滅 
g 害 苗 パ ッ ク の 開封 」 参 照 )。 


70 久 子 で 覆 布 (ドレ ー プ ) の 3 つの 角 を 把持 し 、 左右 、 
手前 の 順に 広げ る 。 

( 坦 舞 ) 生 布 (ドレ ー プ ) の 1 枚 目 の 角 の 内 側 に 位置 する 左右 

と 手前 の 角 は 清潔 な の で 、 減 菌 され た 急 子 を 用 いて 広げ る 。 
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DP 二 還 EERSTDE 上 1 


Ircsaz 03. 減 菌 手袋 の 着脱 


清潔 な 状態 で より 細か い 作 業 が 求め られ る と き に は 、 減 
菌 手袋 を 装着 し た 手 で 無菌 操作 を 行い ます 。 こ こ で は 、 減 
菌 手袋 の 装着 と 外し か た を 解説 し ます 。 


筐 事前 に 滅菌 手袋 の サイ ズ を 選択 する ( 表 5 参 照 )。 

( 枯 角 ) 手 袋 の サイ ズ が 合わ な い 場 合 、 手 に フィ ッ ト し な い 
こと と に よっ て 手指 の 動き が 制限 され て し まう た め 。 

記 手袋 サイ ズ の 選択 基準 * 


@ 束 乾 性 擦 式 アル コー ル 
消毒 液 

人 @ 減 菌 手袋 

ビニ ー ル 袋 (ゴミ 袋 ) 


《 減 菌 手袋 の 装着 ( 右 利 き の 場合 )》 
借 point01 の 開封 の 準備 》(P.13) と 同様 に 準備 を 行う 。 
・ 開封 口 を 確認 し 、 開 封口 の 両端 が 接着 され て いる 場 
合 、 接 着 部 分 を 剥が す 。 
( 要 押 開封 し や すく な る た め 。 


2 開封 口 を 上 に し て 両手 で 持つ 。 

( 電 舞 滅菌 物 が 

落下 し て 汚染 し な いよ 
うに する た め 。 
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3 開封 口 を 外側 に めく る よう に 、 台 紙 が 半分 くら い 囲 
出す る まで 開く 。 

( 提 手 ) 吉 出 が 不 十分 だ と 台紙 を 取り 出す 際 に 台紙 が 不潔 な 
包装 紙 に 触れ や すく な っ て し まう た め 。 台 紙 を 露出 し すぎ 
る と 落下 し て し まう た め 。 
電王 珠 この と きま 、 つ か ん で いる 包装 紙 を 手 か ら 離 さ な い よ 
うに する 。 
(て 芋 音 の 覆 舞 包装 紙 の 端 を 離し て し まう と 、 離 し た 部 分 が 
台紙 に 触れ て し まい 汚 
染 し て し まう た め 。 一 
度 手 で つか ん だ 部 分 は 
汚染 され て お り 、 洗 業 
され た 部 分 が 台紙 に 触 
れ て し まう た め 。 


包 義 紙 か ら 手 を 苑 さ な い 


了 較 開い た 包装 紙 を 滅菌 パッ ク の 下方 で 、 片 手 で 把持 す 
「2 
る 。 
( 相 押 開い た 包装 紙 が 
台紙 に 触れ を いよ うに 
する た め 。 


F 台 簿 に 角 れ る 面積 を 最小 に し な が ら 取 り 出す 。 
計 拓 Cm) 触れ る 面 
積 を 最小 に する こと で 
台紙 の 汚染 を 最小 に す 
る こと が で きる た め 。 


滅菌 パッ ク を 廃棄 する 。 


。 な る べく 台紙 の 次 の ほう を つか み 、 台 紙 を 広げ る 。 
台紙 の イラ スト を 確認 し 、 上 下 左右 を 合わ せる 。 

( 李 押 ) 触 れる 面積 を 最 
小 に する こと で 台紙 の 
汚染 を 最小 に する こと 
が で きる た め 。 て と の 後 
の 手順 で 手袋 を 装着 し 
や すく する た め 。 


台紙 の 折り 返し 部 分 の な る べく 端 を 把持 し 、 開 く 。 
と の と まき 、 開い た 台紙 が 折り た た まれ て 元 に 戻っ て 
し まわ な いよ うに し っ か | 


り と 広げ る 。 放し に ー コ 
( 二 和 ) 江 菌 物 の 滅菌 状態 8 を 
を 維持 する た め に 素手 で ーー メ 
触れ る 範囲 を な る べく 最 | ゲ 二 還 還 き 6* 
小 に する た め 。 また 、 減 | ミ 1 
菌 手袋 の 減 菌 状態 を 維持 = 
する た め に 、 一 度 広げ た ゴ 
台紙 が 再び 減 菌 手袋 に 角 2 本 
れ な いよ うに する た め 。 』 を 

/ 素手 で ニー 

訟 れる 面積 は | ee 所 り し 

生か に L& し ょ 2 | 記 
2 


右手 で 左 の 手袋 

の 折り 返し の 外 
側 部 分 を つか み 、 持 ち 
上 げ る 。 


・ 一 矯 後 方 に 下がり 、 左 手 に は め る 。 こ の と き 、 折 り 
0 返し 部 分 は を の まま に し て お く 。 

(本 旬 ) 開 封 し て お いて ある 減 菌 手袋 の 上 空 で 装着 する と 瀧 
苗 物 を 汚染 する 稔 れ が ある た め 、 一 歩 離 れ た と ころ で 手袋 
を 装着 する 。 


ーー 


77 手袋 を は め た 左手 の 指先 を 右 の 手袋 の 折り 返し の 間 
に 差し 込み 、 す くい 上 げ る よう に 持ち 上 げ る 。 
( 坦 押 ) 右 の 手袋 を 装着 する 際 に 皮膚 に 触れ る こと に な る 折 
り 返し 部 分 の 外側 に 滅菌 手袋 を 装着 し た 左手 で 触れ な いよ 
うに する た め 、 折 り 返 し の 間 に 指 を 差し 込む 。 


に 
右 の 手袋 を 右手 e 
7Z に は め 、 左手 が 3 WM 
右手 袋 の 内 側 や 前 腕 に パ 


触れ を いよ うに その ま 


Rf りか テース 


左手 の 親 和 音 の 内 左手 の 親指 が 右 の 前 腕 に 触れ 
て い て し まっ て いる 


1 - 


73 左 の 手袋 の 折り 返し の 間 に 右 手 の 指先 を 入れ 、 折 り 
返し 部 分 を 伸ばす 。 
(( 柱 押 ) 左 の 手袋 を 装着 する 際 に 皮膚 に 触れ る こと に な る 折 


り 返し 部 分 の 外側 に 減 ン 
レー 
E 半 レー 
員 ンー 


菌 手袋 を 装着 し た 右手 
で 触れ な を いよ うに する 
の 手袋 の た る みや 指先 の 余り な ど を 解消 


た め 、 折 り 返し の 間 に 
指 を 差し 込む 。 


朋 する 。 | 
( 指 先 が フ ィ ッ ト デュ 
し て いな いと 細か い 操 


作 が で き な い た め 。 
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Hr 呈 績 EERSE お DE 


75 手袋 着用 後 は 、 周 囲 へ の 接触 で 不潔 に な ら な いよ う 3 外し た 左 の 手袋 を 
に 手 を つね に 覆 右手 で 握り 込む 。 


野内 に 保つ 。 
( 還 和 視野 内 に 手 を 入 
れる こと で 確実 に 減 
状態 が 保 た れ て いる こ 
と を 担保 で きる た め 。 
を ちの 手 き と 
皮膚 の 間 に 入れ る 。 
(二手 指 に 右 の 代表 
( 洲 菌 手袋 の 外し か た 》 ーー デー 
右手 で た の 手袋 の 付け 根 外 面 を つま み 上 げ る 。 ID 
され 皮膚 の 間 に 指 を 入れ る 。 
病原 体 が 付着 し た 手袋 
で 皮膚 に 触れ る と 感染 左手 が 右 の 手袋 の 表面 に 千 れ な いよ うに 注意 し な が 
の お それ が ある た め 、 の を 
手袋 表面 を つま み 上 げ す よ うに 外す 。 
6。 (二胡 裏返す よう に 外す 
こと で 、 右 の 手袋 表面 に 
付着 し た 病原 体 を 手袋 内 
“つま まだ の 手 人 を 式 近 す よう に 手 人 を 本 
(本 押 ) 裏返す よ 
うに 外す こと で 左 の 手袋 
表面 に 付着 し た 病原 人 回 外し た 手 人 を 府 束 する 。 
を 手袋 内 側 に 留め 拡散 
させ な いた め 。 


ァ 衛生 学 的 手洗 い を する 。 
( 相 押 ) 減 菌 手袋 に は ビン ホー ル ( 小 さ な 穴 ) が 空い て 
いる 可能 性 が ゼロ で は な く 、 手 指 に 病原 体 が 付着 し て いる 
可能 性 が ある た め 。 


応用 ポイ ント : 使用 済み 器材 の 洗浄 


lexk 07 使用 済み 器材 の 処理 


ディ スポ ー ザ ブル (1 回 使い 捨て ) の 器材 で な い 場 合 、 使 用 後 は 適切 に 懲 理 を し て か ら 再 度 使用 し ます 。 こ の 処理 が 適切 で な い 
と 、 次 に 使用 し た と き に 病原 体 を 患者 さん や 患者 さん の 体内 に 付着 させ る こと に な っ て し まい ます 。 


Irz み 02 洗浄 
使用 済み 器材 の 処理 で は じ め に 行う の は 洗浄 で す 。 器 具 の 表面 に 何ら か の 付着 物 が 残っ て いる と 、 こ の 後 の 消 毒 や 滅菌 と いっ た 
処理 の 効果 が 十分 で なく な っ て し まう た め 洗 浄 は 用 ず 行 いま す ( 表 6)。 
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朗 洗 浄 の 種類 


馬 


灯 水 の 噴射 や 趣 音波 な ど を 利用 し て 、 簡 材 | 人 洗浄 剤 の 入っ た 液体 に 器材 を 漬け て 、 汚 れ 等 器材 を と すっ て 、 汚 れ を 除去 する 


に 付着 し た 汚れ を 除去 する 


を 除去 する 


Irzgz 03. 消毒 ・ 減 菌 


洗浄 の あと は 、 必 要 に 応じ て 消毒 や 減 菌 を 行い ます 。 す べ 
て の 器材 を 滅菌 処理 し て すべ て の 微生物 を 死 減 さ せれ ば 感染 
の リス ク を 最小 に する こと が 可能 で す が 、 コ スト 等 の 間 題 が 
あり 現実 的 で は あり ませ ん 。 そ こ で 、 表 7・8 の よう な 分 類 


葉 》 スポ ルディ ング の 分 類 


す 。 


法 を 使い 分 け ま す 。 


準 消毒 ・ 中 水準 消毒 


に 治っ て 洗浄 、 消 毒 、 減 菌 の いずれ か の 処理 か を 決定 し ま 


消毒 に は レベ ル (水準) が あり 、 器 具 に よっ て 消毒 薬 や 消毒 


位 ノ ンク リティ カル 器材 : 正常 な 皮 
膚 に は 接触 する が 粘膜 に は 接触 し 
な い 、 無 菌 性 が 必要 な い 器 材 


筐 セ ミク リティ カル 器材 : 正常 な 粘膜 や 正常 で な い 皮 膚 
と 接触 する 器材 


筐 ク リティ カル 器材 : 無菌 の 組織 や 血管 
内 に 挿入 され る も の 。 い か な る 微生物 
で 汚染 され て も 、 高 い 感染 の 危険 が 生 
じ る も の 


人 KJ (人 

@ 下 診 。 @ 邊 圧 計 (マン シェ ッ ト ) | < 高 準 薬 に よる 消毒 手術 器具 

@ 騰 谷 。 @ ガ ー グ ル ベ ー ス ン @ 人 工 呼 吸 器 貸本 器具 移植 埋 め 込み 器具 

@ ベ ッ ド 棚 草 ベ ッ ド の リモ コン @@ 和 性 内 視 筐 但 勝 希 な ど 注射器 等 の 鶴 血 的 な 処置 に 使用 され る 器具 

人 便器 ・ 尿 器 な ど で 中 水洗 清 奏 華 に よる 清 礎 > イン プラ ント な ど 
@ 哨 乳 拍 ・ 乳 首 
@ ネ ブラ イザ ー 但 バ イト ブロ ッ ク な ど 

展 区 お も な 消毒 薬 の 種類 と 効果 


得 ク ロ ル ヘ キシ ジン グル コン 酸 塩 | 穫 次 亜 塩素 酸 ナ トリ ウム 得 グ ル タ ラ ー ル 
息 ベ ン ザ ルコ ニウム 塩化 物 | 借 消 毒 用 エタ ノー ル @ フ タラ ー ル 
筐 アル キル ジア ミノ エチ ル グ リ シン 塩酸 塩 介 過 酢 8 
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健康 知覚 - 健 康 管理 パタ ー ン ……… P22 
- 栄養 - 代 謝 パ ター ン 昌 
- 排 湯 パタ ー ン - 
活動 - 運 動 パタ ー> 
睡眠 - 休 息 パ ター ン 
認知 - 知 覚 パ ター ン ……… 
自己 知覚 - 自 己 概念 パタ ー> 
. 役割 関係 パ ター ン 
. セク シュ アリ ティ - 生 殖 パ ター ン - 
. コー ピン グ - ス ト uu ン P37 

- 価値 - 信 念 パタ ー ーー 一 0 | 


ご oo ouo ょ ooー 
hr 
に 
ム 


oe) 滝 島 紀子 川崎 市 立 看 護 短 期 大 学 教授 


「 こ の 情報 、 ど の 枠 に 書け ば いい ? 」「 こ の 枠 で は どん な 視点 で アセ スメント を し た らい い ?」 
患者 さん か ら 収集 し た 情報 を 、 正 し く 活用 し て アセ スメント に つなげ られ る よう 
アセ スメント の 枠組 み の 基礎 知識 か ら 、 み ん な が 間違い や すい ポイ ント まで 紹介 し ます ! 


7////// 


対象 の 状態 ・ 状 況 に あっ た 看護 援助 を 行う た め に は 、 ア セス メン 
ト が も っ と も 重要 に な り ま す 。 な ぜ な ら ば 、 ア セス メン ト に よっ て 


1 該当 する 〈 ヘ ンダ ー ソ ン の アセ スメント の 枠組 み 〉 
2 アセ スメント の 視点 


対象 へ の 援助 の 必要 性 が 明らか に な り 、 こ こ で 明らか に な っ た 援助 3 デー タ 収 集 項 目 ( 例 ) 

の 必要 性 を 受け て 対象 へ の 看護 援助 を 行っ て いく か ら で す 。 4 デー タ 収 集 に お ける 注意 点 
この こと より 、 対 象 の 状態 ・ 状 況 に あっ た 看護 援助 を 行う た め に 5 アセ スメント 例 

は 、 妥当 性 の 高い アセ スメント を 行う 必要 が ある と いう こと に な り 6⑥ アセ スメント に お ける 注意 点 

ます が 、 妥当 性 の 高い アセ スメント を 行う た め に は 、 ア セス メン ト 7 よく 挙がる 看護 診断 


に つい て 知っ て お く 必 要 の ある こと が いく つか あり ます 。 
そこ で 、 今 回 は 、 ゴ ー ド ン の アセ スメント の 枠組 み を 活用 し た ア 


セス メン ト を 行う 際 に 知っ て お く と よい と 思わ れる こと に つい て 説 さあ 、 ゴ ー ド ン の 11 の 
明 し て いき ます 。 健康 的 機能 パタ ー ン に お 
説明 に あ た ンダ ー ソ ン を : 回生 ける 各 パ ター ン の アセ ス 
説明 に あたっ て は 、 ヘ ンダ ー ソ ン を 活用 し て いる 方 に も お わか り メン ト を 妥当 性 高く 行う 
いた だ ける よう 、 ゴ ー ド ン の アセ スメント の 枠組 み に 該 当 す る ヘン た め の 知識 の 確認 を し て 
ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み も 提示 し て いき ます 。 いき まし ょ う ! 
本 特集 で の 、 各 パタ ー ン の 説明 項目 は 、 右 表 の 通り で す 。 
lustration : Sawori Brown に 
本 特集 で は 、 看 疹 断 は 、T. へ ザー・ ハ ー ド マン . 上 正春 人 集 . 上 和訳 INANDA 和義 刻 走 と 分 類 201BGO2O 原書 11 反 (医学 寺 院 ) の 診断 名 を 使用 し て いま す 。 
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健康 知覚 


【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
9 軒 者 が 環境 の 危険 を 避け る の を 助け る 14 加 者 が 学習 する の を 助け る 


(アセ スメント の 視点 〉 
* 健康 状態 に 対す る 認識 は どう か 健康 管理 状況 よど うか 健康 に 対し て の リス ク 管 理 は どう か 


- 健 康 管 理 バ ター ン 


に 


(の デー タ 収 集 項 目 ( 例 


主訴 

入院 目的 

較 入 院 ま で の 経過 
医師 か ら の 説明 内 容 


層 既 往 歴 の 有無 
W 現在 治療 し て いる 疾患 の 有無 


(「 有 」 の 場合 は 、 疾 患 名 と 治療 管理 の 方 法 、 管 理 し て 


いる 人 ) 
\ 使用 中 の 薬剤 の 有無 


(「 有 」 の 場合 は 、 薬 剤 名 と 使用 目的 、 薬 剤 管理 を し て 


いる 人 ) 


例 ) アル コー ル 、 喫 煙 


回 


例 ) 薬物 、 食 物 


回 


健康 管理 方 法 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 


) 


較 健 康 に 対し て の リス ク の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状 


況 
以 そ の 他 の 健康 知覚 健康 管理 の アセ スメント に 関係 する 
デー タ 


医師 か ら の 説明 内 容 に 対す る 本 人 の 受け 止め 
医師 か ら の 説明 内 容 に 対す る 家族 の 受け 止め 


層 嗜 好 品 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 嗜 好 品 と 嗜好 状況 ) 


アレ ルギー の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 


き 健康 管理 に 対す る 家族 の 協力 の 要 否 (「 要 」 の 場合 は 、 


その 内 容 ) 


「 健 康 管理 方 法 の 有無 」 と は 、 

健康 を 維持 する た め に 替 段 意 
識 し て 行っ て いる こと の 有無 
や 医師 より 指示 され て いる 治 
療 計画 ( 例 : 高血圧 、 糖 尿 病 、 

腎 不 全 、 心 不全 な ど ) の 有無 の 
こと 、「 健 康 に 対し て の リス 
ク 」 と は 、 転 倒 の 可能 性 、 身 体 


いき 3 ) 拓 人 の 能 性 な どの と と で す 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 ES 


1 「 主 訴 」 は 、 対 象 の 言葉 で 

* 記載 する 
EE 現在 、 対 象 が 感じ て いる 身体 
感覚 が わか る た め 
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2 「 入 院 まで の 経過 」 は 、 症状 出現 か 
* ら 入院 まで の プロ セス が わか る よ 

うに 経時 的 に 詳細 に 記載 する 
症状 を 自覚 し た と きか ら 入 院 
に 至る まで に と っ た 行動 か ら 健康 状態 に 
対す る 認識 が わか る た め 


3 「 既 往 歴 」 は 、 既 往 疾 患 ご と に 
*^ そ の 疾患 は 現在 は どう な っ て 
いる の か ( 転 帰 ) “を 記載 する 
入院 中 も 管理 し て いく 必要 の 
ある こと が ら の 有無 、 入 院 中 に 状態 の 観 
察 を し て いく 必要 の ある こと が ら の 有無 
が わか る た め 


アセ スメント 例 
HHH 穫 
【 急 1 】 
健康 認識 に つい て は 、 症 状 の 出現 に 対し て 受診 行動 
が と れ て いる た め 問 題 は な い 。 健 康 管理 に つい て は 、 
健康 を 維持 する た め に 普段 か ら 運動 を 心がけ て お り 、 
食事 に も 気 を つけ て いる と の こと か ら 問 題 は な い 。 ま 
た 、 現 在 、 強 度 の 供 怠 感 に に り ペ ッ ド 上 安静 に な っ て 
いる が 、 ト イレ 歩行 の み 可 と な っ て お り 、 歩 行 に 際 し 
て は 下肢 に 力 が 入ら な いと 言っ て いる こと か ら 、 ト イ 
レ 歩 行 時 は 転倒 の 可能 性 が ある 。 


WP Po 字 写 g SE 衣 


の つ アセ スメント に お ける 注意 点 9 コ 


ヽ 


「 主 訴 」 に ^ だ る い “ 痛 い " な どの デー タ が ある と 、 こ の パタ ー 
ン (1. 健康 知覚 - 健 康 管理 パタ ー ン ) で だ る さ に 対し て の さら 
な る デー タ 、 痛 み に 対し て の さら な る デー タ を 収集 し 、 こ の パ 
ター ン で 収集 し た デー タ を 活用 し て 「 憩 怠 感 」「 慢 性 首 痛 」 な どの 
アセ スメント を 行っ て し まう こと が あり ます 。 

と の パタ ー ン で 行う の は 、 前 述 し た 「 ア セス メン ト の 視点 」 に 
つい て の アセ スメント で ある た め 、 主 訴 で 明らか に な っ た 症状 
に つい て の さら な る デー タ 収 集 は 、 そ の 症状 の 該当 する パタ ー 
ン で 行い 、 収 集 し た デー タ を 活用 し て の アセ スメント も その 症 
状 の 該当 する パタ ー ン で 行い ます 。 し た が っ て 、 だ る さ に 対し 
て の さら な る デー タ 収 集 ・ ア セス メン ト は 4. 活動 - 運 動 パ タ 
ー ン (P.28) 、 痛 み に 対し て の さら な る デー タ 収 集 ・ ア セス メン 
ト は 6. 認知 - 知 覚 パ ター ン (P31) で 行い ます 。 


(の よく 拳 が る 看護 診 


# 非 効果 的 健康 管理 # 非 効果 的 家族 健康 管理 
d # リ スク 傾斜 健康 行動 # 転 倒 転落 リス ク 状 態 
# 身体 損 傷 リス ク 状 態 『 感 染 リス ク 状 態 
ーー ニニ ニニ 。 ーーーーーーーーー ーー ンス 


この 枠 で 見 て いる の は 、 健康 状 態 の 認識 や 、 健康 管理 の 状況 な ど ! 
症状 その も の を 掘り 下げ る の は 、 その 症状 に 適し た 枠組 み で 行い まし ょ う 


ピコ 

| っ 健康 認識 に つい て は 、 症状 の 悪化 に より 受診 行動 が 
| と れ て いる た め 問 題 は な い 。 健 康 管理 に つい て は 、 医 
|_。 師 の 指示 を 受け て の 健康 管理 が で き て お ら ず 、 今 
_。 皿 、 証 状 コ ント ロー ル が 不良 な 状態 に な つて いる た 
よ め 、 問 題 が ある 。 (後略 ) 


「 る 医師 に 指示 され て いる 治療 
ぞ 計画 が ある 場合 の 例 で す 
ト の 


(ば ん だ ' か い 
N 忍 Kw グ ーー ト 、 ジン 
せ 3 ほ び 【 
ルン 


個々 の 症状 は 別 の 枠組 
み で 取り 上 げ よ う ! 


人 感 | っ 4 活動 運動 パタ ー ン 


| 6 語 知 - 知 賞 パ ター ン 
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栄養 - 代 謝 タ ー ン 


@ 【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
2 如 者 の 飲食 を 助け る (栄養 状態 、 食 事 摂取 状況 、 水 分 摂取 状況 ) 7 患者 が 体温 を 正常 範囲 内 に 保つ の を 助け る 
4 歩行 時 お よび 汗 位 、 躍 位 に 際 し て 患者 が 望ま し い 姿勢 を 保持 する よ う 助 ける 。 
また 患 者 が ひと つの 体位 か ら ほ か の 体位 へ と 身体 を 動か す の を 助け る ( 揚 半 ) 


(アセ スメント の 視点 ) 
= 栄養 状態 は どう か 食事 摂取 状況 は どう か 水分 摂取 状況 は どう か 臣下 状態 よど う か 

* 米 養 に 関連 し て いる 身体 的 問題 は な いか き 栄 養 に 関連 し て いる 身体 的 問題 が 生じ る 可能 性 は な いか 
半 「 近 養 に 関連 し て いる 身体 的 問 征 ] と し て 、 と くに 「 携 意 」 は 重要 に な る 


( め デー タ 収 集 項目 ( 例 ) 「 
以 日 常 の 食事 形態 、 主 食 ・ 副 食 以 口 喝 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 


以 治 療 食 (制限 食 ) の 有無 以 蝶 下 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
(「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 と 摂取 状況 ) 以 身 長 ・ 体 重 ・BMI* ( 表 1) 
以 食 習慣 (1 日 の 食事 回 数 ) き 短期 間 で の 体重 の 変化 の 有無 ( 表 2) 
(1 日 3 回 で な い 場 合 は 、 そ の 理由 ) (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
以 食 欲 の 有無 (「 無 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 層 体 温 : 通常 の 体温 と 入院 時 の 体温 
以 偏 食 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 以 手 癒 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
水分 摂取 量 き 揚 癒 リス ク の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 要因 ) 
(摂取 量 が 少な い 場合 ・ 多 い 場 合 は 、 そ の 理由 ) 以 栄養 に 関す る 検査 デー タ ( 表 3) 
以 皮膚 の 乾燥 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 以 そ の 他 の 栄養 - 代 謝 の アセ スメント に 関係 する デー タ 
以 浮 腫 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) ・【BMbody mass index 


〇 データ 収 集 に お ける 注意 点 ee 


] 「 治 療 食 (制限 食 )」 は 、 食 事 内 容 と その 食事 の 摂取 状況 を 記載 する 
* eZEF 対象 の 健康 状態 に あっ た 必要 な 食事 摂取 が で き て いる か が 否 か が わか る た め 


BMI の 見 か た 
計算 式 基 徹 

18.5 未 満 
BI= 体重 [kg] 18.5 以 上 25.0 未 満 
(身長 [m])* 25.0 以 上 30.0 未 満 
30.0 以 上 35.0 未 江 
35.0 以 上 40.0 未 江 

40.0 以 上 
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体重 変化 の 見 か た (体重 減少 率 ) 


計算 式 基準 人 
期間 | 有意 な 体重 減少 | 重度 な 体重 減少 
。、 過去 の 体重 [kg] 一 現在 の 体重 [kg] 1 週間 1 こ 2% >2% 
体重 減少 率 [9%] (%LBW*)= - 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーー X100 
過去 の 体重 [kg] 1 か 月 。 5% >7.5% 
3 か 月 7.5% >10% 
* [96LBW】9eloss of body weight 
栄養 に 関す る お も な 検査 デー タ 
検査 基準 値 栄養 障害 時 
総 タ ン バ パク (TP) 6580g/dL | 佐 値 短期 間 で 変化 が あれ ば その 状況 
アル プ ミ ン (Abb) 3.9 て 5.1g/dL 低 値 も アセ スメント ! 
コリ ン エ ステ ラー ゼ (ChE) 214 一 466UL 低 値 


店 

「。 ep 

し 栄養 状態 に つい て は 、BMI や 検査 デー タ は や や 低 値 で 取 で き て お り 、 忠 下 障 害 が な いこ と か ら 水 分 摂取 や 喉 
| | ある が 、 現 在 、 食 事 摂取 は で き て いる た め 問 題 は な 下 に つい て は 問題 を な い 。 し か し 、 現 在 、 強 度 の 供 怠 感 
ョ い 。 し か し 、BMI や 検査 デー タ は や や 低 値 で ある こと に より ベッ ド 上 仰 私 位 で いる こと が 多い こと か ら 、 得 
因 か ら 栄 養 状態 の 観察 は 必要 で ある 。 必 要 な 水分 は 摂 癒 の 生じ る 可能 性 が ある 。 

| 


の アセ スメント に お ける 注意 点 きっ 52 な 62256 が us0 さ ee ae 


「 広 い 意味 で 食事 に 関連 し て いる こと 」 で は な く 、 栄養 と 代謝 に 関す る こと に 焦点 を し ぼろ う 。 
例え ば 、 摂 食 の た め の 「 動 作 」 の 問題 は 別 の 枠組 み で す ! 


治療 食 (制限 食 ) あ り ^( に な っ て いる と 、「 治 療 食 を 摂取 し て | また 、「 そ の 他 の 栄養 代謝 の アセ スメント に 関係 する デー 

いる た め 健 康 管理 に 問題 は た い 」 と いう アセ スメント を し て し  : タタ 」 に ` 麻 痺 に より 自分 で 食事 摂取 が で き な い "な どの デー タ を 
まう こと が あり ます が 、 こ の よう な 健康 管理 に つい て の アセ ス  : 入れ て し まう と 、「 援 食 セル フケ ア 不 足 」 と いう アセ スメント を 
メン ト は 、1. 健康 知覚 - 健 康 管理 パタ ー ン (P.22) で の アセ ス メ i し て し まう こと が あり ます 。 こ の よう な アセ スメント は 、4. 
ント に な り ま す (P24「 デ ー タ 収集 に お ける 注意 点 」 参 照 )。 : 活動 < 運動 パタ ー ン (P28) の アセ スメント で す 。 


d # 栄 養 摂取 消費 バラ ンス 異常 : 必要 量 以下 # 喋 下 障害 # 誤 中 6 リス ク 状 態 皮膚 統合 性 障害 # 初 癒 リス ク 状 態 


ジジ 
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1/ 排 湯 パターン 


【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
3 悪者 の 排 港 を 助け る (排尿 、 排 便 ) 


W 


クリ (アセ スメント の 視点 )  * 朱 氷 状態 は どう か 拓 便 状態 は どう か 


の 商 

まり の 

( め テー タ 収 集 項 目 ( 例 ) Po 
以 排尿 回 数 (日 中 、 夜 間 ) ( 表 1) 以 排便 の た め に 使用 する も の の 有無 


以 尿意 の 有無 (「 無 」 の 場合 は 、 そ の 状況 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ・ 使 用 状況 ) 
以 排尿 に 関す る 問題 の 有無 ( 表 1) 匠 便意 の 有無 (「 無 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
(「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 以 排便 に 関す る 問題 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 
以 排 便 回 数 ( 表 2) 以 腹部 症状 0 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 症状 ) 
以 最 終 排便 日 以 そ の 他 の 排 湯 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


の の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 ee な 


1 「 排 便 の た め に 使用 する も の 有 」 に お いて 下剤 使用 の 場 。: 長年 、 下 剤 を 使用 し て 排便 コン トロ ー ル を 行っ て いる の 
* 合 は 、 そ の 使用 状況 を 記載 する : で あれ ば 、 下 剤 を 使用 し て いて も 排便 状態 に 問題 は た いと いう こ 
: と が わか る た め 
回 尿 の アセ スメント 回 便 の アセ スメント (回 数 ) 


| = 衝 尿 : 2 回 / 以 下 e 便秘 : 本 来 体外 に 排出 す 
回 数 56 回 日 e 頻 尿 : 10 回 / 日 以上 回 数 12 回 日 べき 糞便 を 十分 に 排出 で 
| ※ 回 数 は 必ず し も 特定 で き な い き な い 状態 
き 無 尿 : 100mL 日 以下 
量 1.000 て 2.000mL s 逐 尿 : 400mL 日 以下 


| s 多 氷 : 2500mL 昌 以上 
王 縛 | * 軸 選 ( 提 色 、 赤 色 ) : 赤身 球 が 混入 


色調 。 淡 次 色 黄 褐色 (透明) | 用 尿 : 白血球 が 混入 
e 乳 白色 : リン パ 液 が 混入 
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プリ スト ル 便 性 状 ス ケー ル 


4 | 5 人 還 還 凍 


キー 


co ダ > GO の ce と | G⑯ < < 


コロ コロ 便 : 硬 | 硬い 便 : 短く 固 | や や 硬い 便 : 水 | 普通 便 : 表面 が | や や や わら か い | 泥 状 便 : 形 の な | 水 様 便 : か た ま 


く コ ロコ ロ し た | まっ た 硬い 便 分 が 少な く 、 ひ | な め ら か で 適度 | 便 : 水分 が 多 | い 泥 の よう な 便 | り の な い 水 の よ 
便 ( ウ サギ の 夢 の び 割 れ て いる 便 | な や わら か さ の | く 、 や や や わら うな 便 
よう な 便 ) 便 か い 便 


Lewis SJ, Heatan KW : Stool Form Scale as a Usaful Guide ta Intestinal Transit Time. Scaninavian Jpurar of Gastrpenteroogy 1897 : 32(9) : 20.B24. 


っ 

っ し 切 】 

|。 排尿 状態 に お いて は 、 尿 意 が あり 回 数 は 正常 範囲 内 で 
| 。 ある た め 問 題 は な い 。 排 便 に お いて は 、10 年 前 か ら 
に 下剤 使用 に て 排便 コン トロ ー ル を 行い 、2~3 日 に 1 回 
| 

の アセ スメント に お ける 注意 点 


\ 


「 そ の 他 の 排 湯 の アセ スメント に 関係 する デー タ 」 に "~ 麻 痺 に よ 
り 自分 で トイ レ に 行く こと が で き な い "な どの デー タ を 入れ て し 
まう と 、「 排 注 セ ルフ ケア 不足 」 と いう アセ スメント を し て し まう 
こと が あり ます 。 こ の よう な アセ スメント は 、4. 活動 - 運 動 パ 
ター ン (P28) の アセ スメント に な り ま す 。 

また 、 勝 腕 留 置 カ テー テル が 挿入 され て いる 場合 は 、、 ア セス メ 
ント する こと な く 「 感 染 リス ク 状態 」 で ある と 考え て し まう こと が 
ある た め 、 デ ー タ か ら 対 象 の 状態 を 総合 的 に みて アセ スメント を 
行う 必要 が あり ます ( 表 4)。 

表 4 の よう な 視点 か ら 「 感 染 リス ク 状 態 」 と 判断 され た 場合 、 こ 
の よう な アセ スメント は 、1. 健康 知覚 - 健 康 管理 パタ ー ン (P22) 
の アセ スメント に な り ま す 。 


「 排 湯 に か か わる すべ て の こと 」 が ここ に 入る わけ で は あり ませ ん 。 
見 て いる の は 排尿 状態 、 排便 状態 と いう こと を 忘れ ず に ! 


の 排便 が ある こと か ら 問 題 は みな い 。 し か し 、 下 剤 を 使 
用 し て いる こと か ら 排 便 状態 の 観察 は 必要 で ある 。 


「 感 染 リ スク 状態 」 を アセ スメント する 際 の 視点 
( 勝 腕 留置 カテ ー テ ル 挿 入 時 ) 


き 栄養 状態 か ら みた 感染 の リス ク の 可能 性 

\ 免疫 状態 か ら み た 感染 の リス ク の 可能 性 

\ 糖尿 病 な どの 慢性 疾患 に 権 患 し て いる 場合 は 、 そ の 疾 悪 に よ 
る 病 藤 か ら み た 感染 の リス ク の 可能 性 

以前 の 入院 に お いて 勝 腕 留 置 カ テー テル を 留置 し た 際 に 感染 
し た と いう 茎 往 が ある 場合 は 、「 そ の と き の 状 態 を 聞き 、 そ の 
結果 明らか に な っ た 状態 」 と 「 今 の 状態 」 か ら み た 感染 の リス ク 
可能 性 な ど 


d # 便 秘 便秘 リス ク 状 態 『 機 能 性 尿 失禁 


ジン 


ル 。 表 
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ー ざ YA は 史 浴 操 聞 末 款 滞 党 


活動 運動 バタ ー ン 


@ 【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
] 患者 の 呼吸 を 助け る 2 悪者 の 飲食 を 助け る ( 食 行動 )3 患者 の 排 港 を 助け る ( 排 港 行動) 
4 歩行 時 お よび 学位 、 貝 位 に 際 し て 患者 が 望ま し い 姿 勢 を 保持 する よう 助け る 。 
また 愚者 が ひと つの 体位 か ら ほか の 体位 へ と 身体 を 動か す の を 助け る 
6 患者 が 衣類 を 選択 し 、 着 た り 脱い だ りす る の を 助け る 
患者 が 身体 を 清潔 に 保ち 、 身 だ し な みよ く 、 ま た 皮膚 を 保護 する の を 助け る 
12 患者 の 生産 的 な 活動 (ある い は 職業 ) を 助け る 13 患者 の レク リエ ーション 活動 を 助け る 


に コ 


(アセ スメント の 視点 ) 
*ADL* は どう か 活動 に 関連 し て いる 身体 的 問題 は た いか 
\「 笑 動 に 関連 し て いる 身体 的 問 還 ) こ と し て 、 と くに [ 衝 環 ・ 呼 吸 に つい て の 同 是 ] は 重要 に な る *[ADL】activities of daiby living 


P 
(の テー タ 怖 上 ( 多 ) = 


切 ADL の 状態 と 援助 状態 ( 表 1) 剛 活 動 に 伴う 循環 ・ 呼 吸 反 応 と し て 以下 の デー タ を 収集 
(入院 前 の ADL と 入院 時 の ADL) する 
s 食 事 ・ 排 江 ・ 清 深 ・ 更 衣 ・ 歩 行 な ど s 呼吸 困難 感 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

層 運 動 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) e 路 普 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

以 バ イタ ル サ イ ン : 血圧 ・ 脈 拍 ・ 呼 吸 e 端 強 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

凡 傘 切 感 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) s 咳 悪 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 


以 そ の 他 の 活動 - 運 動 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 NN SKKSS ee も 656 が あお の も お 6 ぶな お Ke ecc < 


] 「ADL の 状態 」 は 、 入 院 前 の ADL と 
* 入院 時 の ADL を 記載 する 
入院 時 に 何ら か の 理由 に より ADL が 低 
下 し て いた と し て も 、 入 院 前 の ADL が で きる よ 
うに し て いく た め ( 身 体 機能 の 喪失 に より 、 入 院 
前 の ADL が 不可 能 に な っ た 場合 は 、 上 記 の 観点 
は 該当 し な い ) 
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ADL の 評価 の 視点 
一般 的 な 「ADL の 評価 」 の 視点 と 基準 は 以下 の 通り で す 。 


〈「ADL の 評価 」 の 視点 〉 


入院 前 
食事 
排 浴 
清潔 
更衣 
歩行 
移動 動作 ( 

※ 入 院 前 ・ 現 在 の ( 
※ 援 助 状態 の ( 


ーーーーー 


( 
( 
( 
( 
( 


( 


現在 


( 
( 
( 
( 
( 
( 


例 ) 食事 ・・・「 2 」 食 事 の セッ ティ ング 
歩行 ・・・「 1 」 枯 使用 (見 守り 必要 ) 


) に は 、〈「ADL の 評価 」 の 基準 〉 を 記入 し ます 。 
) に は 、〈「ADL の 評価 」 の 基準 〉「 1 」「2」「3」 の 場合 、 
どの よう な 援助 が 必要 な の か を 記載 し ます 。 


〈「ADL の 評価 」 の 基準 (ADL の 状態 援助 状態) 
0 完全 に 自立 

1 器具 や 装具 を すれ ば 自立 

2 一 部 、 他 者 の 援助 が 必要 

3 全面 的 な 援助 が 必要 


電 : 了 き 
ADL に つい て は 、 現 在 、 疾 患 に よって 生じ て いる 強度 
の 俺 怠 感 に より 、 自 力 で の ADL は 困難 に な っ て いる た 
め 、 必 要 時 ADL の 援助 を 行っ て いく 必要 が ある 。 活 動 
に お ける 循環 ・ 呼 吸 反応 に つい て は 、 安静 状態 に お い 


て は 問題 な い が 、 ト イレ 歩行 な どの 労作 時 に 呼吸 困難 
感 が 出現 する と の こと か ら 、 労 作 時 の 呼吸 困難 が 問 是 
で ある 。 


体 が 「 動 か し づら い 」 か ら 介助 を 必要 と する の と 、 
「 動 か し て は いけ な い 」 か ら 必要 と する の で は 意味 が 違い ます 。 


後者 を この 枠組 み に 入れ な いよ うに し まし ょ う 


^ADL に 援助 を 要する "と 判断 され た 場合 に 、「 セ ルフ ケア 不 
足 」 と し て し まう こと が あり ます 。 し か し 、^ADL に 援助 を 要 す 
る "と 判断 され た 対象 の 状態 が 、 心 筋 梗塞 の 急性 期 な を ど で は ど 
う で し ょ うか 。ADL の 能力 が 低下 し て いる わけ で は な いも の 


の 、 循 環 動態 の 関係 で 病態 的 に 安静 度 に 制限 が ある た め に 
ADL に 対し て の 援助 が 必要 な 状態 と 判断 され た と き は 「 セ ルフ 
ケア 不足 」 に は な り ま せん (上 記 「 ア セス メン ト 例 」 参 照 )。 


# 活動 耐性 低下 
# 排 湯 セ ルフ ケア 不足 # 摂 食 セル フケ ア 不 足 


き # 供 切 感 ( 以 前 は 「 消 耗 性 疲労 」 と され て いた も の ) ま 非 効果 的 気道 浄化 
き 更 衣 セ ルフ ケア 不足 
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ー ざ YA は 喝 浴 操 聞 天 款 滞 党 


睡眠 休息 バタ ー ン 


【 該 当 す る < ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み >】 
5 患者 の 休息 と 睡眠 を 助け る 


ら . 


(アセ スメント の 視点 ) き 莉 眠 状 態 ま どう か 


( デー タ 収 集 項目 ( 例 ) 


星 明 時 間 

凡 黙 攻 感 の 有無 (「 無 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

以 午 瞳 の 習慣 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
不眠 時 の 工夫 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 
星 眠 に 関す る 問題 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 


以 そ の 他 の 睡眠 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 Se も 


| 熟睡 感 が 「 無 」 の 場合 は 、 そ の 他 の 睡眠 の アセ スメント に 関係 する デー タ と し て 、 疲 労 感 の 有無 を 記載 する 
睡眠 時 間 が 少な めで 熟睡 感 が な く て も 、 疲 労 感 が な けれ ば 、 睡 眠 に 問題 は な いと 判断 され る こと が ある た め 


$ る る ふ 


感 も を いと の こと か ら 睡 眠 状 態 に 問題 は な い 。 し か 
し 、 熟 睡 感 が な いた め 星 眠 状態 の 観察 は 必要 で ある 。 


7 ]】 | 

「。 ep | / 糧 感 が な いと いっ た 場合 は 、 

に < 夜間 の 排尿 で 睡眠 が 中 断 さ れる こと に より 熟睡 感 が アセ スメント する こと な く 「 不 眠 」 と 
な いと の こと で ある が 、 睡 眠 時 間 に 問題 は な く 、 疲 労 し な いよ うに ! 


まる 看護 診 


d 『# 不眠 # 攻 眠 パ ター ン 混乱 
TR5O い ょ よび ゾウ うぃ 》〉 ゾ jfX+ ぃ 1 や ゃ や つや ーー 
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デー タ か ら 対 象 の 状態 を 総合 的 に 
みて アセ スメント し まし ょ う 


熟 隆 感 が な いと いう デー タ が 収集 され た 際 は 、 日 中 の 眠気 の 
有無 、 疲 労 感 の 有無 や 表情 (活気 の 有無 )、 午 睡 に 関す る デー タ 
を 収集 し 、 睡 眠 の 問題 の 有無 を 総合 的 に 判断 する と よい で し ょ 
う 。 

また 、 隆 眠 薬 を 使用 し て いた と いう デー タ が 収集 され た 際 
は 、 睡 眠 薬 の 使用 に 関す る デー タ を 収集 し 、 睡 眠 の 問題 の 有無 
を 総合 的 に 判断 する と よい で し ょ う 。 


認知 知覚 ター ン 


@⑯  【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
該当 する アセ スメント の 枠組 み は な い 


PO 


/ 《 ア セス メン ト の 視点 ) 認知 状況 よど うか 感覚 器 系 は どう か き 症 痛 は どう か 


( め デー タ 収 集 項目 ( 例 ) 


意識 レベ ル 

以 見 当 識 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
以 認 知 障 害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
し 理解 力 障 害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
尽 知 覚 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 


以 視 覚 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

以 聴 覚 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

以 療 痛 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

以 そ の 他 の 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 

以 そ の 他 の 認知 - 知 覚 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 ………… 


] ^ 見 当 識 障害 が ある "場合 は 、 時 間 ・ 人 ・ 場 所 の 見 当 識 状態 と 見 当 識 障害 に 対す る 入院 前 の か か わり を 記載 する 
見 当 識 障害 が ある こと に よる 援助 の 必要 性 と 援助 方 法 を 入院 直後 か ら 考 える こと が で きる た め 


( め アセ スメント 例 
@ み pa 

し 切 】 

認知 状況 に つい て は 、 意 識 レ ベル は 清明 で ある 
が 、 環 境 が 変わ る と た ま に 場 所 が わか ら な く な る 
て と が ある と の こと か ら 、 見 当 識 の 状態 を 観察 し 
て いく 必要 が ある 。 感 覚 器 系 に つい て は 、 難 聴 | 
ぎみ で ある と の こと で ある が 、 大 きめ の 声 で 話し 
て も ら え れ ば 聞こ える と の こと で 問題 は な い 。 着 


痛 に つい て は 、 現 在 痛 は な いた め 問 題 は な い 。 
(② よく 挙がる 看護 診断 
d # 慢性 導 痛 


計 ノ 


! 定 葉 


$ ふ 3 ふ 4 ょ 


り 


の つ アセ スメント に お ける 注意 点 


5 


見 当 識 障害 が ある と いっ た 場合 は 、、 ア セス メン ト す る こと な く 
「 身 体 損傷 リス ク 状 態 」 と し て し まう こと が ある た め 、 デ ー タ か ら 
対象 の 状態 を 総合 的 に みて アセ スメント を 行う 必要 が あり ます 。 
「 身 体 損傷 リス ク 状 態 」 と し て も よい の は 、 見 当 識 障害 に よっ て 身 
体 を 損傷 する な どの 危険 な 状況 に 遭遇 する 可能 性 が ある と 判断 さ 
れ た と き で す (例え ば 、 な ぜ こ こと に いる の か わか ら な いた め ベ ッ 
ド か ら 降 り よ うと する な ど )。 

見 当 識 障害 が ある こと で 「 身 体 損傷 リス ク 状態 」 と 判断 され た 場 
合 、 こ の よう な アセ スメント は 、1. 健康 知覚 - 健 康 管理 パタ ー 
ン (P22) の アセ スメント に な り ま す 。 


見 当 識 障害 = 身体 損傷 リス ク 状 態 
で は あり ませ ん ! 
身体 損傷 に つなが りう る 可能 性 の 
アセ スメント を ! 


プ テ ナ ー ス Vol<9 No3 March2020 31 


ー ざ YA は 叶 浴 操 聞 天 款 滞 党 


/ 目 己 知 覚 一 目 己 概念 バタ ー ン 


【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 


10 患者 が 他 者 に 意思 を 伝達 し 、 自 分 の 欲求 や 気持 ち を 表現 する の を 助け る 
12 患者 の 生産 的 な 活動 (ある い は 職業 ) を 助け る 


(アセ スメント の 視点 ) 自分 の こと と を どの よう に 思っ た り 感じ た り し て いる か 


) 


入院 に あたっ て の 悩み や 不安 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 
以 入 院 に よる 気持 ちの 変化 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) 


気持 ちの 変化 の 例 に 
介 は 、 縛 神 的 な 落ち 込み 
・ 無 気力 感 ・ 絶 望 感 な 


尺 身体 機能 の 喪失 の 有無 

(「 有 」 の 場合 は 、 そ れ に よる 自己 の 受け 止め 内 容 ) ど が 学 げ られ ます 。 
以 身 体外 観 の 変化 の 有無 N 

(「 有 」 の 場合 は 、 そ れ に よる 自己 の 受け 止め 内 容 ) 

その 他 の 自己 知覚 - 自 己 概念 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


デー タ 収 集 に お ける 注意 点 …… ポ ーー に ドド ドド ドド ドド ドド ドド ドド ドド ドド im Ma 


| 


E 自己 知覚 - 自 己 概念 パタ ー ン の 1 で きた と し て も 、 表 面 的 な デー タ に な っ て し まう 可能 性 が ある 。 

デー タ 収 集 の 時 期 を 検討 する H し た が っ て 、 対象 の ^ そ の と き の 状 況 "に よっ て は 、 入 院 直後 の デ 

ZETT 自己 知覚 - 自 己 概念 パタ ー ン の デー タ 収 集 は 、 対 象 と の H ー タ 収集 は 控え 、 入 院 後 し ば らく し て か ら 収 集 す る と いう こと も 
信頼 関係 が 構築 され て いな いと 難し いこ と が ある 。 デ ー タ 収集 が : 大切 に な る た め 


し の 

し 

| 自己 概念 に つい て は 、 入 院 に よる 悩み は な く 、 気 持ち の 変 次 ペー ジ の 「 ア セス メン ト に お け 
-。 化 は な いと の こと か ら 問 題 な い 。 し か し 、「 こ れ か ら ど うな る る 注意 点 」 の 通り 、 こ の 事例 の よ 
| 。 の だ ろう 」 と 言っ て いる こと か ら 、 不 安 は ある と 思わ れる た JRRIR 近 病 了 所 に な 活 7 


め 、 病 気 に 対す る 不安 状態 の 観察 を 行っ て いく 必要 が ある 。 ac 


ぅ う 
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ー ーー - 多 = = = 


- で る 

| や  g 力 あ が ん で 自宅 療養 を し て いた が 、 強 度 の 備 怠 感 に より 予約 外 で 受診 し 、 そ の まま 入院 と な っ た 場合 

で 自己 概念 に つい て は 、 自 分 か ら 医 師 に 病状 や 余命 を 聞 度 も 自分 に 言い 聞か せる よう に 言っ て いる こと 、 言 う 
| 信 き 、 胃 が ん に よる 肺 や 肝臓 へ の 転移 が あり 、 予 後 は 厳 と き は 、 声 や 手 は 震え て いる こと か ら 、 精 神 的 な 混乱 
で 信 し い 状 態 に ある こと 、 余命 は 半年 ぐら いで ある こと を 状態 を 抑制 し よう と し て いる も の と 思わ れ 、 不 安 が 問 
「 信 知っ た 。 そ れ に 対し て 、「 死 ぬ 覚 本 は で き て いる 」 と 何 題 と 考え られ る 。 

- 人 の 


の アセ スメント に お ける 注意 点 EER wa 


患者 さん は 大 な り 小 な り 不 安 を 抱え て いま す が 、 
全員 に 「# 不 安 ] の 看護 診断 は 挙げ ませ ん 。 
挙げ る か どう か は 、 特別 な か か わり が 必要 か で 判断 し ます 


入院 に あたっ て の 不安 が ある と いっ た 場合 、 ア セス メン ト す  : 抱え て いる 不安 の レベ ル で は 、「# 不 安 」 と いう 看護 診断 に は な 
る こと な く 「 不 安 」 と し て し まう こと が ある た め 、 デ ー タ か ら 対 : ら な いと いう こと わか り ま す ( 表 1)。「 不 安 」 が 強度 で 、「 不 安 」 
象 の 状態 を 総合 的 に みて アセ スメント を 行う 必要 が あり ます 。  : に 対し て 特別 な か か わり を 必要 と する 対象 に 対し て の み 「# 不 


『 邊 護 診 断 ハ ンド ブッ ク 』* で の 「# 不 安 」 の 看護 診断 の 定義 の 冒頭 | 安 」 と いう 看護 診断 を 行い ます 。 
は 、「 自 律 神経 反応 を 伴う 」 と な っ て いる こと か ら 、 ど の 加 者 も : 


よく み ら れ る 自律 神経 反応 に 
は この よう な も の が あり ます 


「# 不 安 」 の 看護 診断 に 該当 する 症状 ・ 微 侯 な ど 


落ち 着き が な い 、 イ ライ ラ し た 感じ が ある 


き 眠れ な いと 言う 9 
\ 食欲 が な いと 言う (摂取 量 が 減る ) (6 
W 何 度 も 同じ こと を 聞く (と くに 疾患 や 病状 に つい て ) / | や NN 


\ 同じ 疾患 に 航 患 し た 人 の 状態 や 状況 を 聞く N (N 
(と くに 今 の 自分 と 同じ よう 状態 に あっ た 人 の 予後 に つい て ) W 
\ 自分 の 病状 に つい て 話す 際 は 、 声 や 手 が 震え て いる 
\ 自分 の 病状 に つい て 話す 際 は 、 過 度 に 緊張 し て いる 
WW 1 人 で 物 思 い に ふ けっ て いる こと が 多く な る 
(人 と 話す こと を 避け る よう に な る ) 


d # 無 力 感 # 無 力 感 リス ク 状態 # 絶 望 感 # ボディ イメ ー ジ 混乱 
き 自尊 感情 状況 的 低下 # 自 尊 感情 状況 的 低下 リス ク 状態 # 不 安 
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ーY\ き 史 渡 器 聞 訂 茜 証 党 


ひ 役割 関係 ヾ ター ン 


【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み )〉 】 


9 (感染 や ) 暴 力 な ど 、 特 定 の 患者 が も た ら す か も し れ な い 危 険 か ら 他 の 者 を 守る 
10 患者 が 他 者 に 意思 を 伝達 し 、 自 分 の 欲求 や 気持 ち を 表現 する の を 助け る 


(アセ スメント の 視点 ) 
* 入院 に お ける 家族 関係 は どう か コミ ュ ニ ケー ショ ン は どう か 


デー タ 収 集 項 目 ( 例 ) 
家族 構成 


以 職 業 
絞 キー パー ソン コミ ュ ニ ケー ショ ン 障 | 
以 お も な 介護 者 害 と は 、 意 思 の 疎通 を 
可 和 に 図り た いと いう 思い が 
以 家 族 の 患者 に 対す る 心配 や 気がかり の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) ある に も か か わら ず 、 
以 家族 の 入院 に よる 家族 機能 に つい て の 心配 や 気がかり の 有無 何ら か の 理由 に より 、 
(「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) それ が 困難 に な っ て い 
尺 コ ミュ ニケ ーション 障害 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 状況 ) る 状態 を いい ます 


締 そ の 他 の 役割 一 関係 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 Suara 


1 入院 に 関係 する 役割 - 関 係 の 範囲 で の デー タ を H て 、 対 象 の 仕事 や 社会 に お ける 役割 まで 広げ て デー タ を 収集 し 、 
* 記載 する H アセ スメント を し て も 、 看 護 援助 と いう 観点 で は か か わる こと が 
役割 - 関 係 パ ター ン の 概念 は 広い た め 、 こ の 概念 を 受け 1 で き な い こと が ある た め 
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アセ スメント 例 


みみ 


家族 関係 に つい て は 、 キ ー バ パー ソン や お も な 介護 者 は 
妻 で あり 、 入 院 に よる 家族 機能 に つい て の 心配 や 気 が 
か り は な いと の こと か ら 問 題 は な い 。 コ ミュ ニケ ー シ 
ョ ン に お いて は 、 脳 梗塞 の 容 避 に よっ て スム ー ズ に 話 
すこ と は で き な い が 、 と き に は 筆談 を 用 いて 意思 表示 
し て いる た め 、 問 題 な い 。 


W 村 本 相本 補 写 写 定 定 補 ⑮⑯ 


の アセ スメント に お ける 注意 点 …………… 


昨今 、 退院 支援 や 退院 調整 と の 関係 で 、 退 院 後 の 家族 の 介護 
力 と いう 観点 も 重要 に な っ て いま す 。 こ の と き 同 居 し て は いな 
い が 子 ども が いる 場合 で あっ て も 、 妻 の 年 齢 と 妻 が お も な 介護 
者 で ある と いう デー タ か ら 「 妻 は 78 歳 と 高齢 で あり 、 退 院 後 は 
老 々 介護 と な る 。 妻 1 人 で は 夫 の 面倒 を みる こと は 困難 で ある 
た め 、 退 院 後 は 施設 へ の 入居 を 検討 し て いく 必要 が ある 」 な 
ど 、 看 護 者 の 思い 込み に よる アセ スメント を し て し まう こと が 


集め た 情報 を 、 思い 込み で 判断 する の は キケン ! 
「 こ う で は な いか ?」 と 思う こと が あっ た ら 、 
さら に デー タ を 集め て 確か め て み ま し ょ う 


【 92 】 

家族 関係 に つい て は 、 キ ー パ ー ソ ン で ある 妻 と の 関係 
に 問題 は な い 。 妻 は 、 退 院 後 、 自 宅 で 夫 の 面倒 を みた 
いと 言っ て いる が 、 妻 は 高齢 で ある こと か ら 面 倒 を み 
る こと に 不安 を 感じ て いる た め 、 退 院 支援 が 必要 で あ 
る 。 ま た 、 コ ミュ ニケ ーション に お いて は 、 現 在 、 運 
動 性 失語 に より 、 思 っ て いる こと を うま く 伝 える こと 
が で き な い こと と 、 ジ ェ ス チャ ー で 意思 表示 し て も うま 
く 思 い を 伝え る こと が で き な い こと か ら イ ライ ラ し て 
いる こと が 多い た め 、 他 者 に 思い を 伝え る こと と が で き 
る よう に 援助 し て いく 必要 が ある 。 


$ ぁ 88 ふふふ 8 す すす 3838 は 3 


多々 あり ます 。 し た が っ て 、 上 記 の よう に 思っ た ら 、 こ れ に 関 
する さら な る デー タ を 収集 し 、 対 象 の 状態 を 総合 的 に みて アセ 
スメント を 行う 必要 が あり ます 。 

さら な る デー タ 収 集 項 目 と し て は 、 介 護 者 の 健康 状態 、 介 護 
者 の 介護 に 対す る 意欲 、 子 ども の 介護 に 対す る 協力 の 可能 性 、 
社会 資源 の 活用 可能 性 な を ど が あり ます 。 


# 悲嘆 
# 介護 者 役割 緊張 

d # 介護 者 役割 緊張 リス ク 状 態 
言語 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 障 害 
(精神 看護 領域 に お いて 〉 
# 対 他 者 暴力 リス ク 状 態 


「 対 他 者 暴 カ リス ク 状態 」 と 看護 診断 す 
る 際 は 、 

W# 不 安定 性 情動 コン トロ ー ル 

き # 非 効果 的 衝動 コン トロ ー ル 

の どちら な の か を 判別 する こと が 重要 
に な り ま す 
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ー ざ YY は 史 浴 括 聞 末 声 滞 党 


セク シュ アリ ティ ー 生 殖 バ ター ン 


@///【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
3 患者 の 排 洪 を 助け る (月 経 ) 


(アセ スメント の 視点 ) 


性 に 関し て どの よう に 思っ た り 感じ た り し て いる の か (女性 の 場合 ) 生 殖 機能 よど うか 
占 条 . 〇 デー タ 収 集 に お ける 注意 点 … 
(《⑫ デー タ 収 集 項目 ( 例 ) セク シュ アリ ティ - 生 殖 パ ター ン の 
軌 性 に 関し て の 心配 や 気がかり の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 、 データ 収集 の 要 大 を 検討 する 
[女性 の 場合 】 eZ セク シュ アリ ティ - 生 殖 パ ター ン の な か で 、 
「 性 に 関し て の 心配 や 気がかり 」 に つい て デー タ 収 集 は 
月 経 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 規 則 的 か 知 か 、「 無 」 の 場合 は その ーー イーーーー ーー サー 
理由 ) 難し い 。 な ぜ な ら ば 、 あ まり に も プラ イベ ー ト 過ぎ る 
匠 最終 月 経 デー タ だ か ら で あ る 。 
罰 月 経 に 関す る 問題 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) し た が っ て 、「 性 に 関し て の 心配 や 気がかり 」 に つい 
生殖 に 対す る 心配 や 気がかり の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) て の 情報 は 、 対 象 の 看護 援助 を 行う に あたっ て 必要 が 
【 男 性 の 場合 】 な けれ ば 、 こ の デー タ は 収集 し な いと いう 判断 も 重要 
罰 泌 尿 器 系 疾患 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) に な る 。 


以 そ の 他 の セク シュ アリ ティ - 生 殖 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


(の アセ スメント 例 アセ スメント に お ける 注意 点 EER 


に 。) 

っ 。 電 : 際 の の の 777 の 7/777 
-。 生殖 に つい て は 、52 歳 で 閉経 し て お 9 、「 性 に 関し て の 心配 や 気がかり ] に つい て の 
ぞ 

本 


り 、 生 殖 に 対す る 心配 や 気がかり は アセ スメント は 不要 で す 。 対象 の "その と き の 状 


な いと の こと か ら 問 題 は な い 。 況 "に よっ て 、 必要 時 、 アセ スメント し まし ょ う 


* る こと の ある 看護 診断 


人 悪 が な けれ (お 
エー ダク X 集 を 
# 非 効果 的 セク シュ アリ ティ パタ ー ン (し t よ レ ( の も 
(母性 看護 領域 に お いて 〉 
d # 非 効果 的 出産 育児 行動 
# 非 効果 的 出産 育児 行動 リス ク 状 態 
# 出産 育児 行動 促進 準備 状態 


ーー ーー テー ンク 
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0) コー ピン グー- ス トレ ス 耐 性 バタ ー ン 


【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 
該当 する アセ スメント の 枠組 み は な い ( し か し 、「5 悪者 の 休息 と 隆 眠 を 助け る 」 で スト レス に 触れ て いる ) 


(アセ スメント の 視点 ) 
スト レス の 状況 は どう か 


(の デー タ 収 集 項 目 ( 例 ) 


縮 ス トレ ス の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 
以 ス トレ ス へ の 対処 法 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 そ の 内 容 ) 


蔽 スト レス 時 に サポ ー ト し て くれ る 人 の 有無 (「 有 」 の 場合 


は 、 サ ポー ト し て くれ る 人 ) 


以 そ の 他 の コー ピン グー スト レス 耐性 の アセ スメント に 


関係 する デー タ 


現在 、 ス トレ ス は な く 、 ス トレ ス 時 に は 妻 が サポ ー 
ト し て くれ る た め 問 題 は な い 。 


スト レス へ の 対処 法 は どう か 


(の よく 挙がる 看護 診 


『 非 効果 的 コー ビ ピング 

# 家 族 コ ー ビ ン グ 機 能 低下 
d (精神 看護 領域 に お いて 〉 

# 自己 傷害 

# 自己 傷害 リス ク 状 態 


EE 


スト レス に 対す る サポ ー ト 体制 は どう か 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 ……… 


| この パタ ー ン で は 、「 ス トレ ス 」 に つい て の 
* デー タ を 記載 する 
「 ス トレ ス 」 と いう 観点 で の デー タ 収 集 で ある に も か か 
わら ず 、「 不 安 」「 心 配 」「 気 が か り 」 な どの デー タ を 収集 し て いる 
こと が ある 。 し た が っ て 、「 ス トレ ス 」 の 概念 を 明確 に し て デー 
タ を 収集 する 必要 が ある た め 


の アセ スメント に お ける 注意 点 …… 


「 ス トレ ス 」 と いう 観点 で の 


> アセ スメント を 行う こと に 注 
な ) 意 が 必要 で す 
(上 記 「 デ ー タ 収集 に お ける 
注意 点 」 参照 ) 


スト レス と は 心理 的 スト レス の こと で あり 、 ラ ザル ス ら 
の 定義 で いう と ころ の 「 人 間 と 環境 と の 間 の 特定 な 関係 で 
あり 、 そ の 関係 と は 、 そ の 人 の 原動力 に 負担 を か けた り 、 
資源 を 超え た り 、 幸 福 を 脅かし た りす る と 評価 され る も 
の 」' で す 。 こ の よう に 評価 され る スト レス フル に は 、「 害 
一 喪失 」「 脅 威 」「 挑 戦 」「 利 益 」 の 4 つの タイ プ が ある と いわ 
れ て いま す 。 
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ー ざ YA は 叶 浴 操 聞 天 声 滞 党 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
男 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


価値 信念 が ター ン 


【 該 当 す る (ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み ) 】 


11 患者 が 自分 の 信仰 を 実践 する 、 あ る い は 自分 の 益 悪 の 考え 方 に 従っ て 行動 する の を 動け る 


/ 


(の ② デー タ 収 集 項 目 ( 例 ) 


以 人 生 に お いて 重要 な こと 

以 治療 に 対し て 望む こと 

芝生 き て いく うえ で の 支え 

以 信 仰 宗教 の 有無 (「 有 」 の 場合 は 、 生 活 し て いく うえ で の 
宗教 の 重要 性 を 明らか に する ) 

以 そ の 他 の 価値 - 信 念 の アセ スメント に 関係 する デー タ 


- で 信仰 し て いる 宗教 は ある が 、 入 院生 活 に お ける 宗孝 
| 信仰 の 支障 は な いた め 問 題 は な い 。 
ーー の 


# 意思 決定 葛藤 # ス ピリ チュ アル ベイ ン 
# ス ピリ チュ アル ペイ ン リ スク 状態 


ーーーーーーーーー ン 


人 3 略 文献 
1. リチャード ・S. ラ ザ ル ス , スー ザン ・ フ ォ ル クマ ン 著 . 本 明 真 . 吉木 代 、 妖 田 正美 択 : スト レス の 心 
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P/ (アセ スメント の 視点 ) 人生 に お いて 価値 を お いて いる と と は 何 か 


の デー タ 収 集 に お ける 注意 点 ………… 


] 価 條 信念 パタ ー ン の デー タ 収 集 の 時 期 を 検討 する 


eZ 価値 - 信 念 パ ター ン の デー タ 収 集 は 、 対 象 と の 信頼 関係 
が 構築 され て いな いと 難し いこ と が ある 。 デ ー タ 収集 が で きた 
と し て も 、 表 面 的 な デー タ に な っ て し まう 可能 性 が ある 。 し た 
が っ て 、 対 象 の "その と き の 状 況 "に よっ て は 、 入 院 直後 の デー 
タタ 収集 は 控え 、 入 院 後に 収集 する と いう こと も 大 切 に な る た め 


対象 の 看護 援助 を 行う に あたっ 


て 必要 が な けれ ば 、「 人 生 に お 
いて 価値 を お いて いる こと 」 の ア 
に 石 ) セス メン ト は 不要 で す 。 
め . さ 対象 の "その と き の 状 況 "に よっ 
て 、 必要 時 、 アセ スメント し ま 


し ょ う 


今回 は 、 ゴー ドン の アセ スメント の 枠組 み に 該 当 する 

ヘン ダー ソン の アセ スメント の 枠組 み を 提示 し な が ら 、 
ゴー ドン の アセ スメント の 枠組 み を 活用 し た 
アセ スメント を 行う 際 に 知っ て お く と よい と 

思わ れる こと を 説明 し まし た 。 
今回 説明 し た 内 容 が 、 対 象 の 状態 ・ 状 況 に あっ た 
看護 援助 を 行う うえ で 不可 欠 な 妥当 性 の 高い 
アセ スメント を 行う 際 の お 役に立て ば 幸い に 思い ます 。 


人 W プチ ナー ス 国 試 部 


月 2 回 、「 お も し る 過去 問 」「 国 試 
教室 」 を 配信 。 国 試 対 策 の プロ が 
解説 し ます 。Twitter 過 去 問 出題 
の まとめ も み ら れ ます 


疾患 別 看 護 過程 ・ 

別 違 フロ ク 一 覧 
疾患 別 看護 過程 や 別冊 フロ ク の 
一 覧 が ある の で 、 受 け 持ち 患者 さ 
ん の 疾患 を 探す と き な ど に 便利 。 
掲載 予定 も 確認 で きま す 


オス ス メ 参 考 書 ・ 
問題 集 
実習 や 国 試 対策 に 使え る 参考 書 ・ 
問題 集 を 毎月 1 冊 ビ ピック アッ プ 。 
持っ て いる と 実習 ・ 国 試 に 即 役 立 
つも の を より ぬい て 紹介 し ます 


E| = 

試 圭 室 
mm apezenery ae 
ヒン ーーーー1 
<=*>moooremem 


( 旨 ) 中 天明 吉 一 覧 


昌和 
PPT で TTYTT 
コロ 


( 給 オ スス メ @ 才 番 ・ 較 人 
PEzrrma 

"3 注 在 オス えば 電マ 

で NE 拉 で 抹 = 人 


で 今月 の オス ス メ ッ > 


2020 年 春 か ら 、 実 習 ・ 国 試 に 
役立つ 新 連 載 が スタ ー ト ! 


第 1 弾 は 3 月 10 日 更新 予定 で す 


プチ ナー ス は 、 看 護 学生 の 授業 、 
実習 か ら 国 試合 格 ま で サポ ー ト する 学習 誌 で す 


( 介 フチ ナー ス 国人 部 


めざせ 国 試合 格 ! 国 試 対策 配信 中 


http://www.petitnurse.shorinsha.co.jp Q 
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で ヘッ ミ 
まい SS サー クル や ボラ ンティア は 就 


* と /9 @ ヽ こ 活 の と き の ア ビ ピール ボイン ト 
が 情報 収集 で 最初 に 4 に な る の で 、 低 学年 か ら 積極 
3 Ns 1 的 に 取り 組み まし ょ う ! 
料 請求 と 合同 説明 会 へ 
0 が 多い で す ! 病院 
選び の 基準 を お さえ て お 
きま し ょ う 早い 先輩 は 合同 説明 会 に 参加 し て いま す ! 
1P.42 へ GO 「 2 1P.43^GO 2 


9⑥ ぐ NT 恨 NTS き 
先輩 の 就活 スケ ジュ ー ル 
先輩 た ち は こ と う や っ て 病院 を 選ん だ ! 


合同 説明 会 っ て 、 行 っ た ほう が いい の ? 
7 病院 説明 会 ・ イ ンタ ー ン シッ プ で の 

質問 リス ト & 見 る べき ポイ ント は これ だ ! 
面接 の 3 大 質問 を 攻略 し よう ! 


採用 の と き に 成績 を 参 
考 に する 病院 も ある の | | 早い 先輩 は 合同 説明 会 


に 参加 し て いま す ! 


を キー プ し まし ょ う 
ゞ ふ > < 


小論文 対策 は し た ほう が いい ? 


40 


う 迷 わな い 利紀 : 


に ドコ 「 い つ 何 を や っ た らい い の ?」 
「 み ん な どう や っ て 病院 を 決め て いる の ?」 
に 3 避 「 画 接 対策 どう し よう …」 な ど 、 

己 呈 就活 に 迷い や 不安 は 尽き な いと 思い ます 。 
この 特集 で は 、 そ ん な 迷い や 不安 を 解消 で きる よう に 、 
た くさ ん の 先輩 の 声 を まとめ まし た ! 
自分 の 就活 の 進行 度合 い に よっ て 、 

O 気 に な る ペー ジ か ら 読 み 始 め て くだ さい 。 


2019 年 度 プチ ナー ス 特派 員 ・ モ ニタ ー( 交 間 209 年 中 5B) 


| Rs 2 


第 1 志 以 外 の 病院 も 見 て お 人 気 の 病 了 は 年々 競争 率 が 上 が っ ] 
いた ほう が いい で す 。 も し ダ て き て お り 、 予 定 よ り も 早く 募 集 


メ だ っ た と き 次 困り ます -…… が 終わ っ て し まう こと も あり ます | 


秋 や 人 冬 の 採用 も ま 


夏休み を 利用 し て 病院 | | 最後 の チャ ンス ! いよ いよ 採用 試験 ! だ の り ま 5 人 
説明 会 や イン ター ン シ | | 春休み を 利用 し て 病院 説明 会 や 2 Lo に 


ッ プ に 参加 し よう ! 就 洛 し まし ょ う ! 


P.44 へ GO ! 


イン ター ンシップ に 参加 し よう ! 


地域 に よっ て も 異な り ま す が 、8 月 ご ろ ま で に 
内 定 を 得 て 就活 を 終え る 先輩 が 多い よう で す 


座 
業 
& 
就 
職 


就活 は 後に な れ ば な る ほど 精 
神 的 に も きつ く な る と 思う の 
で 、 で きる だ け 早 く ス ター ト 


大 学 病院 な ど は 4 月 か ら 面接 
が 始ま っ て し まい 、 す ぐに 定 
員 オ ー バ ー に な り 締 め 切 っ て 
し まう の で 早め 早め に 行動 し 


する こと で 気持 ち に も 余裕 が 5 
で き て くる と 思い ます アコ た ほう が いい と 思い ます ! 


Hiusranon : keke = プ テ ナ ー ス Vol29 No3 March2020 41 


ーー つま ee: 


夫 5 び の 涯 6etG を 中 に 、 


参 参考 に な る 病院 選び の 基準 を 紹介 は ! 


区 育 制度 
、 委 囲 気 ・ 研修 体制 の 充実 AA 
- 人 間 関 係 3 行き た い 科 
- が ある か どう か 


7。 教育 制度 ・ 研 修 体制 の 充実 


堂々 の 1 位 と な り ま し た ! 将来 の こと を 考え 、 新 人 教育 を 大 切 と 考え る 人 が 多い よう で す 。 
認定 看護 師 や 専門 看護 師 の 資格 を 取る た め 、 長 く 働き 続け る た め 、 教 育 制 度 や 研修 体制 が 充実 し て いる 病院 だ と 安心 感 が 得 ら れ ま す 。 


新人 研修 が し っ か り し て いる と 安心 に し て の 基礎 私 が 選ん だ 病院 で は 、 わ か ら な い 
で きま す 。 ま た 、 将 来 的 に 専門 看 培う 新人 の 期間 は 、 と き に て いね い に 説 明 し て も ら え 
謀 師 や 認定 看護 師 を めざし た い の re る こと や 、 月 1 回 は 必ず 新人 研修 
で 、 病 院 を 選ぶ 際 に 資格 取得 支援 その 後に 影響 する と が ある こと で 、1 年 目 で も 安心 し 
が ある か どう か 確認 し まし た 考え まし た 


て 学べ る と 思い まし た 


「 長 く 働 く た め に は 人 間 関 係 が 重要 」 と いう 意見 が 多く 寄せ られ まし た 。 雰囲気 や 人 間 関 係 は 説明 会 や イン ター ンシップ で よく 見 まし ょ う ! 


悪口 の 多い 職場 だ と それ だ け 初め て 働く 病院 な の で 、 居 心地 が い 加 者 に 寄り 添う 看護 
で 精神 的 に 疲れ る と 思っ た の いと 思え る こと を 重視 し まし た 。 ビ ピ が で きる よう 、 チ ー 
で 、 先 輩 と 後生 の 伸 が いい 究 『 


リ ビ リ し すぎ な いな か に も 、 し っ か | SC" ム 医 療 の 子 を 見 て 
囲 気 が 大 切 だ と 思い まし た アパ り 緊張 感 が ある と ころ を 選び まし た 
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も う 迷 わな い 就 職 活動 


行き た い 科 が 決ま っ て いる 人 は 最初 に チェ ッ ク す べき 項目 と な り ま す 。 
先輩 た ちの アン ケー ト で は 小児 科 や 産婦 人 科 、 三 次 救急 対応 の 病院 を めざす 人 が て の 項目 を 挙げ て いま し た 。 


自分 の 行き た い 科 に 力 を 
いれ て いる と ころ を 選び 
まし た 


在宅 看護 が や り た か っ た の で 、 
訪問 看護 ステ ーション が ある か 
どう か で 病院 を 選び まし た 


Cs 


小児 科 で 働き た か っ た の で 、 
こども 病院 で ある こと を 第 一 
条件 に し まし た 


家 か ら 車 で 30 分 と 、 大 初め て の 社会 人 生活 に あたり 、 


実家 か ら 遠 く な る と 、 将 来 親 


学 通学 時 間 と ほぼ 変わ ら 何 か あ っ た と き に すぐ に 実家 に の 介護 が で き な い 可能 性 が あ 
ず と て も 通勤 が 楽 だ と 思 帰れ る と 安心 な の で 、 地 元 で 就 る た め 、 ア クセ ス し や すい と 
いま し た 職 し よう と 思い まし た ころ を 選び まし た 
生 万 品 の 玩 護 | eye の aw | 人 の oe 
( 褒 、 住 宅 手当 、 食 堂 、 特 別 休暇 、 健 康 診断 な ど ) 5 総 貸 殺 ピ E 現 の 股 傍 の 宛 尋 
「 福 利 厚 生 が 充実 し て いる と 、 ス タッ フ の 働き か た も も 「 同 じ よ うな 環境 で 働く の で あ 「 新 し い 病 院 で 、 よ り 高 度 な レ 
よく な る 」、「 将 来 育 児 を し な が ら も 働き た いと いう 希 れ ば 、 も ら え る 給与 は 多い ほう ベル の 高い 看護 を 提供 し た い 」 
望 が あっ た た め 、 託 児 所 が あり 、 休 暇 が し っ か り 取 れ が うれ し い 」 と いう 先輩 の 声 が と いう 先輩 の 声 が あり まし た 。 


る と ころ を 選ん だ 」 と いう 先輩 の 声 が あり まし た 。 あり まし た 。 


その 他 、 < 保健 師 や 用 師 の 資格 を 取る た め の 休 識 支 援 が ある 
病院 選び で 重視 し た こと 大 学院 に 進学 で きる 大 学 病 院 で ある 
Ke4⑨ ぐ 上り: 訳 | 


合同 説 育代 る で 。 香る 妨 記 9 が (NO の る 


右 図 の よう に 、 先 輩 た ちの アン ケー ト で は 、 就 活 を し た 90% 以 上 の 人 
が 合同 説明 会 に 参加 し た と 回 答 し て いま す 。 ま た 、 ほ と ん どの 人 が 「 行 っ 
て よかっ た 」 と 思っ て いる こと も わか り ま し た 。 

自分 の 行き た い 病 院 と 比較 し て 視野 が 広がっ た り 、 資 料 だ すけ で は わか ら 
な い 病 院 の 雰囲気 を 感じ た り 、 就 活 へ の 意識 が 高まっ た り と 、 い ろ い ろ な 
ヒン ト が 得 ら れる よう で す 。 ぜひ 、 早 め の 時 期 に 参加 し て み ま し ょ う ! 


気軽 に さま ざま な 病院 の ブ の 早く か ら 款 活 し て いる 人 が こん な 
ー ス に 入れ る た め 、 1 回 の 参 議 >>< 井 。 に いる ん だ と 刺激 に な り ま し た 


加 で 比較 検討 し や すか っ た 
で す 。 興味 ある 病院 を 絞る 
こと も で きま し た 。 時 間 と 
交通 費 の 節 約 に も な り ま す 。< 


Re 


資料 の 情報 か ら で は わか ら な い 、 ] 
病院 の スタ ッ フ の 方 の 対応 で 病院 
の イメ ー ジ が 変わ り ま し た 


き ワー クラ イフ バラ ンス を 保てる 勤務 体制 で ある 
き 急性 期 、 慢 性 期 、 在 宅 と 幅広 く 学べ る 病院 で ある 


行っ た 
(あま り 役 に 
立た な か っ た ) 
行っ た 
(行っ て よかっ た ) 


1 年 生 の 7 月 に 初め て 合同 説 
明 会 に 参加 し まし た 。 か な 
り 早 め の 参 加 で 、 い ろ ん な 


気 に な る 病院 の プー ス 
へ 何 度 も 話 を 聞き に 行 
く こ と が で きま し た 。 


病院 の 教育 体制 な ど を 知る また 、 そ の 場 で 友だち 
こと が で き 、 病 院 選び の 判 と 意見 を 共有 し た の も 
断 材料 を 多く 得 ら れ ま し た よかっ た で す る 
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病院 説明 会 : イ ンタ ー ン シッ プ で の 
換 問 り 以 as 見 る ぺき 層 イ ント は これ だ !/ 


説明 会 や イン ター ンシップ で は 、「 こ の 質問 し て お け ば よかっ た ……』」「 こ こと を 見 て お け ば よかっ た ……」 と 
後悔 し が ち で す 。 そ うな ら な いよ う 、 し て お く と よい 質問 や 見 る べき ポイ ント を チェ ッ ク し まし ょ う ! 


就活 を し た 80% 以 上 の 先輩 が 病院 開催 
の 説明 会 に 参加 し ( 右 図 )、 み ん な 「 行 っ て 
よかっ た 」 と 回 答 し て いま し た 。 

下記 の 先輩 の アド バイ ス を 参考 に 自分 が 
聞き た い 質 問 を 用 意 し 、 見 る べき ポイ ント 
も お さえ て お きま し ょ う ! 


せっ か く な の で 病院 の パン フレ ッ ト に 載っ て いな いよ うな と と を くわ し く 聞 きま し ょ う ! 
この リス ト を 参考 に 自分 の 聞 ぼ た いこ と を 考え て みて くだ さい 。 


し て お くべ き 貸 問 リ スト 


尺 病院 の 強み 勤務 体制 や 新人 研修 、 職 場 環境 や 働い て よかっ た ] 以 試 験 対策 は 何 を する と よい か 
<] その 病院 独特 の 科 の 特性 と ころ な ど は 、1 年 目 の 春 護 師 さ ん に 関 く と 聞き 罰 採 用 試験 の 方 法 
団 働 いて よかっ た と ころ や すく 、 働 く 自 分 の イメ ー ジ が し や すい で す プ に 較 求め る 人 材 ・ 看 護 師 像 

動 務 体制 ・ 給 与 福 利 厚生 


勤務 体制 は 何 か (G 交 代 制 、2 交 代 制 な ど ) 


回 回 


残業 時 間 や 新人 の 頃 は 情報 収集 の た め に どの 
て くらい 前 に 出動 し て いた か を 聞く こと で 、 入 


図 育児 ・ 介 護 休業 か ら の 復職 率 


< 


生 な ど 、 実際 に 働く 理 潮 の 株 GSX 人 和 らし も すべ き な の か 、 も れ と も 散 職 率 
残業 代 は どれ くら いか CKX う 会 か ら 通え る の か を 判断 する 指標 に し まし た 較 ど う や っ て 配属 が 決ま る の か 


| く わし い 福 利 厚生 面 以 配属 希望 は 通る か 
罰 人 間 関 係 
教育 体制 ・ 支 援 制度 資格 支援 は 病院 に よっ て 違う た 


以 資格 支援 め 、 ど ん な こと を 将来 し た い の か 
EE を 見 握 え た 質問 が で きる と 、 長 く 

過大 学院 人 学べ の 支援 働く こと が で きる と 思い まし た 

以 新 人 研修 は 何 を や る の か 

以 研 修 は 勤務 時 間 内 で 行わ れる か 手当 が つく の か 

以 1 年 目 看護 師 の 課題 の 量 ・ 頻 度 

教育 体制 


説明 会 で は 話 を 聞い て 質問 を し て 終わ り と いう イメ ー ジ が あり ます が 、 そ れ だ け で は も っ た 


見 る べき ポイ ント いな い ! 見 学 の 機会 か あれ ば 積極 的 に 参加 し 、 看 護 師 さ ん どう し が 話す 様子 や 患者 さん へ 
の 接し か た も 見 て み ま し ょ う 。 自 分 が 働く イメ ー ジ を も つこ と が で きま す 。 
以 ナ ー ス ステ ーション の 様子 看護 師 さ ん の 加 者 へ の か か わり か た や 態度 較 病 院 の 寮 の 様子 


く 


看護 師 さ ん どう し の 会 話 や 雰囲気 較 病 院内 の 設備 ・ 環 境 
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"イン ター ンシップ に は 
行き まし た か ? 


就活 を し た 90% 以 上 の 先輩 が イン ター ン シ 
ッ プ に 参加 し ( 右 図 )、 み ん な 「 行 っ て よかっ た 」 
と 回 答 し て いま す 。「 イ ンタ ー ン シッ プ に 行く 
まで は 自分 の 偏見 や 資料 上 の 情報 で 判断 し て い 
た 」 と いう 声 も 聞か れ ま し た 。 よ り リ アル な 情 
報 を 得る た め 、 ぜ ひ 参 加 し て み ま し ょ う ! 


イン ター ンシップ っ て 、 そもそも 何 す る の ? 


先輩 た ち に 聞く と 、 イ ンタ ー ン シッ プ で は 

\ 病院 の 概要 説明 W 看護 師 さ ん に つい て 回 る シャ ドー イン グ 病棟 ・ 寮 な どの 施設 見 学 

W 清 拭 、 陰 部 洗浄 な どの ケア 座談 会 や 質疑 応答 

を 行う こと が 多い よう で す 。 そ の 他 に も 、 先 輩 看護 師 さ ん と の 昼食 、 オ ペ 室 ナー ス 体 験 や 外来 の 患者 さん と の 面談 の 見 学 、 
イン ター ンシップ 参加 者 た ち で 意見 交換 会 、 看 護 部 長 と の 面談 を 行っ た と いう 先輩 も いま し た 。 


、 病院 説明 会 と 重なる 質問 も あり ます が 、 現場 に いる 看護 師 さ ん に 現場 で 聞く と と が で きる た め 、 
も? 3E 
し て お くべ き 質 問 リス ト リア ル な 情報 を 得 ら れ ま す 。 こ の リス ト を 参考 に 自分 の 聞き た いこ と を 考え て みて くだ さい ! 


な ぜ こ の 病院 を 選ん だ の か 二 の ゃ | 。 
d 病 棟 の ルー ル 「 新 人 が 行っ て いる 何 
新人 (1 年 目 ) が 行っ て いる と と 。 こと 」 を 聞く こと で 、 ae 
凶 働 いて いて 大 変 な こと 実際 に 働い た と き の 人 " ーーーーーー 
ご 租 っ つい と と イメ ー ジ を 膨らませ 
ら る こと が で きま し た 
働い て よかっ た と ころ き 革 7 
職場 で の それ ぞ れ の 立場 の 関係 性 
小論文 の 設問 に つい て 聞い た と ころ 、 毎 
動 務 体 制 ・ 給 与 ・ 福 利 厚生 年 同じ だ と 教え て も ら うこ と が で き 、 実 
に 教え て も ら に 
罰 給 与 説明 会 だ け で は な く 、 現 場 の 看護 師 Pk 知 2 
残 業 の 有無 さん に 話 を 聞く こと で 実際 どう な の 団 内 定 通知 後 6 
6 か を 知る こと が で きま し た 。 と くに SL 
久利 厚生 お 給料 の 話 は し に くい で す が 、 そ う は っ み の 電 衝 が で る が 
いう し に くい 話 が で きそう な 邊 因 気 em 
育 体制 ・ 度 さ に R で の 
育 か 見 られ た た め 聞い て よかっ た で す PSP 
新人 研修 の 内 容 国 試 の 勉強 方 法 謀 師 さん に 、 仕 事 と 子育て 
尺 ど の よう に 新人 に 教育 し て いる の か 団 仕 事 と 子育て の 両立 に つい て の 両立 が 難し い の か 、 何 か 
教育 体制 罰 人 間 関 係 支援 が ある の か 聞き まし た 


団 1 年 目 に 苦労 し た こと 


25999223 現場 を 間近 で 長い 時 間 見 られ る 貴重 な 機会 で す 。 イン ターン シッ プ の 業務 を 一 生 馬 命 や リ つつ 、 
見 る べき ポイ ント 客人 的 に 病院 の 秀 囲 気 や 隊員 の 方 の 様子 を 見 て み ま し ょ う ! 


病棟 の 雰囲気 

ん ご 
mW さん と の かかわ りか 
や 声 か け た の で ここ を いち ば ん 重視 し まし た 
層 病 院 の 設備 


く 


イン ター ンシップ が 土 だ と 、 平 の バタ バ | 
タ し た 状況 の 日 常 の 更 較 気 が つか み づ ら い の 
で 、 で きれ 平日 の 参加 を お すす めし ます 


民 
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それ ぞ れ の 質問 を 答え る ポイ ント と と も に 解説 し ます ! 


1 志望 動機 ・ 看 護 師 を めざし た 理由 


肝 の 9 夫人 問 を 。 
攻略 し よう ! 


面接 で 聞か れる こと は 多岐 に わた る よう で す が 、 よ く 間 われ る 3 大 質問 を お さえ て お け ば 大 丈夫 で す 。 
だ いた い の 質問 は 3 大 質問 を 応用 し て 答え られ る くら い 、 し っ か り 考 えて お きま し ょ う 。 


1N 


実習 で 
大 変 だ っ た ・ 
ED 人 象 に 残っ た こと 


先輩 よら の アド バイ ス で 最も 多かっ た の が 、「 具 体 的 な た エピ ソー ド 」 を 
⑩ 具体 的 な エピ ソー ド を 入れ る 入れ る こと 。「 事 故に 遭遇 し 心肺 均 生 を し て いる 看護 師 さん を 見 て 憧れ 


- た 」、「 家 族 が 病気 に た り 、 病 気 の 人 を 助け た いと いう 気持 ち が 強 く な っ 
の 自分 が 病院 に 合っ て いる こと を 伝え る た 」 な ど 、 自 分 の 経験 を 具体 的 に 織り 交ぜ て み ま し ょ う ! 
Ps ] また 、 病 院 の 志望 動機 と 看護 師 を めざし た 理由 を 絡め て 、 そ の 病院 が 


@ 素直 に 答え る 


自分 が この 病院 に 就職 し た い 
理由 を 素直 に 述べ まし た 。 イ 
ンタ ー ン シッ プ で 感じ た こと や 
看護 部 の 理念 が 自分 の めざす 
看護 師 像 と 一 致し て いる こと 、 

ここ で 春 護 師 と し て 成長 し た い 
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こと な ど を 伝え まし た 


「 中 学生 の と き に 母 が めまい の 病気 に た り 、 何 も で き な い 自分 に 無 
力 さ を 感じ まし た 。 そ れ か ら 病 院 で 苦し む 人 を 動け た いと いう 気持 
ち が 強 く な り 、 看 護 師 を めざす よう に な り ま し た 」 と 虹 体 的 な エビ 
ソー ド を 入れ て 答え まし た 


が で きる と 思い ます 


自分 に 合っ て いる こと を 伝え る の も ポイ ント で す 。 


さま ざま な 病院 の イ | 
ンタ ー ン に 行っ て そ 
れ ぞ れ の 特徴 や 機能 
を 知っ て お く こ と で 、 
その 病院 な ら で は の 
志 包 動 機 を 話す こと 


2 な 220 才 活 和 


| 


自己 PR は 看護 師 に な っ た と き に 生か せる も の に し まし ょ 
の 病院 に どの よう に 貢献 で きる の か 考え て お く う ! 思い つか な い 場 合 は 家族 や 友だち に 聞い て みる の も 


1 つの 方 法 で す 。「 友 人 か ら 言 われ る 長所 ・ 短 所 」、「 自 分 の 
の 家族 や 友だち に 自分 の 長所 や 短所 を 閉 い て みる と と を まわ り は どう 思っ て いる の か 」 な ど を 面接 で 聞か れる 

場合 も あり ます 。 こ こ で も 「 具 体 的 な エピ ソー ド 」 を 入れ 、 
⑨ 具体 的 な エピ ソード を 入れ る 自己 PR 説得 カカ を も た せま し ょ う 。 


自分 の こと を 客観 的 に と ら え られ る よう に 、 ま わり 
の 人 と お 互い の 強み と 翌 み を 話し 合い まし た 。 他 者 
の 意見 を も と に どう 強み を 活か す の か 、 到 み を 改 療 
する の か 意見 を まとめ る と いい で す よ 


し た エビ ソー ド と 具体 的 な 対処 法 を 入れ まし 
た 。 対処 法 は 難し いこ と で な く て も 実際 に や 


つて いる こと を 伝え る の が いい と 思い ます | | 
( 


短所 に つい て 話す と き に 、 自 分 が 短所 を 認識 | 


に : だ っ た ・EH 象 に 残っ た こと 


実習 は 複数 回 ある の で 記憶 が 混ざら な い 


手短 に 話せ る よう 、 あ ら か じ め 実習 の エピ ソー ド を まとめ て お く 6Gs 5 が 0 呈 本 8 
・ う 。 成 功 談 で も 失敗 談 で も 、 看 護 師 に な っ 


@ 看 護 師 に な っ た と き に 実習 の 経験 を どう 生か すか 、 た と き に その 病院 で どう 生か せる か が 重要 
関連 づけ て 話す に な り ま す 。 実習 で の 経験 と 自分 の 将来 の 
和 aa eaE 語 が コ で お 天 叶 Lu 


手 生 に 、 思っ て いる こと が 的 確 に 伝わる | 
よう に 、 ま た 順 を 追っ て 話せ る よう に 、 
SW の 


「 今 まで 立て た 春 護 問題 と そそ の 内 容 は 何 か 。 
そこ か ら ど ん な 計画 に な っ た の か 」 ま で 聞 
か れ ま し た 。「 脳 梗塞 の 悪 者 さん を 受け 持 区 
ち 、 そ の 方 の 看護 問題 と し て 転倒 転落 の リ % 


スク を 挙げ 、 そ の 方 の ADL や 麻痺 の レベ ・ 
ル は ……」 と 具体 的 に 話し まし た | ア 


面接 は 会 話 の よう な コミ ュ ニ ケー ショ ン で 
す ! 答え に 詰まっ た と き は 球 っ て し まう 
の で は な く 、「 少 し 考え る 時 間 を いた だ い 
て よろ し いで すか 」 と 聞い た り 、 質 問 を 復 
喝 し た り し て 大 丈夫 だ と 思い ます 


面接 練習 は 一 字 一 句 覚え る よう 
な 練習 で は な く 、 自 分 の 言葉 で 
何 を 伝え た いか を 覚え て いた ほ 
う が 本 番 で 野 張 し て いて も 話せ 


る と 思い ます ! 
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6⑨ ぐ LU 同人 


SsBXXdp 未 41 は 4] は 7 


右 図 の よう に 、6096 以 上 の 先輩 が 就職 試験 で 小論文 が 「 あ っ た 」 と し 


て いま す 。 


昨年 は 以下 の よう な テー マ で 小論文 の 出題 が あっ た そう で す ( 各 600 
て 800 字 ) 。 患者 さん を テー マ に し た も の か ら 1 つ 、 看護 観 や 倫理 を テー 
マ に し た も の か ら 1 つ 、 社 会 的 テー マ の も の か ら 1 つ な ど 、 い くつ か ビ 
ッ ク ア ッ プ し て 書く 練習 を し て みて くだ さい 。 書い た あと は 学校 の 先生 
や キャ リア 支援 セン ター の 方 に 添削 し て も らい まし ょ う ! 


: 就職 験 で 小論文 は あり まし た か ? 


ジー マ @② 例 

( 、 玩 者 さん を テー マ に し た も の ) 看護 観 や 倫理 を テー マ に し た も の 
<] 今 まで 出会っ た 加 者 さん と の エピ ソー ド の な か で 印象 に < 看護 師 像 と 看護 観 に つい て 

残っ て いる こと に ] あ な た の 看護 観 
に ] 心 に 残っ て いる 愚者 さん と の 場面 看護 師 と し て 病院 に 何 が で きる の か 
< 患者 さん の 立場 か ら 考 えた こと | (公立 病院 の 試験 ) 公務 員 の 看護 師 と し て 
どん な 困難 に 直面 し て 、 ど う 乗り 越え た か で きる こと 
患者 さん と の 信頼 関係 構築 に 必要 な も の 倫理 問題 に つい て 

じ 病院 の 倫理 面 に つい て 


ッッ ケア リン グ に 基づい て 行う 看護 で の 対象 へ の 効果 


社会 的 テー マ の も の 


働き 方 改革 に お ける 看護 師 の ワー クラ イフ バラ 

ンス に つい て 

病院 の を か の チー ム 医 療 に つい て 、 看 護 師 は ど 

の よう に か か わる べき か 

病院 か ら 在 宅 へ つなげ る 際 の 看護 師 の 役割 に つ 
いて 

受動 喫煙 を 防ぐ 方 法 


ト | 


く | 


起承転結 で 、「 承 転 結 」 の 部 分 ほど の 1 イン ター ンシップ で テ 先輩 の 試験 報告 書 を 1 


よう な 内 容 が き て も 使え る よう に 先 ー マ を 教え て も ら っ て 見 て 、 過 去 の テー マ 

生 と 事前 に 考え て お きま し た 。「 起 」 いた た め 、 そ の 内 容 に を 一 度 書い て 大 学 の / 

の 部 分 も ある 程度 テン プレ ー ト は 考 E め 。 つい て ひたすら 小論文 キャ リア 支援 セン タ 5 

えて お きま し た 。 そ れ を 元 に さま ざ Su - を 書き 、 先 生 に 添削 し ー の 方 に 添削 し て も 

まな 題 で 練習 し まし た | て も ら っ て いま し た らい まし た 
Ru 4 
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グ 看護 学生 の 「 ち ょ っ と 言い た いこ と 」 や 「 あ る ある 」 を 
みん な で た の し く シ ェ ア し よう ! 


今 だ か ら 実 っ て 話せ る 失敗 


窟 避 か 妹 部 < ぶ 
実習 先 で カバ ン を 開け た ら 、 家 を 
出る 前 に 確認 し た は ず だ っ た ナー 
ス 服 の 上 着 が 入っ て いな か っ 
た の に 、 ズボン は 2 本 入っ て 
いま し た 。 * ち は る 、3 年 生 


eSIEe62 の 627②( に ZD(B05Se つ SSU) 
量 導 ナ ー ス さん の こと を 「 あ の さ ! お ば 


びっ | 
くり し て 倒れ る か と 思い まし た 


パ 有 る マ 脆 で 会 加 社 回? 

実習 先 の 病院 へ 向かっ て いる 途中 で 、 ロ ッ カ ー の 鍵 を 
忘れ た こと に 気づき まし た 。 つ き 合 っ て いる 彼 に 連絡 
し て みる と 寝起き だ っ た の で す が 、 パ ジャ マ 姿 の まま 
私 の 家 に 鍵 を 取り に 行っ て 電車 に 乗り 、 駅 か ら 病 院 
まで 走っ て 届け て くれ まし た 。 + あ や か 、3 年 生 


し ーー ニッ pefiinurse@shorinsha.co.jp 
(PC- ス マ ホ -・ 携 帯 か ら 0K) 


か れ て いた の で は な く 、 患 者 
ん へ の 質問 で し た | 


に 3 


何 る 得 療 補 実習 ヘ ノ 


実習 の と き 、 持 ち も の を すべ て 学校 に 置い た ま 


ま 、 忘 れ て し まい まし た ! 時 間 が あっ た の で 
学校 まで 取り に 帰り まし た が 、 自 分 は 何 を し に 行 
っ た ん だ ろう -…… と 思い まし た 。 まこ っ こ 、2 年 生 


e-mail の 場合 は 、 住 所 と 名 前 を お 忘れ な く ! 
採用 者 に は 「 プ チ ナ ー ス オリ ジ ナ ル 3 色 ボー ル ペ ベン 」 を 、 ま た 2019 年 度 内 に 
3 回 採用 され た 方 に は 「 プ チ ナ ー ス オリ ジ ナ ル ベ ペン ケー ス 」 を プレ ゼン ト ! 
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ーー る 一 | = 
な る ? ッ /。 や 、 三 
二 り 下げ る 特 汐 具 の 人 


人 


今月 の 


拓 是 


お 昼 は ポッ ト タ イ ブ の お 弁当 箱 に ポ 
ト フ や シチュ ー な ど 温 か いも の を 入 
れる よう に し て いま し た ! 日 々 の 
カン レン ス に 枝 張 する こと も あ 


藤野 雲 弓 さん 
佐賀 大 学 医学 部 看護 学科 3 年 生 


朝 が 早かっ た た め 、 朝 食 は 軽く 食べ られ る 
も の を 持っ て 病院 の 控え 室 に 着い て か ら 食 
べ て いま し た 。 お 昼 は た くさ ん 食べ る と 恨 白米 だ け だ と 糖 質 し か な い 
く な る の で 、 あ まり 量 は 食べ ず 、 匠 下記 の で 、 ご 飯 を 炊く と き に 圏 


2 夜 は 食べ た いも の を 食べ る よう に し て スト ーーー ィ っ 
つ バ ます 区 け た と 


レス の な い 食 生活 に し て いま し た 。 ま た 、 
風邪 を 引か な いよ う 、 野 菜 や フル ー ツ な ど 
を 多く 摂取 する よう に し て いま し た 。 


三井 号 奈 さん 
新潟 医療 福祉 大 学 
看護 学部 看護 学科 2 年 生 
jlustration - Yuu Suglura 
ポポ シル 眼科 の 患者 さん を 受け 持っ た と き に 、ADL は 自立 し て 
2 の 回 お り 学 生 が で きる こと は な い の で は ? と 悩ん で いま し 
4 3 Ps た 。 あ る 日 、 ク リ ニ カ ル バ ス で は 売店 に 行け る こと に な っ 
れ わた い が て いた の で す が 患 者 さん に 尋ね る と 「 眼 帯 で 視野 が 狭い か 
/ ら 1 人 で 行く の は 怖い 」 と 言っ て お り 、 歩行 介助 の 演習 を 
/ * 殺 コ ・ スコ 
夫 習 て うれ いか っ た 思い 出し て いっ し ょ に 売店 へ 行き まし た 。「 入 院 か らし ば 
了 らく 迷 め な か っ た ドリ ッ プ コー ヒー が 飲め て うれ し い 」 と 
SE を 笑っ て いる 由 者 さん を 見 て 、 売 店 に 行く だ け で も 入院 する 
昌和 』 財 き ん は あり が た いも の の の だ な た 大 日 常 を 守る 
0 きど を 価 り ます こと も 看護 な の か な と 思い まし た 。 
< 水 紛 百合 子 さ ん 札幌 市 立 大 学 看 護 学 部 看護 学科 2 年 生 
K _/ の 内 
いい / 
アァ 誠一 の se 


50 フ テ ナ ー ス Volz29 No3 March 2020 


上 村 久 子 


株 式 会 社 メ ディ フロ ー ラ 
代表 取締 役 

組織 力 アッ プ ト レ ー ナ ー 
者 護 師 ・ 保 健 師 ・ 心 理 相 談 員 


lustration : Ayaka Sumida 


誰 も が 自分 な り に よい と 思っ た や りか た で 患者 さん と 接し て いま 
すね 。 そ の な か で 先生 や 実習 先 の 看護 師 か ら 「 誤 解 さ れる 交 度 で あ 
る 」 と の 指摘 は と て も 悲し いで すし 、 納 得 し に くい も の で す 。 「 本 当 


ナー ス に "誤解 され る 態度 」 と 言わ れ た けれ ど 、 


誰 し も 自分 が 一 
言わ れる より も 、 自 分 で 気がつく こと が で きる 工夫 を 。 


ピン と こない … 


番 見 えな い ! 他 者 か ら 


も ピン と 来 な か っ た ら 、 あ な た が 信頼 する 先生 や 友人 と いっ し ょ に 
動画 を 見 て み ま し ょ う 。 実際 に 米国 の 医療 者 教育 機関 で は 、 自 分 た 
ちの 言動 を 動画 で 振り 返る こと を 大 切 に し て いる そう で す ! 


の と ころ は どう だ ろう ?」 と 思っ た ら ! 客観 的 に 自分 を 振り 返る 
工夫 を お すす めし ます ! 一 番 の お すす め は 動画 を 撮る こと 。 自 分 
の 言動 を いち か ら す べ て 覚え る こと は 困難 で すか ら 、 事 実 を 客観 的 
に 見 て 評価 が で きる 動画 は 一 番 イ ン パ クト が あり ます よ ! それ で 


。 事 ・… 
夫 括 。 即 ノー ト 


ロク ケア に つなが る 者 え か に する 


7 他 の メン バー は 加 者 さん ど に 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 
と れ て る ん だ な ぁ … 


例え ば … 

・ 自 宅 で 階段 使う こと が ある か 
計時 62 の 

趣味 や 符 枝 を 知ら な く て も ・ 食 束 は 甘い も 


(また は 味 の 潮 い も の ) が 季 きか 
食事 指導 の パン フレ ッ ト に 
入れ て みる 


個別 性 の ある 看護 は で きる よ ! 


トー イン し ノ 大 まぜ ょ / 只 マ 


目 は "前 / に つい て お り 、 自 分 の こ 
も 他 者 か ら 指摘 され た く な いも の で す の で 、 成 長 の た め に で きる 工 
動画 な ら 自 分 だ け を 撮る よう に 
する な ど 、 個 人 情報 の 取り 扱い に は 十分 に 注意 し て くだ さい ね 。 


夫 を 考え て み ま し ょ う ! 


た だ し 、 


直 謀 師 の が げ さ ん 


邊 主 記 ・ イ ラス トレ ー タ ー。 邊 護 師 ・ 事 講師 の 経験 を 活 
か し 、 視 党 で 印象 に 残る イラ スト と 臨床 に 基づく 使え る 
知識 を SNS で 発信 中 。 腕 内 で 新人 看護 帥 向け の 勉強 会 
も 行っ て いる 。Twitter の フォ ロワ ー は 約 4 万 7 千 人 。 

Twitter&instagram ア カウ ント b@877_727 


皇 者 さん の 趣味 や 
特技 な ど を 聞い た 5 
「 な い 」 と 言わ れ た 


患者 さん の ケア に 個別 性 を 出す た め に 
趣味 や 得意 な こと を 聞い て みた ら 、 答 え 
は 「 特 に な い 」。 会 話 が 続か ず 、「 患 者 さ 
ん と 話し た いこ と も 話せ な いな ん て 看護 
師 に な っ て 大 丈夫 か な 」 と 思っ た こと が 
あり まし た 。 書 者 さん は 、 話 すこ と が 好 
き な 人 も いれ ば 苦手 な 人 も いま す 。 加 者 
さん と の 少し の 会 話 の な か に も ケア の ヒ 
ント が あり ます 。 看護 学生 は 患者 さん へ 
の 治療 を 行う チー ム の 一 員 で す 。 話さ な 
く て も で きる ケア が ある の で 、 心 配 せ ず 
向き 合っ て みて くだ さい 。 


と と 実習 に 関す る お 悩み 募集 中 ! @ 
読者 ハガキ で 送っ て ね 容 \* 
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と が 一 番 見 えて いま せん 。 誰 で 
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す 。 1 
希 棟 の 外 で も 、 看 才 還 の カ は 必要 と きす て を 剛 いて み ま し と 
る 方 々 に - 


まな 電 所 で 添 


ペン ショ ン を 経営 する ナー ス 


\ 答 えて くれ た 方 / 


| 桐 木 智一 さん 桐 木 真由 美 さん ] 


看護 学校 本業 後 、 大 学 病院 に 動 
務 し た の ち に 北海 道 に 移住 。 複 
数 の 病院 と 訪問 看護 ス テー ショ 
ン で の 硬 務 を 経験 し 、 今 に 至り 
ます 。 看 殿 師 の 資格 を 活か し た が 大 変 で す 。 
仕事 を 探す うち に 、 障 害 を も っ 
た 方 は 旅行 し づら いと いう 現実 
を 知り 、 宿 の オー ナー に 行き つき 
まし た (智一 さん )。 


ペン ショ ン の オー ナー に な る に は 


自 施設 で お 客 さ ん に 食事 を 提供 する 場合 、「 食 品 衛生 管理 者 」 と い 
う 責 格 が 必要 で す 。 で す が 、 こ れ は 数 時 間 の 講習 を 受け る こと で 
衣 で も 取得 で きま す 。 な の で 、 資 格 は 大 き な 問 題 と は な り ま せ 
ん 。 し か し 、 職 棄 に は さま ざま な 準備 ・ 手 続き が 必要 で 、 こ ちら 


開業 責 金 も 必要 で すし 、 ペ ンション と し て 使う 物件 も 確保 し な け 
れ ば な り ま せん 。 地 元 の 方 に 紹介 し て いた だ き 、 地 域 の 集会 所 と 
し て 使わ れ て いた 填 物 を バリ アフ リー を 重視 し て リフ ォ ー ム を 行 
い 、 開業 し まし た 。 


ノ う お も な 仕事 内 容 は ? 


掃除 と 調理 が 、 実 際 的 な 仕事 の ほとん ど で す 。 私 た ち が 経 営 
する 「 和 み の 風 」 は 宿泊 施設 で あり 、 病 院 で は あり ませ ん 。 そ の 
た め 、 食 事 介助 や 点滴 な どの 病院 や 介護 施設 で 行う よう な こと 
は 行っ て いま せん 。 

「 で は 、 何 が 特徴 な の ?」 と 思う か も し れ ま せん 。 私 た ちの ペ 
ンション は 、 部 屋 と トイ レ の 位置 関係 や 食事 を 摂る ホー ル へ の 
動 線 、 ベ ッ ド の 高 さ と いっ た こと を 看護 の 視点 か ら 考 えて 配 
置 ・ 設 定 し て いま す 。 ま た 、 宿 泊 中 の お 客 さ ん が 体調 を 崩し て 
し まっ た と き に アド バイ ス で きる こと も 、 看 護 師 が 経営 し て い 
る 宿 な ら で は だ と 思い ます 。 じ っ さい は 無事 に 滞在 で きた と し 
て も "専門 家 " が 近く に いる と いう 安心 感 を 提供 で き て いる の で 
は な いか と 思い ます 。 


ノ う お 仕事 の 楽し いと ころ は ? 


「 身 体 に 不 自由 が ある 」「 子 ども に アレ ルギー が あっ て 、 一 般 
の 宿泊 施設 で は 食事 を 楽し め な い 」 と いっ た 、 さ ま ざ ま な 事情 
を 抱え た お 客 さ ん が 「 和 み の 風 」 に は 訪れ ます 。 旅行 を 楽し み に 


フチ ナー ス 特 派 員 か ら の 買 問 / 


和み の 風 」 の こと を 知っ て 、 


お も に ホー ムペ ー ジ を 
「 介 護 ベ ペッ ド の ある 宿 」 


プチ ナー ス Vol.29 No3 March 2020 


し て 来 て くだ さっ た お 客 さ ん と 、 さ ま ざ ま な 交流 を 通し て ! 補 
て よかっ た 」 と 害 ん で いた だ ける と 、 う れ し く 思い ます 。 


ノブ づ ) と の よう な 人 が 向い て いる と 思い ます か ? 


ペン ショ ン オ ー ナ ー と し て 向い て いる か に つい て は 、 経 営 的 
視点 を も て る か が か か わっ て きま す 。 収 益 が あげ られ な い 施 設 
は 、 ど れ だ け “ よ い お も て な し "を し て いて も 撤退 し な けれ ば な 
り ま せん 。 そ れ だ け 、 宿 を 経営 し 続け る こと は 難し い の で す 。 

た だ 、 看 護 師 の 仕事 が 勤 ま る 人 は みな 、 宿 泊 業 と いう 仕事 は 
で きる と 思い ます 。 接 する 対象 (患者 さん / お 客 さ ん ) が 何 を 望 
ん で いる の か を 、 察 する こと が 得意 だ か ら で す (英語 で 病院 を 
*hospital" と いい ます が 、 こ の 語源 は ラテ ン 語 の 「 も て な す 人 」 
に 由来 し ます 。 同じ 語源 か ら 派 生 し た の が "hotel" で す )。 

私 た ち は 「 和 み の 風 」 の 経営 を 、 身 体 的 な 事情 で 不安 を 抱え て 
いる 人 に も 旅 と いう 非 日 常 的 な 時 間 を 楽し く 過 ご し て いた だ く 
こと に か か われ る 、 と て も 将 力 的 な 仕事 だ と 思っ て いま す 。 


(和み の 風 ) 〒089.0101 he 
アク セス : JR 根室 本 線 十勝 清水 駅 か ら タ クシ ー で 15 分 


Ilustration : Eika 


今月 の 
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lo2| 若い 読者 に 贈る 美しい 生物 学 講義 
感動 する 生命 の は な し 
更 科 功 著 / ダ イヤ モン ド 社 
本 体 1.600 円 + 税 

変化 の 時 代 、[ 生 き 残 り の 秘訣 ] は 生物 か ら 学び た 
い 。「 生 物 と は 何 な の か 」「 科 学 と は どん な も の か ] 
「 生 物 に 共通 する 性 質 、 進 化 、 多 様 性 ]「 実 際 の 生 
物 、 動 物 や 植物 に つい て 」 な ど 、 最 新 の 知見 を 親切 
か つ ユ ー モ ア た っ ぷり に 解説 し て いま す 。 生物 学 に 
興味 の ある 方 に お すす め の 1 冊 で す 。 


プチ ナー ス 特 派 骨 の お すす め 本 | 


必 放 計 還 気分 転換 に びっ た り の 1 冊 


道 を ひら く 


きた 短文 の な か か ら 、 


松下 幸之助 著 /PHP 研 究 所 本 体 870 円 + 税 

本 害 は PHP 研 究 所 の 機関 誌 「PHP」 の 裏表 紙 に 著者 の 松下 幸之助 が 連載 し て 
) な か 121 訪 を 選ん で まとめ た も の で す 。 時 に ふれ 、 折 り 
に ふれ て の 感 懐 を その まま 綴 っ た 一 籠 一 訪 は 、 身 も 心 も ゆ た か な 繁栄 の 社会 
を 実現 し た いと 恋 う 松下 幸之助 の 想い が 詰まっ て いま す 。 


5 の ザー 大 (本 レグ ド ・ 


* PRESENT + 
読者 プレ ゼン ト 


ナー ス の た め の 基 本 楽 


木 幸 純 子 編 上 林 社 本 体 2.400 円 + 税 
医療 現場 で よく 使う 650 薬 を 厳選 


ハン ディ で 見 や すい ~ く すり “の トリ セツ 


医療 現場 で よく 使わ れる 薬 を 650 品 目 に 紋 
り 込 み 、 ナ ー ス が 知っ て お くべ き 知識 を コン バ 
クト に まとめ まし た 。 商品 名 、 一 般 名 、 薬 効 の 
いずれ か か ら 調 べた い 薬 を 探す て と が で き 、 剤 
形 や 用 法 ・ 禁 忌 の ポイ ント は 、 ア イコ ン で わか 
りや すく 示し て いま す 。 薬効 ご と の 注意 点 は 
「 ケ ア の ポイ ント ]」、 医 薬品 独自 の 注意 点 は 「 ナ 


ー ス の た め の 知識 ] と し て 解説 し て いま す 。 

医学 の 進歩 と と も に 医薬 品 に よる 医療 事故 が 
増加 する な か 、 第 一 線 で 患者 さん の ケア を 実践 
する ナー ス が 薬 の 知識 を 身 に つけ る の は と て も 
大 切な こと で す 。 本 書 は 膨大 な 情報 か ら ナ ー ス 
の た め に な る も の を 厳選 し て いる の で 、 看 護 学 
生 の 学習 に も きっ と 役立ち ます 。 


回 ナー ス & ピ ー ス 
病棟 を うま く 転 が る 処世 術 
中 皿 ナ ー ス の つぶ や き 著 、 本 田 明 監修 、 駆 け 抜け る 
お に ぎり イラ スト メデ ィ カ 出版 本 体 1.400 円 + 税 
国家 試験 に 合格 し て よう や く 人 金 の ナー ス に な っ 
た 新人 さん た ち 。 し か し 、 働 き は じ め る と 、 業 務 内 
容 よ り 職場 の 人 間 関 係 に 強い スト レス を 感じ て し ま 
う 方 が 多く いる そう 。 そ ん な 人 間 関係 に 不安 を 抱く 
看護 学生 に も お すす め の 、 病 院内 で の 出世 術 、 先 輩 
スタ ッ フ と の か か わり 合い か た を 学べ る 1 冊 で す 。 


よし こと クマ オ 
キミ の ポケ ッ ト の 中 に は 。 


ウマ カケ バク ミコ 善 / 玄 光 社 
本 体 1.500 円 + 税 


Let| 


本 誌 の 表紙 で も 大 人 気 の ウ マカ ケバ クミ コ さ ん が 
描く 、 初 の スト ー リ ー 絵 本 。 恐 が り の 女の子 ・ よ し 
こと 、 熊 の クマ オ が 、 悲 し そう な 人 、 悩 ん で いる 人 
の ポケ ッ ト に 飛び 込ん で 元気 の 出る も お まじ な い の 言 
葉 「 き っ と 、 ウ マク イク ! 」 を 唱え ます 。 疲れ た 心 に 
そっ と 寄り 添っ て くれ る よう な 1 冊 で す 。 


お すす めし た 特派 員 
堂 下 箇 美 さん 
鹿児島 中 央 看護 専門 学校 
3 年 課程 邊 護 科 ・3 年 生 


+ ここ が お すす め 1 
| の や る 気 が な く な っ た と き に 、 いつ も この 本 


に ある 言葉 に 育 中 を 押し て も ら っ て いま す 。 社会 
人 に な っ て か ら も ずっ と 支え と な る こと 間違い な し 
の 1 冊 で す 。 見 開き 1 ペー ジ の 読み 切り な の で 、 読 
みや すい で す 。 単行 本 サイ ズ は 、 表紙 を 裏返す と 
可愛 い デ ザイ ン に 変身 する と ころ も 多 力 的 で す 」 | 
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次 号 予告 ・ 
ー べべ w プ へ 4 月 号 は 、 ご うか 2 大 フロ グ ク !/ 


ep 呈 呈 ソノ 列 則 フロ ク 特別 フロ グ 
5/ か けさ ん が つく っ た きれ いな ノー ト が つく れる ! 


きま 解剖 生理 
天 半 。 自 地 較 


到 朋 剖 生理 
白地 図 帳 


クノ 昨 三 テ 
当 が 和仁 意 " 味 
こ な る | テー っ 


イラ スト 満載 ! 


e 自 分 に 合う 方 法 は これ ! 実習 記録 の コツ 
ズバッ と 伝わる 報告 の し か た An 
e も う 迷 わな い 時 間 管 理 & 行 動 調整 ーー 
ずり: 四 EELTPT 選 
春 を 迎え 、 い よい よ は じ ま る & 本 格 的 に な る 臨地 実習 慢性 心不全 


看護 学生 が 二 ガ テ と し が ちな 「 実 習 記録 」「 報 告 』「 時 間 管 理 & 行 動 調整 」 と いう 
3 つの テー マ に つい て 、 教 科 書 だ け で は 学べ な い ポ イン ト を 解説 し ます ! 


取り 外せ る 
\ 即 マネ で きる !/ 列 和 
い ら ゃ 
学 ッ フ の 7 
優秀 な 学生 の 勉強 法 に は 、 秘 密 が ある は ず ……。 時 間 の 使い か た 、 事例 で わか る ! 疾患 別 午 護 過 
テス ト 勉 強 や 実習 の 事前 学習 、 国 試 の 勉強 の 方 法 、 プ リン ト 整 理 術 な ど 、 ゴー ドン の 慢性 心不全 
気 に た る と と を ぜん ぶ 教 わっ て きま し た ! も 
LINE 、、 だ ち 人 加 方 法 編集 後記 
ゃ っ て ます | | LINE 一 友だち 一 検索 ユ プ チ ナ ー ス ノ 「 学 校 じ まん 」(P5) で 到 材 し た 学生 の みな さん が 、 高 赤 の 方 を 自然 に 気品 い な が ら テキ バキ 行 
ID 検索 か ら は @petit_nurse で 友だち 追加 し て ね ! 動 し て いる 姿 に 束 動 し まし た ! 私 は あま り 気 が 利 か な い 人 間 な の で 見 習い た いで す 。 ( 田 ) 
キ 18 基 未満 の ユー ザー は ID 検索 が で きま せん 。 2019 年 度 も さま ざま な 場所 で 看護 学生 の みな さん に お 会 いで きま し た 。 あ り が と う ご ざ いま 
ほか の 方 法 で 友だち 追加 し て くだ さい 。 し た ! 来年 度 に 向け て は プチ ナー ス 特派 員 の みな さん が 決定 し た と ころ で ワク ワク し て いま す 
ュ ょ ( 事 井 ) 
ツイ ッ タ ー  @petit_nurse 今年 度 も ご 愛読 いた だ きま 、 あ り が と う ご ざ いま し た 、 書 店 さん や 取材 先 の 図書 短 で 手 に 取っ て 
イン スタ グラ ム @Puchinurse 922 と て も うれ し く 思 いま し た -。 4 月 号 以降 も どう ぞ ざ 期 
ド フェ イス ブッ ク facebook.com/petitnurse と ある ドラ マ に は まり 、 早 く 帰 っ た 日 に 少し ずつ 見 る の が 最近 の 楽し み で す 。 も うす ぐ 卒 業 の 
9 は みな さま も 、 就 工 後 の 日 々 に 楽し み を 見 つけ な が ら が ん ば れ ま す よう に 。 春 まで も う あ と 少し で 
プチ ナー ス Web http://www.petitnurse.shorinsha.coJjp す ! (六田 ) 


小 誌 2020 年 1 月 号 特別 付 直 「 国 試 対策 の プロ が 教え ます 第 109 回 と れ が で る 『 予想 財 題 6 問 | に お きま し て 、 以 下 の 詩 り が あり まし た 。 お 詫び いた し ます と と も に 、 困 正 させ て いた だ きま す 。 
ep22「 尿 失禁 の 稚 類 」 の 表 : 浴 演 性 尿 矢 禁 の 治療 ・ ケ ア か がら 「 拭 コリ ン 藤 を 弄 際 ( ニ 「 前 立 表 蛇 大 生 の 治 逢 」 の み と な る ) 
記事 の 内 容 が 一 部 変更 に な る こと が あり ます が 、 ご 了承 くだ さい 
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『 プ チ ナ ー ス 』2019 年 4 月 号 ( 第 
28 巻 第 4 号 ) 一 2020 年 3 月 号 (第 
29 巻 第 3 号 ) ま で の 掲載 内 容 を 特 
集 、 連 載 ご と に 一 覧 に し て いま す 。 


月 号 タイ トル 著者 真 に 
(Part、2 「 と に か く 時 間 が か | 護 学 生 100 人 に 関 いた ! 電信 ・ 執 委 / | っ 。 
Par1 授業 資料 の 書き 込み の ワザ | 編集 ププ チ ナー ス | 2 か る ! 」 を 解決 する | みん な の 実習 記録 の 時 短 ワ ザ ロー ザン 
編集 部 実習 記録 の 時 短 ワ ザ | 実習 記録 の お 悩み ぜん ぶ 解 決 Q&A | 由香 里 31 
レン 9 月 号 な せ 、 行動 計 画 を 作成 する の ? 39 
Pa2 プリ ント 整理 術 の 3| | 5 較 Par1 実 習 初日 の 生計 画 40 
看護 学生 の 和泊 内 & | | | と 2 
4 月 号 | 竣 ガ イド Instagram 剖 行動 計画 の 立て か た [ar 大和 過程 ・ 看 衣 目 様 の 
(第 28 き Par3 レポ ー ト の 書き か た 1 38 人 46 
アカ ウン ト の 立 素 後 の 行動 計 画 
第 4 号 ) 
みな さん | Part4 行動 調 加 の ポイント 4 
執筆 肺がん の 手指 24 
Part4 グル ー プ ワー ク の 進め か た | (Part3) 江 原 勝 幸 |44 食道 が ん の 手術 26 
(Part4) 和泉 明子 | 胃がん の 手 和 38 
これ で 正 如 そもそも SOAP っ て な ん だ ろう ? 50 実習 で よく 出合 う | 許 が ん の 手術 人 ノ 30 
こと ! | と 
。 | 本 の 記 婁 で みて みょう! 執筆 / 湊 邊 千 登 世 疾患 別 大 用 が ん の 手術 32 
SOARO 講 き が た | で 紀 周 和議 の ”。 | 須 な ん の 手 折 Re la 
555 ポイ ント 前 立 懇 が ん の 手術 36 
0 本 28| | 1o 朋 生 大 層 骨 部 / 転 部 骨 折 の 手打 7 
コラ ム 術 前 に 行う アセ スメント の 
2 粒 テロ 四 に 時 198 
PART3 者 さん ・ カ ル テ か ら の | mAR) 末 | PART 1 日 ご ろ 聞 きた か っ た と と | 編集 
情 幸信 ふだん 聞け な い | ぜん ぶ 衣 ! フチ ナー ス |4。 
の 実習 で 気 に な っ て いる こと 編集 部 
第 108 回 必修 問題 還 本 音 が 知り た い ! | 敵 い て きま し た 協力 ノ 2019 年 度 
5 月 号 | 看護 師 国 試 分 析 ! | 一 和 問題 執筆 / 還 指導 ナー ス に 聞き た な 人 
(28 矯 傾向 と 対策 際 円 いこ と 、 ぜ ん ぶ 聞 い |PART2 在 師 に な る っ て 、 6 
第 5 号 ) 状況 設定 問題 57 て きま し た ! どん な 感じ ? 就職 後 で 不安 な と と 人 。 4 
の FE 聞い て きま し た / 
コツ 1 通学 時 間 を 有効 活用 ! 回 欄 婦 4 さん 
忙し すぎ る コツ 2 友だち と 協力 する 罰 集 プチ ナー ス | 62 | 呼吸 困 区 編集 ・ 執 征 プ | 22 
看護 学生 の た め の | コツ 3 スケ ジュ ー ル 管理 & 編集 部 不明 長 家 知子 25 
拓 間 や りく り の コツ | め に や る 協 カ /2019 年 度 |93 よく 出合 う 症状 別 | 浮 攻 執筆 28 
PE プチ ナー ス 特 折 員 | 看護 計 画 の 立て か た | 朗 和 き 中 和 事 、 |31 
どう する ? 回 較 便 也 古野 條 臣 、 34 
ニテ on 俺 坂 美奈子 |37| 
アセ スメント か ら 。 _ こう すれ ば 知っ て お きた い ! 
ウェ ルネ ス 診 断 ま で | 性 看過 程 の よく ある ギモン 3 よかっ た ん だ ! | 語 知 症 を も つ 事 者 さん の 特 衝 二 坊 ジ 四 
よく わか る 二 筆 だ 古川 別 子 上 ゴ 認知 症 愚者 さん と の | こん な と き 、 ど うし た らい い ? 小池 開 
母性 看護 過程 の 事例 で わか る 休 性 看 還 過程 24 | か か わり か た お 悩み 解決 O&A 
書き か た 衣 拓 X 胃 急 除 和 後 回 
5 乳 褒 メリ ン パ 節 清和 後 22 
パイ タル サ の 1 2 
(第 28 巻 ーー | 人 性 六 醒 守 発 時 ・PC [3] 
第 7 号 ) | 計 ・ コ ピー し て 報告 に 使え る 書式 罰 集 |3 | 全身 性 エリ テマ トー デス X 還 
その まま 貼れ る ! | 加 者 さん の 和 の 書式 プチ ナー ス 編 集 部 | 45 全 衣 の 昌 
ある と 便利 な 協 カ ノ 2019 年 度 | 一] ョ コッ ーー 
実習 メ モ 語 式 | 人 の プチ ナー ス 特 泊 員 125 状況 設定 問題 も | 人 人 和 メ 通 拉 入 時 四 
1 日 の 務 定 ノ 人 怖く な い ! COPDXHOT 導 入 時 執筆 27 
実施 し た こと を 書く 書式 二 国 試 に よく で る | パー キン ソン 訪 X サ ービス 導入 の 検討 | 大 朝 詞 四 
PT 疾患 X 状 況 小児 気管支 息 x 症状 コン トロ ー ル 四 
Pon 村人 を 読ま せる 題 が | 瞳 妊 期 X 玉 体 の 異常 30 
国 諾 に で る に 洒 川 、 産 基 新生 児 の 連 ・ 授 乳 拓 導 還 
の 読み か た 今村 表 、 画 本 神話 悪 X 入 陸 形 態 薬 療法 32 
月 呈 | 人 値 の 読み か た lpan2 ょ く で る 衝 ・ 状 況 9 機 |mmm | | 12 且 これ も 知っ て お こ う ① 疫 未 呈 の 知識 外 
(第 29 巻 仁 の 読み か た ME テ (第 28 巻 これ も 知っ て お こう 
第 8 号 ) 第 14) ヘン な 選択 肢 を 見 きわ め ろ ! 記 
増え て き て いる ペア 実習 の ここ が 難し い ! 41 ー ー 全集 
ペア 実習 の ペア 穴 置 の 基本 的 な 流れ 人 四 ピル チー 
"困っ た "を 解決 ! | ヘ ァ S 本 | 1 入信 部 
ョ ペア 実習 の 困っ た ! 虹 合格 し た 先輩 た ちの 国 試 対策 スケ ジュ ー ル に 
看護 師 の か げ さ ん に |「 根 獄 は ? 」 っ て 、 ど うし て 聞か れ bn ピク 
聞く ! る ん だ ろう 者 筆 ・ イ ラス ト 人 
| で 還 れる | を えま す 」 行う ヶ | が か 画 EE 回 
ケア の 根拠 ア 肖 見 て わか る ー ンー 
(第 28 佑 5 Pointl クリ ニカ ル パ ス の 基本 39 関係 法規 トー に esfoems 細 に 
実習 で の ケア や 関す る 法律 家 誤 対策 
65) こ ー、 る 」 |pont2 具体 例 で みる 癌 覚え に くい & = 回 
看護 過程 に 使え る ! 思 0 32 財 看護 に 関す る 法律 プロ ジェ クト 144 
リー て クリ ニカ ル パ バス の 活用 法 執筆 塩澤 実 香 今年 らら われ る ー お 
実習 前 に 読ん で お きた い 前 | ア こ ろ を で 解説 | 上 の 大 衝 策 に 関 する 法律 | 人 ン 大塚 | 6 
活用 法 クリ ニカ ル バ パス に まつ わる ギモン | | 誠 待 ・ 時 力 に 関す る 法律 7 
プチ ナー ス Vol29 No3 March2020 55 


特集 (つづ き ) 


間隔 EE 回 ( 電 ) 取り 外せ る 前 衝 千 が わか る / 


2 月 号 
(第 29 巻 
第 2 号 ) 


人 の 造機 疾患 別 看護 過程 監修 みよ 子 
疾病 の 成り 立ち と 回 復 の 促進 
健康 支援 と 社会 人 際 制 E 
過去 8 年 の 出題 傾向 ェ > ーー - 
1 下 設 学 ーー テー ぅ 
次 ね ら わ れる | 中 ーー * 
テー マ を 能 選 に 2 4 号 
第 109 回 国 試 老年 看護 学 大 院 真 5 アセ スメント と 根拠 12 
に ea 6 只 新 を 導く 隊 連 je 
ここ だ け 7 看護 診断 リス ト 17 
2 中 二 学 8 大 計画 四 
本吉 1 注目 する 病 期 ・ 発 疲 此 の POINT 画 | 
2 事 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 2 
在宅 看護 論 3 圧 吉 理 解 に 必要 な 解剖 生理 4 
在 蘭 の 統合 と 実 中 月 号 4 有用 に 必要 な 疾 如 の 知識 加 | 
国吉 3 アセ スメント と 根拠 12 
Part1 評価 方 法 ま で マス ター ! トー 
知っ て お け ば 国民 で 必須 の アセ スメント スケ ー ル | を ー 止 
点 に な る ! ビ 7 看護 診断 リス ト 16 
アセ スメント Part2 ポイ ント だ け 丸 暗記 池 末 江 8 看 座 計 画 [is] 
スケ ー ル 国 試 で 問わ れる アセ スメント スケ ー ル 1 注目 する 病 期 の POINT 1 
ae 2 器 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 回 | 
NE u_u 3 疾 悪 理 解 に 必要 な 解 生 理 1 
必修 問題 目 欄 看護 師 国 家 6 月 号 4 看護 に 必要 な 疾患 の 知識 6 
7 目 様 対策 5 アセ スメント と 根 提 3 
まとめ まし た ! 7 プロ ジェ クト 6 看護 診断 を 導く 関連 図 | 
7 看 議 診断 リス ト 17 
編集 8 看護 計画 18 
プチ ナー スズ 1 注目 する 病 期 の POINT 1 
第 108 回 を 受け た 先輩 た ち が 教 えて くれ た ! トー 人 2 器 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 胡 3 
国 試 前 日 ・ 当 日 の リア ル 人 疾 理 解 に 必要 な 解 前 生理 4 
受 隊 生 の 7 月 4 昔 護 に 必要 な 疾患 の 知識 6 
みな さん 5 アセ スメント と 要 抽 1 
Fm 6 有 居 診断 を 導く 関連 図 js 
7 看護 診断 リス ト 16 
見 て お け ば 肝 経 の 所 見 罰 集 だ 8 直 天 計画 7 
Le mm ーー 1 ] 
国 試 イラ スト 問題 | 疾患 ・ 病 地 に よる 所 見 プロ ジェ クト ーー 2 
再任 ・ 小 上 っ 4 看護 に 必要 な 疾 悪 の 知 計 6 
本) に ウ 5 アセ スメント と 根拠 四 
6 直 導 診断 を 導く 関連 図 je 
2 栄養 一 代謝 パタ ー ン 7 看護 診断 リス ト 17 
3 排 港 パタ ー ン 17 
1 注目 する 病 期 の POINT 
ゴー ドン & 4 活動 運動 パタ ー ン 3 了 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 ロ 
ヘン ダー ソン の | 5 副 休 息 パ ター ン 話 理 解 に 必要 な 解 前 生 理 4 
枠組 み を 科 委 ノ 4 看 張 に 必要 な 疾患 の 知 有 6 
使い こなす ! AL 当 紀 子 2 ュ ア セス メン ト と 機 四 
決定 上 情報 収集 & | 7 自己 知覚 正己 本 人 バター ン 6 湖 断 を 導く 了 関 連 図 [| 
アセ スメント 5 7 基 新 リス ト je 
8 邊 央 計画 
9 セク シュ アリ ティ ー 生 殖 パ ター ン 1 注目 する 病 期 の POINT 回 | 
10. コ ー ビ ピン グー スト レス 耐性 パタ ー ン っ 悪者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 コ 
3 疾 呪 理解 に 必要 な 解 削 生理 4 
中 細 了 m 凍 7% が デジ 間 4 在 護 に 必要 な 疾 串 の 知識 6 
先輩 の 就活 スケ ジュ ー ル 40 5 アセ スメント と 根拠 11 
先 右 た ち は こ う や っ て 病院 を 選ん だ ! | 編集 / 内 ーー ーー 中 
いつ や る ? ヒー ーー ーーーーーーーーー| プ テナー ス 7 看 議 診断 リス ト 16 
陸地 コラ ム 人 会っ て 、 行 っ た ほう | 賠 8 昔 計 画 7 
HE 本 了 衣 合 イン ター ン で の 員 問 リス | ラッ ー ス 0 8 
う 迷 ちな い 会 ・ イ ンタ ー ン で プチ ナー ス 3 天 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 ぅ 
NE R ト & 見 る べき ボイン ト は これ だ ! 特 泊 員 ・ ] 和夫 理 解 に 必要 な 解 前 生理 4 
面接 の 3 大 質問 を 攻略 し よう 1 トー | | 4 看 箇 に 必要 な 疾 捉 の 知識 回 
コラ 論文 対 策 は し た ほう が いい ? 48 こと ス ーー 
6 理 疹 新 を 導く 剛 連 図 回 | 
号 数 ( 〇 号 ) に は 増生 5 月 増刊 、11 月 培 和 、p 58 参 照 ) を 含み ます = 者 共 新 リス ト 思 | 
* 以 下 より 巻 ・ 号 数 を 省 中 し て いま す 。 7 
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〔 国 試 ] めざせ 国 試合 格 // 井 プ チ ナ ー ス 国 試 部 


1 注目 する 病 期 の POINT 1 月 号 テー マ 著者 貢 
で ん の 経過 が わか る 
が 9 人 っ と 必修 問題 : 目標 H「6. 人 間 の 特性 」「7. 人 間 の ライ フサ イク ル 各 替 筆 池 西 静江 |64 
3 疾 理 解 に 必要 な 角間 生理 し |* 4 月 号 | 叶 の 特 笛 と 生活 
4 看護 に 必要 な 疾 の 知識 』 6 の 
12 有 | ーー に ロ 一 般 問 是 基礎 看護 学 執筆 大 辺 詞 
53 江村 必修 問題 : 目標 10. 人 体 の 構造 機能 」 執筆 池下 藤江 | カ 
6 看 議 診 断 を 導く 関連 図 15 5 月 号 
一 一 般 問題 : 成人 看護 学 執筆 大 塚 弓 | 74 
7 看 矯 診断 リス ト 16 
es xs| 了 議 必修 問題 : 目標 「11-A 疾 唱 と 役人 主要 な 症状 と 微 保 」 執筆 池本 静江 | 56 
1 注目 する 病 期 の POINT 1 一 般 問題 老年 看 護 学 執筆 大 塚 真弓 | sa 
っ 天 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 2 必修 問題 : 目標 「12 薬 物 の 作用 と その 管理 」 較 筆 池本 静江 | 56 
7 月 号 
に (5 講和 本 / ピ 一 和則 題 : 小児 筆 大塚 弓 | 58 
4 看護 に 。 の 知識 6 
1 月 号 | 変性 有 関 征 に ーーーーーー 寺 が よ 巴 必修 問題: 日 標 「11. 拐 と 役人 B 主 要 な 疾 器 に よる 健康 隆 | to ru | 
5 アセ スメント と 根 失 ko 12 8 月 号 | 者 と 革 本 的 な 回 衝 人 程 、C. 基 本 的 な 下 訂 検査 値 の 評価 」 の 
』 
6 者 夫 新 を 導く 関連 且 3 一 般 問題 成人 看護 学 執筆 大塚 真 弓 | 58 
7 スト 16 中 
ーー 必修 問 是 : 目標 「8. 護 の 対象 と し て の 悪者 と 家族 1「9 主 な | ansr |s6 
8 看 到 計 画 17| | 月 | 攻 動 の 場 と 看護 の 村上 
1 注目 する 病 期 の POINT U 一 般 問題 : 母性 看 護 学 執筆 大 塚 真弓 | 58 
m 
2 が 必修 問題 : 目標 W「13 娠 護 に お ける 基本 技術 」 吉 筆 池本 静江 | 6 
3 疾患 理解 に 必要 な 解 着 生 理 4 10 月 号 
監 人 / 一 般 問 題 : 生 神 看護 学 執筆 大塚 真弓 | 5a 
アル ツ ハ イマ ー | 4 看 開 に 必要 な 疾 の 知 天 枠 みよ 子 |5 
2 ゞ アセ スメント と 根 提 雪 筆 | 間 必修 問題 : 目標 W「14 晶 常 生活 技術 」 執筆 池本 静江 |56 
山 
6 看 江 診断 を 導く 関連 図 ceo 引 一 般 間 題 : 疾病 の 成り 立ち と 回 復 の 促進 執筆 大塚 真 弓 | 58 
7 看護 診 断 リス ト 7 必修 問題 : 目標 V「15. 者 の 安全 ・ 安 楽 を 守る 看護 技術 」 | 執筆 池本 静江 | 56 
8 看護 計画 | 12 用 
1 | 一 般 問題 : 健康 支援 と 社会 保障 抽 度 執筆 大 塚 真弓 | 58 
1 注目 する 病 期 の POINT 1 
必修 問題 : 目標]「3 看護 で 活用 する 社保 了 」「4 護 に お け | asmr | 56 
2 事 者 さん の 経過 が わか る 一 覧 表 2 1 月 号 | る 信吾 護 に 関わ る 基本 的 法律 
3 疾患 理解 に 必要 な 解剖 生理 四 と 一 般 問 題 : 人 体 の 構造 と 機能 執筆 大 塚 真弓 | 58 
4 に の : 6 
3 月 号 | 子宮 が ん ーー ニー ニー ニー 幸 み よ チ 必修 問題 : 目標 1「1 健康 の 定義 と 理解.「2 健 康 に 影響 する 要因 」| 執筆 池本 静江 | 56 
5 アセ スメント と 根拠 執筆 13 2 月 号 
礎 知 美 一 般 問 題 : 疾病 の 成り 立ち と 回 復 の 促進 軌 委 大塚 真 弓 | 58 
6 看護 診 断 を 導く 関連 図 16 
者 灯り スト y| 関 昌 必修 問題 目標 V「16 診 療 に 伴う 看護 技術 」 雪 筆 池本 静江 | 60 
8 看護 計画 18 一 般 問題 : 在宅 看 護 論 / 看 護 の 統合 と 実 中 執筆 / 大 巡 真 弓 | 62 
も に に 3 ーー 
[実習 〕 実 習 で 実践 で きる / ナー ス の 仕事 編集 ノ プ テナー ス 編 集 部 


基礎 看護 技術 [基本 応用 〕 執 和 ノ 北島 素子 、 中 村 正 洗 


・ 衣 生活 振 助 技術 で ① 清 拭 
・ 衣 生活 振 助 技術 ②③ 手 浴 ・ 足 浴 


君津 中 央 病院 フラ イト ナー ス 


横浜 市 立 みな と 赤十字 病院 が ん 放射 線 痕 法 看 護 認定 看護 師 


板橋 中 央 総合 病院 消化 器 病棟 


6 月 号 | 清 深 ・ 衣 生活 援助 技術 ③ 洗 愛 ( 仰 位 、 前 位 ) 


7 月 号 | 清潔 ・ 衣 生活 援助 技術 陰部 洗 兆 


8 月 号 | 清潔 ・ 衣 生活 援 助 技術 ③⑮ 口 受 ケ ア 


9 月 号 | 清潔 ・ 衣 生活 援助 技術 @ 寝 衣 交 換 


・ 休 息 援 助 技術 ③ ス トレ ッ チ ャ ー へ の 移乗 と 移送 
苦痛 の 緩和 ・ 安 楽 確保 の 技術 ① 財 法 ・ 体 温 調 節 


12 月 号 | 症状 ・ 生 体 機能 管理 技術 で 身体 計測 


1 月 号 | 感染 予防 技術 ① 手指 衛生 


2 月 号 | 感染 予防 技術 ③) 個 人 防護 用 具 の 装着 


3 月 号 | 感染 予防 技術 3③ 無菌 操作 


埼玉 県 立 小児 医療 セン ター NICU 


東京 入信 病 院 内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 病 棟 


治 医科 大 学 附属 病院 ICU 


神奈 川 県 厚木 保健 福祉 事務 所 保健 師 


滋賀 県 立 総 合 病院 穫 環 器 病 棟 


東京 都立 松沢 病院 精神 科 病 棟 


東京 都立 光明 学園 学校 各 護 師 


国民 等 康 保険 小松 市 民 病 院 腎臓 内 科 病棟 


独立 行政 法人 国立 病院 機 村 兵庫 中 央 病院 脳神経 内 科 病 棟 
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みん な の 学校 じまん 編集 ノブ プチ ナー ス 編 集 部 


〔 付 録 ] 


月 号 学 | 四 
Ra 楽 ・ 実 習 ・ 国 試 で よく で る ・ よ く 出 合う 
| 25493 | | 4 月 号 |NEW 人 只 ま る わか り ガイ ド お さえ て お きた い 疾 吉 51 | 扶 守 / 同 田 - 間 
5 月 号 | 抑 了 大 学 基部 上 時 っ て 史 え る ! 中 記 ホ スター① 呈 村人 古川 
本 上 検 杜 ま る わか り POCKETBOOK 下野 
aa 5 中 っ て 覚え る ! 夏 記 ボス ター 小児 下條 / 市 江 和 子 
看護 アセ スメント POCKETBOOK 握 集 プチ ナー ス 畠 集 部 
8 月 号 | 市立 茜 門 学校 7 
解 前 生理 POCKET BOOK 人 ノブ チ ナー ス 引 人 
情 E 9 ン 看 試験 計 
9 月 号 | 東京 全 報 大 学 在 護 部 on ua 
10 月 号 | 日 本 医科 大 学 看護 起 学 校 9 ーー た 
11 月 号 | 中 部 直下 学校 s 財 条 難 POCKET BOK 下柳 北島 子 中 
ーー 成人 ・ 老 年 習 POCKET BOOK 下條 内 田子 
1 水戸 有 協 福 祉 専 門 学校 7 
ーー 往 109 回 国 試 ぜん ぶ 覚 える 関係 法規 80OK 
1 月 号 | 公立 大学 保 委 医 療 学部 和 護 学科 7 プロ ジェ クト 
コ 提 信 護国 対策 
2 月 人 | 東芝 謀 幅 校 財 第 109 回 国 席 ぜん ぶ 覚 える 統計 BOOK 5 クト 
3 振 の プロ が 教え ます 生 和 大志 
3 月 号 | 玉 県 立 大 学 保健 療 福 視 学 部 5 0 の プロ お oo 
第 109 回 国 試 ぜん ぶ 芝 える 編集 護国 対策 
頻出 を ここ が 狙わ れる 用 語 BOOK プロ ジェ クト 


(特別 記事 


第 108 回 看護 師 国家 試験 合格 発表 速報 ! 編集 ゲ プ チ ナ ー ス 編集 部 


デキ る 学生 の 面接 準備 | 罰 償 ノブ チ ナー ス 妨 部 


世界 の 看護 を 見 に 行こ う ! 


2019 年 CN 大 会 n シ ン ガ ポー ル 加 am 


お さら いし よう ! 受かる 面接 マナ ー 3 プチ ナー ス 編 集 部 


バイ タル サイ ン ・ 看 護 技術 数 値 POCKET BOOK 


監修 石塚 睦子 


〔 明 時 増刊 富 ] 


5 月 号 | 急性 期 実習 に 使え る ! 周 術 期 看 護 ぜ ん ぶ ガ イド 中 村 放 
編集 看護 師 国家 記 
11 月 号 | 大 師 国 試 2020 パ ー フ ェクト 予想 問題 集 詩 筑 プロ ジェ クト 


プチ ナー ス 0yCB Q 


別冊 疾患 別 看護 過程 
〆 デ 経過 が わか る 疾患 別 看護 過程 


情報 収集 を アセ スメント 
@⑯ も う 迷 わな い 就職 活動 ! 
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プチ ナー ス の ホー ムペ ー ジ は ご 覧 に な っ て いま すか ? 
『 プ チ ナ ー ス 』 最 新刊 の 目次 の チェ ッ ク や 、 バ ッ ク ナ ン 
バー の 検索 お よび 購入 が 可能 で す 。 ま た 、 学 習 参考 
書 の 紹介 も あり ます 。 


プチ ナー ス の ホー ムペ ー ジ で も = 
雑誌 や 関連 書籍 を 検索 で きま す 
ぜひ アク セス し て みて / 


# プ ラナ ー ス 
国 試 殺 


勘 ⑳ 台 る で 
ファ イリ ジ ダ 
で きる ! 


看護 師 国家 試験 の 重要 ・ 頻 出 項 目 の 「 こ れ だ け 覚 える 」 内 容 を 、 
国 試 部 の 仲間 と いっ し ょ に 学 ぼ う ! 


【 執 筆 】 
池 西 静江 Office Kyo-Shien ・ 代 表 前 ( 専 ) 京 都 中 央 看 較 保健 大 学校 ・ 吾 校長 大 塚 真弓 名 術 師 国家 試験 対策 アド バイ ザー 
穫 


国立 京都 病 持 冊 看 涯 助産 学 詩 京都 笛 立 保 健 提 専門 学校 卒業 臨床 ・ 教育 現場 の 経 來 を 経て 


東京 医科 目 科 大 学 医学 部 促 健 術 生 学科 卒業 病棟 、 医 放 勤 務 の 
1995 年 か ら 京都 中 央 看護 専門 学校 ( 現 ( 再 ) 京 都 中 央 者 記 保 健 大 学校 ) に 入 織 。 基礎 邊 謀 学 を 担 の ち 、 つ 


予備 校 ・ イ ベン ト 等 で 国家 試験 対策 講座 を も ・ 
合 カ リキ ュ ラム 教育 へ の 誠 和 変更 、 さ ら に 4 年 制 の 看護 学科 設立 に か か わり 、 現 在 は フリ ー 


当 。 馬 
で 大 護 教育 を 支え る 役割 を 担う . 


今月 の テー マ 


目標 V「 看 護 技術 に 関す る 基本 的 な 知識 を 問う 。」 


の (| 同 司 :】220) 16 診療 に 伴う 看護 技術 


0 問 ま P722) 在宅 看護 論 看 護 の 統合 と 実践 


か 
に ほ 


ビン ー 
5 ず た あの コ !) 
が か りり ガリ 


この コー ナー の 使い か た 


… と いう = と が 
も あか ら 5 
友 眠 ネ な < 


〇 平成 30 年 版 看護 @⑥ 赤 シー ト で 了 屋 し た り 、 メ @⑥ 覚 えた 知識 を 活か 〇 ミシン 目 で 切り取 
師 国家 試験 出題 基準 天 出 の も の モ 欄 に 書き 込ん だ り し て 重 | 良 し て 、 最 終 ペ ー ジ っ て 毎月 ファ イリ ン 
か ら ピ ッ ク アッ プ し | ーーーーーーーーー 要 ポ イン ト を 覚え よう 。 さ 『 慎 醒 「 今 月 の 確認 テス ト 」 グ す れ ば 、 自 分 だ け 
た 項目 に つい て 、 | ら に くわ し い 知識 は 、 固 の の 予想 問題 過去 問 の 国 試 対策 ノー ト に ! 
それ ぞ れ の マー ク を | ーー マー ク に ある 看護 学生 ス で カ だ めし 
確認 し よう 。 09 何で ね ら われ タデ ィ ガ イド 2020」』 の 関連 
そう な も の ペー ジ へ ! 
m 
24 表 請 林 ね プチ ナー スネ Vol.29 No3 March 2020 


会 、 


( 間 ⑧) 


の ご パ 2 科 代 由 潤 拓 パ 
(メー へ べ の) 量 姿 圭 べ て 甘 
古 件 捕 い き 


尼寺 
下 選 城下 潜 回 


0 な は に に 】 


raT 
大 沖 汁 き 翌 刺 困 


の どき 二 等 RON と て 葉 


了 ) 呈 池 遼 や ゆら 衝 
> 本 


と さこ 貞光 人 鐘 
* aaW 
NN 〇 


と ゆ へ マ さ VN さ ざ 吾 財 盾 AV ニ 


どり ま 麻 和沙 性 汗 ボ 
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酸素 療法 の 原則 


口 酸素 療法 は 低 酸 素 血 症 の 改善 を 目的 と する 。 

ロー 般 的 に 動脈 血 酸素 分 圧 が 60Torr 以 下 、 酸 素 飽 和 度 9096 以 
下 に な る と 適 店 と な る 。 

口 酸素 の 供給 源 に は 、① 中 央 配管 シス テム 、② 醸 素 ポン べ が 
ある 。 

口 酸素 ボン ベ 使 用 時 に は 火気 厳禁 と と も に 、 本 ・ 素 残 量 の 確認 
が 必要 で ある 。 


酸素 区 量 一 3 で ん 
ボン ペ 容 量 (L) X 圧 力 計 の 値 (MPa) 充 圭 圧 (14.7 MPa) 


使用 可能 時 間 (分 ) ニ 
酸素 残 量 (L) 酸素 流量 (L/ 分 ) 


口 酸素 吸入 の 方 法 に は 低 流量 に 対応 する 鼻腔 カニ ュー ラ 、 本 
素 マ スク 、 リ ザー バー 付き 酸素 マス ク が あり 、 高 流量 に 対 
応 す る ベン チュ リー マス ク が ある ( 表 1) 


Fm@TO 


梨 癒 の 予防 ・ 処 置 


酸素 吸入 の 方 法 と 特徴 
( 低 流 量 シス テム ) 


1 24 e 両 鼻腔 に 挿入 する 
自 2 28 * 多 橋 簡 へ の 刺激 が ある 
カニ ュー ラ 3 32 * 呼吸 状態 濃度 が 変化 する 
4 36 * 食事 や 会 話 か が し や すい 
5 40~-45 * 呼気 の 妨げ 防止 排気 口 が ある 
6 45…50 | ゃ 食事 や 会 話 が し に くい 
ーー 回 較 35055 | 酸素 マス ク に 隙間 が ある と 濃度 
8 55 て 60 が 低下 する 
6 60 * 呼気 時 に 酸素 を リザ ー バ ー バ ッ 
の 9x 人 Go 7 20 グ 内 に た め 、 吸 気 時 に た まっ た 
付き 8 80 酸素 を 吸う こと で 高 濃度 の 酸素 
酸素 マス ク 9 9 を 得 られ る 
10 95 
( 高 流量 シス テム ) 


24 4 98.1 | 102.1 | s 濃 度 に より 6 種類 の 
28 6 | 60B | 668 | ベン チュ リー ノズル 
上 堆 2 光り 事 | 3 8 547 | 627 | ぶ ぁ る 
マス ク 35 10 | 2] | 560 | 。 誠 な 拉 記 の 了 琉 
40 12 | 377 | 497 でき 
50 12 me | sg | でき る 


提 六 発生 の 危険 性 を 予測 し 、 予 防 対策 を 立て る 必要 が ある 。 
発生 し た 後 は 深 達 度 を 測り 、 適 切な 処置 が 必要 で ある 。 

口 哲 癒 発生 を 予測 する スケ ー ル に は ブレー デン スケ ー ル ( 表 
2) や OH スケ ー ル (高齢 者 の 場合 ) な ど が ある 。 

ロブ レー デン スケ ー ル は 、 入 院 24 て 48 時 間 以内 に 1 回 目 の 評 
価 を 実施 する 。 在 宅 療 養 者 の 場合 は 、 寝 た きり の 状態 に な 
つた と きか ら 実 施す る 。 

口 初 疹 発生 後 の 深 達 度 を 評価 する スケ ー ル に 米国 牝 疹 詩 問 委 

会 (NPUAP*) に よる 哲 疹 分 類 、DESIGN-R き が ある 。 

ロロ NPUAP に よる 密 癒 分 類 は ステ ー ジ 1 IV に 分 けら れる 。 

DESIGN-R? で は 哲 癒 の 状態 を 評価 する 。D は 「Depth: 深 さ 」、 
E は 「Exudate: 浴 出 流 」、S は 「Size: 大 き さ 」、| は 「Inammation/ 
Infection : 交 症 / 感 委 」、G は 「Granulation : 肉芽 組織 」、 N 
は 「Necrotictissue : 壊死 組織 」 で みる 。 


*【NPUAP】national pressure:rlceradvisory panel 


ー ス Vol.29 No March 2026: 


プレ ー デ ンス ケー ル の 簡易 表 


まっ た く = 
知覚 の 認知 知覚 な し 重度 障害 あり | 軽度 障害 あり | 障害 な し 
| 常に 湿潤 た いて い 湿 潤 | と きど き 湿 潤 | めった に な し 

と きど 党 っ 

活動 性 過 床 座位 可能 歩行 可能 歩行 可能 

まっ た く Na に 

に に 
可動 性 体 動 な し 非常 に 限定 | や や 限定 自由 に 体 動 
栄養 状態 不良 や や 不良 良好 非常 に 良好 
潜在 的 に 

問題 な 

課 鏡 と ずれ | 問題 あり | 呈 あり | 問題 な し 


* 柄 院 で は 14 点 以下 、 在宅 で は 17 点 以下 を 危険 の めやす と する 。 

ビ Braden and Bergstrom.1988 

訳 : 真田 私 美 (東京 大 学 大 学 上 医 学 系 研究 香 ) 大 隊 み ち 子 (North West Community Hospital. 
LUSA ) 


4 ブナ ー ス 
る 国 誠 評 


・ 経 腸 栄 養 法 


口 経 管 ・ 経 腸 栄 養 法 は 経口 的 に 栄養 摂取 が 不 十分 


ある い は 不可 能 な 対象 に 用 いる 。 

口 忠 下 機能 障害 、 意 識 障害 、 上 部 消化 管 の 術 後 、 

食欲 低下 ・ 拒 食 た ど が 対象 と な る 。 

経 管 ・ 経 腸 栄 養 法 に は 栄養 剤 の 投与 経路 に より 

① 経 鼻 カ テー テル 挿入 に よる 経 鼻 経 管 栄養 法 と 

④ 胃 導 、 腸 誠 に よる 経 姜 孔 栄養 法 が ある 。 こ こ 

で は 経 鼻 カテ ー テ ル 挿 入 操作 を 取り 上 げ る 。 

口 経 鼻 カテ ー テ ル 挿 入 時 、 事 者 の 体位 は 、 座 位 ま 
た は 半 座 位 に し て 、 頸 部 は 伸展 し 、 喘 頭 部 に 達 
し た ら 、 気管 へ の 誤 挿入 を 避け る た め 前 届 し 、 
嘩 液 を 飲み 込む よう に 張 下 運動 を 促す 。 

口 経 鼻 カテ ー テ ル は 鼻孔 理奈 一 剣 状 突起 まで の 
距離 を 計測 し て 、 挿 入 の 長 さ の めやす を 決め る 。 
成人 で は 50-60cm で 胃 に 到達 する こと が 多い 。 

口 以 湯 や 忠 叶 反射 が み ら れ た ら 無理 に 挿入 せ ず に 
様子 を みる 。 経 鼻 カ テー テル が 口 の 中 で と ぐろ 
を 巻く こと が ある の で 、 開 口 し て も らい 確認 する 。 

口 経 鼻 カテ ー テ ル 先 端 が 胃 に ある と と を 確認 する 。 
確認 方 法 ( 図 1) は 、① カ テー テル か ら 注射 器 で 
10~20mL の 空気 を 入れ て 、 聴 診 器 で 気泡 音 を 
聴取 する 、G 注 射 器 の 内 仙 を 引き 、 胃 内 容 物 を 
吸引 する 。 そ れ ら で 確 認 で き な け れ ば ③X 線 撮 
影 を する (必ず 複数 の 方 法 で 確認 する ) 。 


経 鼻 カテ ー テ ル 挿 入 の 確認 方 法 


て いる 。 


* 経 鼻 カテ ー テ ル に 、 カ テー テル ジョ イン ト と シリ ンジ 
を 接続 。10<20mL の 空気 を 注入 し た と き に 、 聴 診 器 
で 気泡 音 (空気 の 注入 音 ) が 聴取 で きる か 確認 する 。 

* た だ し 気管 内 に 誤 挿 入 さ れ て も 、 心 窟 部 に 気泡 音 が 絡 
く こ と が ある 。 右 肺 ・ 左 肺 
を あて 、 気泡 音 の 強弱 を 比較 する 。 

* 心 座 部 で 最も 強い 気泡 音 が 聴取 で き な い 場合 や 、 気 泡 
音 が 確認 で き な い 場合 で は 、 誤 挿入 が 疑わ れる 。 そ の 
場合 、 ほ か の 看護 師 に 確認 を 求め る か 、 挿 入 し 直す 


・ 心 窟 部 の 3 か 所 に 聴診 器 


* 経 自力 テー テル に カテ ー テ ル ジ ョ イン ト と シリ ンジ を 
接続 。 胃 内 容 物 が 吸引 され れ ば 、 先 端 が 胃 内 に 到達 し 


* た だ し 細い 径 の 場合 や 経 鼻 カテ ー テ ル 先 端 が 胃 壁 に 接 
触 し て いる 場合 な ど で は 、 胃 内 容 物 を 吸引 で き な い こ 


と も ある , 


な 方 法 で ある 。 


坂本 す が . 井手 千 代 美 庄 修 . 木下 佳子 編 . NTT 東 日 本 関東 病院 在 誠 部 完全 版 ビジ ュ ア ル 了 臨 床 看 護 技 術 ガ イド . 照 
林 社 東京 . G015 : 582. より 引用 、 一 部 改変 


* 竣 盆 力 テー テル 先端 の 位置 を 確認 する の に 、 最 も 確実 


*X 線 検査 を 行う 場合 は 、、 レ ント ゲン に 写る よう 、X 線 
不 透 過 ライ ン 入 り の 経 鼻 カテ ー テ ル を 使用 する 。 


口 与 薬 方 法 に は 投与 経路 に 応じ て 、 経 口 、 点 鼻 ・ 
点眼 ・ 点 耳 、 経 気道 ( 胡 入 )、 経 皮 、 経 直腸 、 経 
静脈 (注射 ) な ど が ある 。 

口 経口 与 薬 に は 内 服 、 口 腔 内 与 薬 な ど が ある 。 


内 服 は お も に 小腸 か ら 吸 収 し 、 肝 臓 を 経て 代謝 
され て 血 中 に 取り 込ま れる 。 

口内 服 は 食事 と の 関連 で 、 服 用 は 食前 、 食 後 、 食 
間 な ど に 分 か れる 。 食前 は 食事 の 30 分 前 、 食 
後 は 直後 ある い は 食後 30 分 以内 、 食間 は 食事 
の 2^3 時 間 後に 服用 する 。 

内 服 は 飲食 物 と 薬物 の 相互 作用 に 気 を つけ た い 
( 表 3)。 

口腔 内 与 薬 は 舌 下 錠 、 パ ッ カ ル 錠 、 ト ロー チ 錠 
に より 薬 を 入れ る 場所 が 違う ( 表 4) 。 


飲食 物 と 薬物 の 相互 作用 
了 伯 の 表 収 が カフ ェ イン と 
E 三 鉄剤 タン ニン に よっ て 阻害 さ 
敵 | れる た め 交 果 が 低下 する 
年 テト ラサ イク リン 生物 が カル シウム と 結合 
乳 製 品 。 系 和 剤 し て 表 収 困 還 と な る 
NR テオ フィ リン | 馬 幼 が 高まる と と が ある 
シー 還 雇 | 業 物 の 代 庄 が 阻害 され 血 
フル ーッ アント 江上 星 す る た め 生 
(ジュ ー ス を きる ) | 効 が 高まる 
抗 て ん か ん 薬 生物 の 代 計 が 阻害 され 自 
アル コー ル 抗生 中 識 度 が 上 昇 する た め 薬 


| カル シウム 挫 業 | 効か 高まる 


ビタ ミン K を ピタ ミン K が 抗 凝固 薬 に 
抗生 8 

お 食品 つっ リン カリ oc) よる 血液 の 抗 還 作用 を 

( 策 琶 な ど ) 弱め る 


口腔 内 与 薬 の 種類 
| 往 | 特 人 名 | 


舌 の 下 に 入れ て 奏 
液 で 溶解 する 。 結 
民 よ り 吸 収 され る 
舌 下 綻 | た め 薬 効 が 速い 
初回 通過 効果 が 高 
い 薬 物 が 多い た め 
飲み 込ま な い 


2 ルル 日 歯 と 類 部 の 間 に 
錠 入れ て 、 噛 まず に 
庫 液 で 溶解 する 


口腔 内 や 咽頭 粘膜 
に 局所 的 に 作用 す 
る 。 口腔 内 に 長 時 
間 保 ち 徐々 に 溶解 
する 


トロ ー チ 
に 
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家 ・ 地 域 問 の 健康 格差 還 珍 垢 " 


ユニ セ フ の 『 世 界 子供 白書 

2017』 に よる と 、2016 年 の 

5 歳 未 満 児 の 年 間 死亡 数 は 

564 万 2 千 人 で ある 

口 最も 多い の は サハ ラ 以 南 の 
アフ リカ の 286 万 人 で 、 全 
世界 の 約 半分 を 占め て い 
る 。 最 も 少な い 北ア メリ カ 
(2 万 8 千 人 ) の 約 100 倍 と い 
うこ と と に な る ( 表 1) 

口 次 いで 多い の は 南ア ジア 
で 、 全 世界 の 約 30% を 占 
め る 

5 才 未 満 児 死亡 率 、 乳 児 死 
亡 率 は 1990 年 と 比較 する 
と いずれ の 地域 で も 大 きく 
低下 し て いる が 、 依 然 と し 
て 地域 間 の 格差 が ある 。 

口 HIYV プ エイ ズ に つい て も 、 
新規 の HIV 感 染 者 の 数 、 エ 
イズ 関連 の 死亡 者 数 な ど で 
サハ ラ 以 南 の アフ リカ が 突 
出し て いる ( 表 2)。 

き 表 内 に ある 「 後 発 開発 途上 国 」 は 、 国 連 開 発 

計画 委員 会 が 序 定 し た 基準 に 基づき 、 国 連 経 

清 社 会 理事 会 の 秋 議 を 経て 、 国 連 総 会 の 決議 

に より 趣 定 され た と くに 開発 の 遅れ た 国々 を 

さす (し た が っ て 、「 サ ハラ 以 南 の アフ リカ 」 


「 南 アジ ア ] 等 に 分 類 され た 国々 の 数 針 も 再考 
され て いる ) 


ST1@YTO 


地域 別 要 約 


東 アジ ア と 太平 洋 諸国 57 16 
ヨー ロッ パ と 中 央 アジ ア 31 10 
東 ヨ ー ロ ッ パ と 中 央 アジ ア 47 14 
西 ヨ ー ロ ッ パ 1 4 
ラテ ン ア メリ カ と カリ ブ 海 諸国 | 55 18 
中 東 と 北ア フリ カ 66 24 
北ア メリ カ 1 6 
南ア ジア 129 48 
サハ ラ 以 南 の アフ リカ 181 78 
東部 ・ 南 部 アフ リカ 164 61 
西部 ・ 中 部 アフ リカ 199 95 
後発 開発 途上 国 176 68 
世界 93 41 


死亡 事 は いずれ も 出生 1.000 人 あたり 


14 き 8 

8 5 
13 7 

3 2 
15 9 
20 14 

6 4 
39 28 
53 28 
43 25 
63 31 
48 26 
31 19 


2.291.492 
908.161 
416.914 
491.247 
633.773 
435.225 
358.469 

1.765.989 

1034.153 
542.206 
491.947 
979388 

7.427.263 


31.393 
11.087 
6.139 
4.948 
10.749 
9953 
4389 
35.853 
37.038 
18.203 
18.835 
31.163 
140.462 


28 
1.713 
2.860 
1.104 
1756 
2.101 
5,642 


日 本 ユニ セ フ 師 会 : 世界 子供 白書 2017. より 抜粋 し て 引用 https//wwwuniceforjp/sowc/pdf/D1.pdf(2020/1/10 アク セス ) 


HIV プ エイ ズ に 関す る 地域 格差 


地域 別 要 約 


東 ア ジア と 太平 洋 諸国 2800000 
ヨー ロッ パ と 中 央 アジ ア 2400000 
東 ヨ ー ロ ッ パ と 中 央 アジ ア 1600000 
西 ヨ コー ロッ パ 840000 
ラテ ン ア メリ カ と カリ ブ 海 請 国 zi00000 
中 東 と 北ア フリ カ 150000 
北ア メリ カ 
南ア ジア 2300000 
サハ ラ 以 南 の アフ リカ 2.700000 
東部 ・ 南 部 アフ リカ 19600000 
西部 ・ 中 部 アフ リカ siomg 
後発 開発 途上 国 10800000 
世界 36.700.000 


き デ ー タ の 出典 は いずれ も ら 01 7 国 連 合同 エイ ズ 計画 (UNAIDS) 状 計 、 


48000 


140000 
1900000 
1400000 

540000 
980000 
2100.000 


G0000 160000 5100 15000 
220000 9900 

-| 190000 - 7200 

-| 29000 還 2700 

7000 120000 2600 19000 
4000 11000 < く 500 100 
130000 109000| 10000 18000 
1700000 1200000| 140000 190000 
1300000 800000 79000 。 130000 
450000 360000 60000 62000 
800000 490000| 69000 68000 
2100000 1800000| 160000 260000 


2017 年 7 月 


100000 3000 
49000 
41000 - 
8400 
45000 2000 
6300 <200 
71000 7600 
730000 100000 
420000 59000 
300000 43.000 
320000 52000 
1000000 120000 


日 本 ユニ セ フ 世 会 : 世界 子供 白書 2017. より 抜粋 し て 引用 https//wowwunicef_orip/sowc/pdf/D4.pdf(2020/1/10 アク セス ) 


口 災害 時 に 活動 する 医療 チー ム (DMAT*、 
DPAT*、JMAT*) な ど 、 災 害 医 療 に 関 
する キー ワー ド を 表 3 に まとめ た 。 

口 防災 訓練 に つい て 定め た 法律 に は 、 秋 
害 対策 基本 法 と 消防 法 が ある ( 表 4)。 
口 この ほか 、 第 七 次 医療 計画 (平成 30 年 

て ) の 5 疾病 5 事業 * に 、 災 害 医 療 が 含 
まれ て いる こと も 覚え て お きた い (5 
事業 : 救急 医療 体制 、 災 害 医 療 体制 、 
へ き 地 医療 体制 、 周 産 期 医療 体制 、 小 
児 医療 体制 十 在宅 医療 )。 


* 【DMATjdisaster medical assistance team 

* [DPAT】disaster psychiatric assistance team 

* UMAT】Japan medical association team 

5 疾病 は 、 が ん 、 往 卒 中 、 心 筋 梗 礁 等 の 心 晶 管 括 悪 、 轄 尿 
病 、 博 神 疾 悪 。 第 七 次 医療 計画 で は 、 重点 的 に 取り 組み を 推進 
する た め に 「 急 性 居 醒 奏 」 か ら 「 心 筋 本 奏 等 の 心血 筐 疾 帯 」 へ の 
名 衝 の 見 直し な ど が 行わ れ た 。 


rm@TO 


災害 医療 に 関す る キー ワー ド 


\ 災害 時 に ライ フラ イン を 確保 し つつ 重症 悪者 を 受け 入れ 、 治 療 を 行い 、 現 地 へ 医 
療 チ ー ム を 派遣 する 。 

\「 審 填 拠 点 病院 指定 要件 」 を 満た し た 病院 に つい て 、 都 道府県 が 指定 する 。 

* 大 地震 や 航空 機 ・ 列 車 事故 と いっ た 災害 時 に 被災 地 や 現地 に 迅速 に 駆け つけ 、 教 
急 治療 を 行う た め の 専 門 的 な 訓練 を 受け た 医療 チー ム 。 

* 活動 内 容 は 平時 に お いて 都 道 府 県 と 医療 機関 等 の 間 で 締結 され た 協定 に 基づく 、 
派遣 は 被災 都 道 府 県 か ら の 要請 に 基づく な どの 基本 方 針 が ある 

* 人 急性 期 の 活動 に 特 化 し て いる た め 、 長 期 的 な 医療 支援 は JMAT 等 に 引き 継が れる 。 

e 自然 災害 や 事件 ・ 航 空 機 ・ 列 車 事故 等 の 集団 災害 が 発生 し た 場合 、 被 災 地 域 の 精 
神保 健 医 療 機能 が 一 時 的 に 低下 し 、 さ ら に 集 害 スト レス 等 に より 新た に 精神 的 問 
題 か 生じ る な ど 精 神保 健 医療 へ の 需要 が 拡大 する の に 対応 する た め に 活動 する 。 

* 被災 地域 の 精神 保健 医療 ニー ズ の 把握 、 他 の 保健 医療 体制 と の 連携 、 各 種 関係 機 
関 等 と の マネ ジメント 、 専 門 性 の 高い 精神 科 医療 の 提供 と 精神 保健 活動 の 支援 を 
行う 

e 日 本 医師 会 が 被災 都 道 府 県 医 師 会 か ら の 要請 に 基づい て 各 都 道府県 医師 会 に 依頼 
し て 結成 、 派 遣 され る 医療 チー ム の こと 。 

* 災害 時 に お ける 全国 ネッ ト の 災 震 医療 に か か る 総合 的 な 情報 を 共有 し 、 被 災 地 域 で 
の 迅速 か 適切 な 医療 ・ 救 護 に か か わる 各種 情報 の 集約 ・ 提 供 を 行う ネッ トワ ー ク 
\ 最新 の 医療 資源 情報 、 超 急性 期 の 診療 情報 、 急 性 期 以降 の 患 者 受入 情報 、DMAT 

活動 情報 等 を 収集 する 。 


防災 訓練 と 法律 
第 48 条 「 炎 害 予防 責任 者 は 、 法 令 又は 防災 計画 の 定め る と ころ に より 、 そ れ ぞ れ 又 は 他 の 災 
害 予防 次 任 者 と 共同 し て 、 防 災 訓 練 を 行なわ な けれ ば な ら な い (防災 訓練 義務 )。」 
多数 の 者 が 出入 ・ 勤 務 ・ 居 住 する 防火 対象 物 に 対す る 管理 権限 者 の 義務 (第 8 条 第 1 項 ) と し て の 
通報 及び 避難 の 訓練 の 実施 や 、 防 火 管理 者 の 責務 (施行 令 第 3 条 第 2 項 ) が 関係 する 。 


情報 の マネ ジメント 中 順 目 


口 医 療 従事 者 等 は 、 患 者 等 が 診療 記録 の 
開示 を 求め た 場合 に は 原則 と し て 応じ 
な く て は な ら な い ( 図 1)。 

口 法令 に 基づい て 、 あ ら か じ め 捉 者 本 人 
の 同意 を 得 ず に 診療 情報 を 関係 機関 に 
届け る こと が で きる 例 は 表 5 の 通り 。 

口 患 者 の 希望 で 、 現 在 の 診断 や 治療 方 針 
に つい て 他 の 病院 の 医師 に 意見 を 聞く 
こと を セカ ンド オピニ オン と いう 。 現 
在 の 病院 か ら の 診療 情報 が 必須 と な る 。 

口 医療 従事 者 は 患者 の 診察 の た め に 必要 
が ある 場合 に は 、 患 者 の 同意 を 得 て 、 
他 の 医療 従事 者 に 対し て その 患者 の 診 
療 情報 の 提供 を 求め る こと が で きる 。 

口 診療 情報 の 提供 の 求め を 受け た 医療 従 
事 者 は 患者 の 同意 を 確認 し た うえ で 診 
療 情報 を 提供 する も の と する 。 


カル テ の 内 容 を 


知り た い の で す が ro に こ 


※ た だ し 、 厚 生 労働 者 の 指針 で は 診療 情報 の 提供 が 第 三 者 の 利益 を 理 す る 恐れ が ある と さき 、 悪 者 本 人 の 心身 の 状況 を 著しく 損なう お そ 
れ が ある と き に は 、 診療 情 報 の 全部 また は 一 部 を 提供 し な いこ と が で きる と し て いる 。 


あら か じ め 患 者 本 人 の 同意 を 得 ず に 診療 情報 を 関係 機関 届け る こと が で きる 例 


医師 が 感染 症 の 悪者 等 を 診断 し た 場合 に お ける 都 道 府 県 知 事 等 
へ の 届出 


医師 、 菜 剤 師 等 の 医薬 関係 者 が 行う 厚生 労働 大 臣 へ の 医薬 品 等 
の 玉 作 用 ・ 感 染 症 等 の 報告 


医師 が 麻 業 中 毒 者 と 診断 し た 場合 に お ける 都 道 府 県 知 事 へ の 報告 


旧 童 虐待 を 受け た と 思わ れる 児童 を 発見 し た 医師 等 に よる 児童 相 
談 所 等 へ の 通告 な ど 


第 108 回 の 出題 (P.66) 
は 難し く 、 こ れ を 知ら な 
いと 解け ませ ん で し た 
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護 の 概要 .。。 


口 訪問 看護 に は 医療 保険 に よる も 
の と 介護 保険 に に る も の が ある 
( 表 6)。 比 較 し て 覚え よう 。 
自己 負担 割合 は 、 医 療 保険 で 原 
則 3 割 、 介護 保険 で 原則 1 割 で 
ある (それ ぞ れ 収入 な どの 条件 
に よっ て 1^3 割 の 幅 が ある ) 。 
口 対象 と な る 年 齢 は 、 医 療 保険 で 
は 制限 が な い が 、 介 護 保険 で は 
65 歳 以上 また は 特定 疾病 に 該 
当 す る 40 歳 以上 65 歳 未満 で あ 
る 。 
訪問 看護 ステ ーション の 指定 者 
は 、 医 療 保険 の ステ ーション は 
厚生 労働 大 臣 、 介 護 保険 の ステ 
ーション は 都 道 府 県 知 事 で ある , 
口 全額 自己 負担 で の サー ビス を 提 
供する 訪問 者 護 ス テー ショ ン も 
ある 。 その 場合 に 時 間 な どの 規 
定 は な い 。 
口 健康 保険 法 の 保険 医療 機関 ・ 保 
険 薬局 で あれ ば 介護 保険 法 に よ 
る サー ビス の 事業 者 と し て 指定 
され た も の と する 「 み な し 指定 」 
と いう 制度 が ある ( 表 7)。 


医師 は 訪問 北 護 ステ ー 
ショ ン の 管理 者 に は な れ 
な いこ と を 覚え て お こう 
( 誤 答 肢 で 頻出 !) 
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訪問 看護 制度 の ポイ ント 


自治 体 の 助成 や 収入 、 年 齢 等 に よっ て 
は 1…3 割 (原則 3 割 ) 


全 年 齢 が 対象 で 、 医 師 に よ 
が 必要 と 判断 され た 療養 者 


り 訪問 看護 


医師 に よる 訪問 看護 指示 書 が 必要 
(精神 科 の 場合 は 精神 訪問 看護 指示 書 ) 


原則 と し て 週 3 日 まで ( 報 酸 の 算定 の 関 
係 で 1 日 に 複数 回 の 訪問 は 可能 )、 原 則 と 
し て 1 か 所 の 訪問 看護 ステ ーション か ら 
き 「 打 生 労作 大臣 が 定め る 疾病 等 」 に 該当 する 坦 
合 、 特 定 の 医療 処 軒 等 が 必要 、 全 性 培 下 等 で 主治 
旋 より 特別 訪問 香 講 指 示 書 が 交付 され た 場合 に は 
選 4 日 以上 の 訪 半 が 可能 と な り 、 必 要 で あれ ば 複 
数 の 訪問 符 涯 ステ ーション の 利用 も 可能 と な る 
(介護 保険 の 部 定 を 受け た 人 も 必 療 保 欠 の 給付 と 
な る ) 


30 て 90 分 (医療 依存 度 の 高い 療養 者 は 


週 1 回 まで 90 分 以上 の 長 時 間 訪問 看護 
加算 を 算定 で きる ) 

訪問 看護 ステ ーション が 定め る 訪問 エ 
リア 内 外 に か か わら ず 、 訪 問 看護 ステ 
ーション が 規定 し た 交通 費 が 必要 


訪問 看護 指示 書 に 基づい て 訪問 看護 師 
が 立案 
保健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 


厚生 労 竹 大 医 


訪問 看護 ステ ーション ご と に サー ビス 
開始 時 に 書面 に よる 契約 が 必要 (重要 事 
項 の 説明 な ど が 必須 ) 


介護 保険 上 みな し 指定 と な る サー ビス 


* 訪問 看護 、 介 護 予防 訪問 看護 
* 訪 問 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 、 介 護 予 防 訪問 リハ ビリ 


テー ショ ン 


* 通 所 リハ ビリ テー ショ ン 、 介 護 予 防 通所 リハ ビリ 


デー ショ ジン 


* 居宅 療養 管理 指導 ・ 介 護 予防 居宅 療養 管理 指導 
(歯科 医院 の 場合 は この サー 

* 短期 入所 療養 介護 ・ 介 護 予防 短期 入所 療養 介護 
( 療 全 病 床 を も つ 病 院 ・ 診 療 所 の み ) 


* 居宅 療養 管理 指導 、 介 護 予防 居宅 療養 管理 指導 


利用 者 の 自己 負担 割合 


対象 と な る 年 齢 


訪問 看護 指示 書 


サー ビス 


訪問 看護 に か か る 
交通 費 の 扱い 


訪問 看護 計画 


訪問 看護 ステ ーション の 
管理 者 の 職種 


訪問 看護 
ステ ーション の 指定 者 


その 他 


ピス の み 実 施 で きる ) 


収入 に よっ て 1…3 割 (原則 1 割 ) 


65 歳 以上 (疾病 等 関係 な し ) 40 歳 以上 
65 歳 未満 (介護 保険 の 特定 疾病 に 該当 
する 人 ) で 、 要 介護 ( 要 支 援 ) 認 定 を 受け 
て お り 医 師 に より 訪問 看護 が 必要 と 指 
示 を 受け た 療養 者 


医師 に よる 訪問 看護 指示 書 が 必要 


要 介 護 度 に よる 区 分 支給 限度 基準 額 に 
合わ せ た ケ アプ ラン 内 で あれ ば 、1 日 ・ 
1 週間 単位 で 制限 な し (2 か 所 以上 の 訪 
問 看護 ステ ーション の 利用 も 可能 だ が 
それ ぞ れ に 訪問 看護 指示 書 が 必要 ) 


20 分 、30 分 、60 分 、90 分 と いう よう に 
滞在 時 間 に よ っ て サー ビス 費 が 異な る 
(訪問 看護 リハ ビリ は 20 分 が 原則 ) 


訪問 看護 ステ ーション が 定め る 訪問 エ 
リア 内 で あれ ば 交通 費 は 必要 な し 、 エ 
リア 外 で は 訪問 看護 ステ ーション が 規 
定 し た 交通 費 が 必要 

訪問 看護 指示 書 と ケア プラ ン に 基づい 
て 訪問 看護 師 が 立案 

保健 師 、 看 護 師 


訪問 者 護 ス テー ショ ン ご と に サー ビス 
開始 時 に 書面 に よる 契約 が 必要 (重要 事 
項 の 説明 な ど が 必須 ) 


中 心 静脈 栄養 法 


口 在宅 中 心 静 脈 栄養 法 く HPN*〉 は 、 経 口 また は 経 管 
に よる 栄養 摂 取 が 不可 能 ・ 不 十分 な 状態 で ある が 
入院 治療 を 必要 と せ ず に 病状 が 安定 し て いる 患者 
が 適応 で ある 。 

口 患 者 と 家族 が HPN を 理解 し た うえ で 希望 し て いる 
こと と 、 医 療 機関 や 調剤 薬局 と の 連携 が 取れ 、 患 者 
ある い は 家族 が 管理 で きる こと が 求め られ る 。 

口 HPN は 24 時 間 連 続 注入 と 間欠 的 注入 に 分 けら れ 、 
さら に カテ ー テ ル 挿 入 方 法 に よる 分 類 ( 表 8) が あ 
る 。 

口 在宅 用 の 輸液 ポン プ が ある 。 外 出 で き る 充電 タイ 
プ も あり 必要 に 応じ て 使用 する 。 

調剤 薬局 に 無菌 調剤 を 依頼 する な ど 連 携 が 可能 で 
ある 。 調剤 薬局 は 輸液 セッ ト 、 針 、 輸 液 バッ グ 等 
を 供給 し て 保険 請求 が 可能 で ある 。 

口 入浴 時 の ケア は 表 9 の 通り 。 
合併 着 に は カテ ー テ ル に よる も の (血栓 、 空気 守 
栓 、 感 案 な ど )、 代 謝 異 常に よる も の ( 高 血 入 な ・ 低 
血糖 、 電 解 質 異常 、 必 須 ア ミノ 酸 欠 乏 、 微 量 元素 
欠乏 など) が ある 。 


* HPN】home parenteral nutrition 


皮下 に ボー ト ( 針 を 何 度 で も 共 | 鋼 全 下 な ど を 奏 刺 し て 皮 | 側 衣 脈 、 桃 充 脈 、 
剤 で きる 部 分 ) を 埋め 込む 外科 | 下 に カテ ー テ ル を 通し 、 | 肝 正 中 皮 和 脈 な ど 腕 の 競 有 
的 処置 が 必要 で ある 。 皮膚 と | 上 大 競 脈 に 先 強 を 置く 方 を 容 東 し て 長い カテ ー テ ル 
ボー ト に 刺す の は 専用 の ヒュ | 法 。 を 搬入 し 、 策 葛 及 や 銀 和 
ー バ ー 針 で 、 ポ ボート を 損傷 下 静 脈 を 経由 し て 上 大 吉 脈 
な いよ うに で き て いる 。 に 先端 を 置く 。 


N 有 ご / 


し | 
=* 【PICC】peripherally inserted central Cathetpr 


入浴 時 の ケア 


* ヒュ ー バ ー 針 を 抜去 し て 消毒 を する 。 絆 | @ ゅ ルー ト を は ず し 、 防 水 ド レッ シン グ 材 で 
創 斉 で 保護 し た ら 数 時 間 後に は 入浴 が 可 カテ ー テ ル 挿 入部 位 全体 を 覆う 
能 で ある , s 入浴 後 は 防水 ドレ ッ シ ン グ 材 を は が し 、 
* 入浴 後 や 絆 創 育 を は が し た 後 な ど に 皮膚 挿入 部 位 を 観察 ・ 消 毒 する 。 ド レッ シン 
に 異常 が な いか を チェ ッ ク す る , グ 材 を 貼り 、 清 源 操 作 で ルー ト を 接続 し 
固定 する 


英 溢 牙 。 大 等 製 工 場 - 在 所 中心 表 包 栄 装 法 (HPN) の 手引 き . を 参考 に 作成 
https://www ptsukakijp/healthcare/home_nutrition/hpn_pdf(2020/1/24 ア クセ ス ) 


表 彰 
月 寺 中 順 目 ( 出 且 莉 準 に は 「 青 義 、 経 管 ・ 経 立 状 法 」 が 学 が っ て いる が ここ で は 略 逆 を 取り 上 げ る ) 


口 表 間 は お も に バル ー ン 型 と バン パー 型 に 分 類 で き 
る ( 表 10)。 

口 胃 痩 を 人 造 設 し て も 経口 摂取 が で きる 患者 は 、 医 師 
と 相談 し 安全 に 配慮 し て 経口 か ら 食 べ て も よい 。 

栄養 剤 注入 の 前 に は 胃 内 容 物 の 残留 が な いか 確認 
し て 胃 内 の 空気 を 抜き 、 閥 孔 の 位置 や チュ ー ブ の 
長 さ が 変わ っ て いな いか 、 姿 勢 は 正しい か な ど を 
確認 する 。 な お 無菌 操作 で 行う 必要 は な い 。 

口 注入 後 は チュ ー ブ 型 の 場合 、 温 水 な ど で 満た し て 
洗浄 する 。 30 分 か ら 1 時 間 は 上 体 を 起こ し て お く . 

口 患 者 に は 、 毎 日 の 体温 や 便 の 状態 な ど を 記録 する 
こと や 、 挿 入部 の 皮膚 観察 な ども 指導 する 。 

経口 摂 取 を し て いな く て も 毎日 の 口腔 ケア が 必要 
で ある 。 た だ し 、 栄 養 剤 注入 直後 は 逆流 の お それ 
が ある た め 行 わな い 。 

口 栄養 天 は 室温 程度 の 温度 の も の を 注入 する 。 開 圭 
は な る べく 注入 直前 と し 、 残 っ た 場合 は 清潔 な 容 
器 に 入れ 冷蔵 庫 に 保管 し 24 時 間 以 内 に 使用 する 。 


胃 間 の 分 類 


バルーン ・ ボ タン 型 


@ 交換 が 容易 で ある が 、 バ ン パ バー 型 より 抜け や すい の で 注意 する 。 
* 長い 部 分 が 体外 に 出 て いる た め チ ュー ブ 型 の ほう が ボタ ン 型 より も 自己 抜 
去 ・ チ ュー ブ の 傾き な ど が 起こ りや すい 、 


バル ー ン ・ チ ュー ブ 型 


バンパ ー・ ボ タン 型 


- ===: 
に に ヨ 胃 壁 


e 交換 吾 度 が 少な たく て 済む が 、 胃 壁 に バン パー が 食い 込む トラ ブル (バン パー 
埋没 症候 群 ) の お それ が ある 。 

@ 1 日 に 1 回 、 カ テー テル を 至 く 胃 内 に 押し 込ん を で 、 ス ムー ズ に 回 る か どう か 
を 確認 する 。 


バン パー・ チ ュー ブ 型 


(参考 文献 1. 小野 玉 溢 監 覆 、 ア ポッ ト ジ ャ バン 株 式 会 社 : 安心 ・ 安 全 な 栄養 療法 を めざし て 経 管 栄 養 の 手引 き . httn-//products abbott oo in/general/library/pamphlgt/keikan_aiyoupdf(2020/1/10 アク セス ) 
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予想 問題 過去 問 で 知識 を 
確認 し よう ! 間違え た 問題 は 


問題 1 の 9 EFD | hm ロ zB ロ 3 上 


ボン ベ 容 量 500L の ボン べ で 、 圧 力 計 が 7.0MPa を 指し て いる 。 
鼻腔 カニ ュー ラ で 2L / 分 で 酸素 吸入 を する 場合 、 あ と 何 分 使 
用 で きる か 。 近 い 数 値 を 選べ 。※ 充 填 圧 は 14.7MPa 

1. 100 分 

2. 120 分 

3. 150 分 

4. 180 分 CE > 


問題 2 | 1 上 2 ロ 3 昌 上 


プ ブレー デン スケ ー ル の 評価 項目 に な い の は どれ か 。 

1. 知覚 の 認知 

. 栄養 状態 

- 牧 疹 の 深 さ 

摩擦 と ずれ CE ぅ 


よ の 


問題 3 

経 管 栄 養 法 に お いて 、 経 鼻 カ テー テル の 位置 を 確認 する の に 

適切 な の は どれ か 。 

1. 嘩 液 を 飲み 込ん で も らい 中 運動 を 見 る 。 

2. 挿入 部 の 間 痛 や 違和感 が な いか 確認 する 。 

3. 注射 器 を カテ ー テ ル に 接続 し て 10…20mL 栄 養 剤 を 入れ 
て みる 。 

4. 注射 器 を カテ ー テ ル に 接続 し て 、 注 射 器 の 内 筒 を 引き 、 
胃 内 容 物 を 吸引 する 。 


| gh ロ amB am 


CE * 


問題 4 @⑳ ry 


緑茶 で 服用 する と 効果 が 低下 する の は どれ か 。 

1. 鉄 剤 

2. カル シウム 牛 抗 薬 

3. 抗 て ん か ん 薬 

4. 抗 凝固 薬 LR 衣 


| 由 1 加 上 口 2 上 3 回 


問題 5 | tg 2B 3 


平成 29 年 (2017 年 ) の 国連 エイ ズ 合 同 計画 (UNAIDS〉 の 報告 に 

お いて 、 ヒ ト 免 疫 不全 ウイ ルス 〈HIV の 新規 感染 者 が 最も 多 

い 地 域 は どれ か 。 

1. 東 ア ジア と 太平 洋 諸 国 2. 北ア メリ カ 

3. 中 東 と 北ア フリ カ 4. サハ ラ 以 南 の アフ リカ 
CE * 
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問題 6 @ 施 証 語 5: ghmgzggsm 


災害 医療 に つい て 正しい の は どれ か 。 
災害 拠点 病院 は 市 町 村 が 指定 する 。 
第 7 次 医療 計画 の 中 に 災害 医療 が 含ま れる 。 
防災 訓練 は 炎 害 救助 法 に 規定 され て いる 。 
災害 派遣 医療 チー ム 〈DMAT〉 は 災害 に 関連 し た 長期 的 な 
医療 支援 活動 を 担う 。 
GE > 


人 計 


問題 1 1 回 上 2 加 用 3 加 目 
診療 情報 の 取り 扱い で 適切 な の は どれ か 。 
- 診療 情報 の 開示 請求 は 患者 本 人 に 限ら れる 。 
医療 者 は 患者 が 情報 提供 を 受け る こと を 拒ん で も 説明 する 。 
2 昭 感染 症 の 届出 は 患者 本 人 の 同意 を 得 な けれ ば な ら な い 。 
他 院 へ の セカ ンド オピニ オン を 希望 する 悪者 に 診療 情報 
を 提供 する 。 ii 


まい の いい ー 


問題 8 i 1 回 目 2 回目 3 回 上 
健康 保険 法 に よる 訪問 看護 サー ビス で 正しい の は どれ か 。 
サー ビス 対象 は 75 歳 以上 で ある 。 
訪問 看護 師 が 訪問 看護 計画 を 立案 する 。 

要 介 護 状態 区 分 に 応じ て 区 分 支給 限度 基準 額 が 定め られ 
て いる 。 

利用 者 の 居宅 まで の 訪問 看護 師 の 交通 費 は 、 診 療 報酬 に 
含ま れる 。 ョ 


な 


: 円 回目 中 2 回 目 3 回 上 


|: じ 議 第 104 回 午前 72 


在宅 中 心 静 脈 栄養 法 く HPNy に つい て 適切 な の は どれ か 。 
- 輸液 ポン プ は 外出 時 に は 使え な い 。 

24 時 間 持続 する 注入 に は 適さ な い 。 

- 輸液 の 調剤 は 薬局 の 薬剤 師 に 依頼 で きる 。 


ふい の い 


. 家族 が 管理 で きる こと が 適用 の 必須 条件 で ある 。 
GE 


1 1 回 目 ロ 2 卓上 


胃 療 か ら の 経 管 経 腸 栄養 法 を 開始 し た 在宅 患者 の 家族 に 対す 
る 説明 で 正しい の は どれ か 。 

1. 液状 の 栄養 剤 は 開封 後 数 日 間 使用 し て よい 。 

- 栄養 剤 の 注入 は 無菌 操作 で 行う 必要 は な い 。 

- 胃 痩 を 造 設 し た の で 経口 摂取 は 禁止 と な る 。 

- 胃 痩 カテ ー テ ル は 週 に 1 回 交換 する 。 


た の いい 


前 の ペー ジ に 戻っ て お さら い を 


資料 請求 は に 55! 


て の 号 に 掲載 され て いる 病院 の 資料 は 、 左 の 
と じ 込 み は が き (切手 不要 ) で すぐ に 請求 で きま す 。 
※ 資 料 は 病院 より お 送り いた し ます 


まず は 身 だ し な み を 第 一 印象 を 左右 する の が 身だしなみ 。 男 女 と も に 、 サ イズ の 合っ た スー ツ を 


に に チェ ッ ク し よう ! : 選ん だ うえ で 、 し わ や ほこ り に 注意 し て 清潔 感 の ある 着こなし を し まし ょ う ! 


男性 
き 清潔 感 の ある 短め の 髪型 に 整え る 
* ネクタイ は 「 ス マー ト な 印象 の 紺 」「 さ わ や か な 印 


象 の 水色 」 と 使い 分 ける と よい が 、 派 手 な 色 や 柄 
は NG 


き 椅子 に 座る と と を 想定 し て 、 靴 下 は 長 さ に 余裕 を 


に か か ら な いよ うま と め る 

き メイ ク は ナチ ュ ラ ル な も の で 、 清 潔 感 が 出る よう に 

き 服装 は 、 黒 ・ 紺 ・ グ レー の リク ルー トス ー ツ に 白 
い シ ャ ツ が 無難 
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よい 第 一 印象 は : 控え室 で は も ちろ ん 、 最 寄り 駅 に 着い て か ら 病 院 に 向かう と きも 、 見 られ て 
いる と いう 意識 を も ち ま し ょ う 。 入 退室 の と きも バタ バタ し た 印象 を 与え な い 


『 ーー ^ 画 接 の 前 "か ら ! : よう 、 何 度 か 練習 し て お く と 安心 で す 。 


! 軽く 3 回 ノッ ク を し た あと 、「 ど う ぞ 」 2 「 失 礼 し ます 」 と 言っ て 入室 。 面 接 官 に E 椅子 の 右側 に 立ち 、「 〇 〇 看護 専門 学 
と 言わ れ て か ら ドア を 開け る お し り を 向け な いよ う 注 意 し な が ら 、 校 ( 大 学 看護 学部 ) の メメ で す 。 よ ろ し 
静か に ドア を 閉め る く お 願 いい た し ます 」 と あい さ つ す る 


終わ っ た ら 「 あ り が と う ご ざ い 


指示 が あっ て か ら 着 席 す る ジ 
口 足 を そろ える ま まし た 」 と お じ ぎ を し て 立つ 。 

背 生 を 伸ばす ドア の 前 で も う 1 度 お じ ぎ を し 
口 手 は ひざ の 上 に 置く て 退室 する り 
ロバ ッ グ は 椅子 の 横 に 置く て 


Y 
に 1 
と 
要点 を まとめ て : 面接 で は 、 自 分 の 意欲 や アピール ポイ ント を 端的 に 伝え た いも の 。 と は いえ 、 
ヽ 緊張 の あま り 頭 の な か が 真っ 白 に な っ て し まう か も し れ ま せん 。 予想 だ に し な い 
. 馬 明る いい 受け答え 質問 が 投げ か けら れる と と も ある た め 、「 こ う 聞か れ た ら 、 こ う 答え る 」 と いう 想 
を し よう 定 問答 を な る べく 幅広 く 準備 し て お く と よい で し ょ う 。 話す と き は 、 相 手 の 目 を 
う 見 て 、 明 る く ハキハキ し た 受け 答え を 意識 し まし よう 。 


* 志望 動機 看護 師 を めざし た きっ か け 
\* どん な 看護 師 に な り た いか 
W 配属 や 進路 の 希望 な ど 


き 自分 の 長所 ・ 短 所 
趣味 ・ ア ル バ イ ト ・ サ ー ク ル 活 動 な ど 学 校生 活 
\ 時 事 問題 (普段 か ら ニ ュー ス を チェ ッ ク ) な ど 
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Hyogo-chuo hospital 兵庫 中 央 病院 の 看護 師 に し か で き な い ステ キ な 体験 を シリ ー ズ で ご 紹介 し ます 。 


/ 本 第 2 回目 の エピ ソー ド は 、 


ITSing Of ST le きき ん の 者 び を きっ か け に 、 
| JTSHIB OL ら 1 ー 試行 錯 訓 を 繰り 返し 、 し っ か り 向き 合っ て 


ーー 看護 する うち に 「 看 護 の 楽し さ 」 に ー 細 
ーー- 兵庫 cn 央 病 院 ーーー ペ ーーーー つ を て oe 2 
iP 笑顔 の 看護 体験 記 心 あ た た まる エピ ソー ド で す 。 ーー 
に ・] 
Li 。 還 | 間 旧 」 還 本 回 隔 =ー プ 


本 音 を 語 り 合 う と で 、。 人 職 し た て で まだ まだ が 仕事 に 慣れ て いな い 頃 、 
何 度 ち も ナー スコ ー ル を され る 愚者 さん が いら っ し ゃ いま し た 。 
看護 の 楽し さ が その 愚者 さん は ある 日 、 導 を と っ て ほし いと 言わ れ ま し た 。 
気管 まで カテ ー テ ル が 入り に くい 方 だ っ た の で す が 、 そ の 日 は 偶然 うま く 
見 えて くる 。 入っ て 「 す っ ご い 、 す っ きり し た ! 」 と 喜ん で くだ さい まし た 。 
私 は を それ を きっ か け に も っ と 確実 に 吸引 で きる よう に な り た いと 思い 、 
試行 錯誤 する よう に な り まし た 。 
少し ずつ 上 達し て きた ある 日 、 そ の 患者 さん が 
「 あ な た に 和 夜 5 い て ほし いな 。 い つも 、 い っ ぱい 呼ん で ご めん ね 。 
局 し い の は わか っ て いる の よ 」 と お っ し ゃ いま し た 。 
その 患者 あん は よく ナー スコ ユー ル を され ます が 、 
し っ か り と 向き 合っ て 本 音 や 想い を 知る と 、 
看護 は 大 変 な 仕事 で す が 、 苦 で は な いと 感じ る よ うに な り ま し た 。 
忙し い 毎日 で す が 、 思 者 さん の 想い に 耳 を か た むけ て 、 


目 果 HE 


0 安心 で きる 有 護 を し て いき た いと 感じ た 思い 出 で す 。 

神 綴 内 科 ) 動 務 

H 導 丈 こ の 文章 は 、 文 化 放送 ナー スナ ビ SmileBook2020(2019 年 発行 ) よ り 引 用 し て いま す 。 
| 


0 兵庫 中 央 病院 


本 TEL. 077- 63- 2121 http: 77hyogo-chuo- hosp.jp/hurse_sec/ 


| 軌 仙 日 程 。 | 

2 3/14⑤、3/21@、 

肥 席 和 、 歯 科 、 放 射線 科 麻 酢 科 1 了 [ 5 3/28@、4/1 16@9、 

看過 数 : 694 名 me 4/18@、4/29@⑳、 

004 症 「 ピ 一 信 iee.e2oe、 
JR 裕 朝 線 三田 駅 より バス 7 分 〒669-1592 兵庫 上 大 原 7/18⑥ 


救命 救 急 セ ンタ ー 28 床 ICU 10 床 


看 護 を \ NICU9 床 ” 区 軌 搬 入 御 数 8741 補 


分 金 件 数 453 件 年 心 カテ 治療 件 数 952 件 年 
地域 医療 支援 病院 ) 地域 が ん 診療 失 捉 院 


24 時 間 、 い つ で も 、 誰 で も 、 ど こ で も 
最善 の 医療 を 受け られ る 社会 を 目指 す 私 達 は 
あな た 達 が 共感 し 、 覚 司 す る な ら ば 、 し っ か り と 育て る 準備 が あり ます 。 


宇治 徳 洲 会 病院 は 医療 圏 40 万 人 の 健康 を 支え る 

教 命 救急 モン ター、 地 域 周 産 期 母子 医療 セン ター、 災 害 拠点 病院 と し て 、 
昭 和 54 年 の 開院 時 250 床 か ら 473 床 まで 成長 し て きま し た 。 

それ は 、 病 院 を 支え る 優秀 な スタ ッ フ た ち が 血 と 汗 を 流し て 歩ん で 

築き 上 げ て きた 「 誇 り ] で す 。 


2021! 年 !4 月 日 付 時 新卒 3 看護 職員 採用 試験 低 学年 向け 


|2020 年 度 内 採用 置 キ ャ リア 


募集 人 員 計 新 50 名 (うち 肪 導師 5 名 ) mW や イン ター ンシップ ・ 見 学会 
- キ ャ リア ナー ス 20 名 (4 月 付 採用 年度 内 採用 計 ) ! 
ry で 8 き 希望 する 2 部 署 を 体験 可能 
第 1 回 5 月 『8 日 ( 金 )・9 日 ( 土 ) 応募 締切 4 月 28 日 ( 火 ) 交通 費 片道 分 支給 ! 
第 2 回 6 月 3 日 ( 土 ) 1 日 (日 ) 応募 締切 6 月 2 日 ( 火 看護 部 HP「 申 込 カレ ンダ ー」 よ り 
第 3 回 7 月 11 日 ( 土 ) 応募 締切 6 月 30 日 (X) お 気軽 に お 申し 込み くだ さい 。 
EEE に コ 応募 締切 6 月 1 晶 2 http://www.ujitoku.orijp/nurse/ 


・ キ ャ リア ナー ス 。 随時 


法人 徳 洲 会 〒611-0041 京都 府 宇治 市 楓 島町 石橋 145 


TEL  :0774-20-1111 FAX : 0774-20-2336 


宇治 4 向 洲 会 病 OO 
※※ 宮 位 1 内 西 0120-688-677 


IMS グ レー プ 医療 法人 社団 明 芳 会 


上 多 折 橋 中 央 総合 病院 


宮 
東北 新幹線 
宇都 宮 線 


ee 東武 東上 線 
と きわ 台 
人 


東京 都 *、 
板橋 区 の 3 


579 床 の 『 計 。 総 合 病院 
急性 期 
病 院 - 拓 ご 人 く だ 
、 績 看護 部 スマ ホ 


サイ ト は こち ら / 
 〒174=0051 東京 都 板橋 区 小豆 沢 2=12=7。 回 回 
嗣 TEL.03-3967:HL69 ( 直 護 部 直通 ) 中 
る 
3 上 E-mail. kangobuibh@ims.gr.jp 
計時 http://wwwiims-itabashi-kango.jp 回 " 


器 国 癌 画 上 隅 圏 画 隅 英男 


バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


⑯ 通 常 号 バ ッ ク ナ ン バ ー - 
⑱ 了 臨時 増刊 号 バ ッ ク ナ ン バ ー 


ーー ll と テー 
| 記 = 央 選 過 去 問 必 條 


専 これ だ け 覚 えて 8 宣 と ろう ! 


間 見 て お け ば 点 に な る ! 


@ 先 輩 た ち が 教 えて くれ た ! 


] 月 号 


人 @ 症 状 史 看護 計画 の 


再 こ うす れ ば よかっ た ん だ ! 


@ 実 習 で の ケア や 


更 看 師 の か げ さ ん に 聞く ! 


2020 キ 月 呈 


必修 剛 是 
上 出 ぜん ぶ ま と め ま し た ! 


国 試 イラ スト 問題 


国 試 前 日 ・ 当 日 の リア ル 


立て か た 
(呼吸 困 工 / 不 / 浮 莉 / 
叶 下 障害 / 便 秘 / 居 参 感 ) 


認知 症 恵 者 さん と の 
か か わり か た 


2019 年 8』 号 


看護 過程 に 使え る ! 
クリ ニカ ル バ ス 活用 法 


実習 で 聞か れる 
ケア の 根 搬 


看護 師 国 試 2020 
パー フェ クト 予想 問題 集 


短信 看護 師 国家 試験 対策 プロ ジェ クト 


本 書 の 構 記 
介 視 呈 夫 材 
人 @ 鶴 109 回 大 条 師 国家 試験 信 向 と 対策 
必修 問題 100 問 便 一 般 問 琴 150 問 
@ 状 況 設定 同列 60 問 


バッ ク ナ ン バー に つい て は 、 
直近 2 年 間 を 
在庫 し て お り ま す 。 
月 号 に より 品 切 の 場合 も 


ご ざい ます 。 


定価 1,100 円 (10% 税 込 ) 毎月 10 日 ご ろ 発売 間 江 全 は 電子 度 も 
- 定 価 1,500 円 (10% 税 込 ) 4 月 ・10 月 発売 


購入 で きま す 


2020 年 | 月 呈 209| 2』 ョ 
特集 符 集 
@ 二 109 加 団 @ 況 設定 間 題 も 佑 く な い ! 
一 生還 ここ だ け お さえ る ! 国民 に よく で る 疾 串 X 状 況 
の 国 試 琶 覚え に くい & 
知っ て お け ば 点 に な る ! 今年 ね ら われ る と ころ を 
アセ スメント スケ ー ル 図 で 解説 ! 
見 て わか る 関係 法 夫 


更 合 格 し た 先輩 た ちの 
国 試 対策 スケ ジュ ー ル 


還 た 形 性 朋 関 節 古 鹿 罰 みこ れ が で る ! OR 
問題 60 問 | = と まぜ ん ぶ 覚 える 統計 OOK 


- 記 較 第 109 回 国 試 ぜん ぶ 光 える 関係 法規 BOOK 


209 和 | 0』= 2019 年 の 
1 特集 
@ こ れ だ け お さえ て 安心 ! と に がく 時 間 が か か る ! 
疾 吾 別 周 術 期 看護 の ポイ ント を 解決 する 
音 指 必 ナ ー ス の 実習 記録 の 時 短 ワ ザ 
本 音 が 知り た い ! 再 手 過 ご と に わか る ! 


行動 計画 の 立て か た 


2019 年 6』 号 


特集 

@ よ くわ か る 
母性 看護 過程 の 
書き か た 


本 の な が た 


人 増え て き て いる 仙 流 (コピ ー し て その まま 
ペア 実習 の 貼れ る ! ある と 便利 な 
* 男 っ た "を 解決 ! 実習 メモ 書式 


| 2019 年 お 月 世 天 増刊 
全 働 天宮 に 使え る ! | 急性 期 実 習 に 使え る ! 
生前 計 二 あー 
間 著 : 北 島 泰子 中村 充 洗 
ぜんぶ ガ イド 
@ 人 信明 震 必 ! 周 術 期 の 天才 さん の 


< で 電 ま ー ま ーー 須 明 皇 笠 が 皇 迄 で わか る |! 入 症 一 舌 徐 を > つの 
経過 に 分 け て 、 観 球技 術 まで 必要 な 知識 


ーー を すべ て 解説 ! 


いま な ら 、 本 誌 巻末 に つい て いる 定期 講読 は が き 、 ま た は 
右記 の QR コー ド か ら 、 年 間 定 期 購読 を お 申し 込み いた だ いた 方 に 


選べ る 特別 プレ ゼン ト ! 


や や こし いと ころ ヶ 
よく わか る BOOK : ー ウ 


座 2019 生 4 月 号 
付 縁 と 同じ も 
の に な り ま す 


@5 = 
9 B5 サ イズ 
に 3 36 ペ ー ジ 
こう 吉 抽 計 ほお 料 に >2 介 
NEW 疾患 貼っ て 覚え る ! 暗記 解 生 理 の や や こし い 
まる わか り ガ イド ポス ター セッ ト (S 枚 ) ここ が よ わか る 899N 


お 送り いた し ます 。 


の 1 プチ ナス 年 問 定期 購読 を お すす めし ます ! 


送料 


計 4 16,200 円 ee 箇 


通常 号 定価 1.100 円 (10% 税 込 )X 12 冊 (毎月 10 日 ご う 発売 ) 
臨時 増刊 号 定価 1.500 円 (10% 税 込 )X 2 了 冊 (4 月 ・10 月 発売 ) 


定期 購読 の お 申し 込み & バ ッ ク ナ ン バ ー の ご 注文 方 法 


パッ ク ナ ン パー は 1 冊 か ら ご 注文 で きま す  ※②④③ は 送料 が か か る 場合 が あり ます 


小学 馬 パ ブリ ッ シ ン グ サ ービス の 
ホー ムペ ー ジ は こち ら か ら 


= 中 ーーーーーーーーーーーー 
http:7/www.shogakukan.co.jp/mag-kou2 


照 林 社 は 、 販 売 業務 を 上 記 業 者 に 委託 し て いま す 。 お 申し 込み の 詳細 は それ ぞ れ の 書店 、 通 信販 売 業者 に ご 確認 くだ さい 


1 沖 NN 介 且 手 提 NINN 介 用 MWMINSN 


そん な 人 に 読ん で ほし い ! 


実習 記録 に 悩む 看護 学生 の た め の 


実 震 記 録 の 入門 書 / 


⑬ 照 林 社 


『 ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 = 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す 


。 病棟 で の 


*/ ヽ 
/ ロ つ 


] 日 の 流れ に : 


攻 較 I 主 な 内 容 ( 目 次 ) 
生計 画 和男 竹 原 が よ くわ か ー し 

の た め の き 実習 で 大 切 に する こと 
邊 護 学 生 き 実習 前 の 準備 


W 8 :30 一 日 の 行動 計画 を 調整 する 場面 

W 9:30 環境 を 整え る こと へ の ケア 場面 

W 10 : 00 バイ タル サイ ン の 測定 と 観察 の 場面 
き 10 : 30 記録 物 か ら の 情報 収集 の 場面 

W 10 : 30 清潔 に する こと へ の ケア 場面 


臨地 実習 
ナビ SD - 


年 


行動 計画 ・ 看護 手順 が よく わか る 


看護 学生 の た め の 臨 地 実習 ナビ (mW 


編著 : 本 江 朝 美 ( 横 泊 基 学 護 学部 革 礎 大 誠 学 大 学院 邊 学研 究 科 ケ ア 技術 学 教授 
(オー ルカ ラー) 定価 : 本 体 2.000 円 + 税 BS 判 240 頁 ISBN978-4-7965-2473-5 


ET 
- OK に な る 実習 記録 と は 
』 実習 記録 で 大 切な 自 護 過程 の お さら い 
』 実習 記録 用 紙 ご と の 書き 方 の 基本 と ボイン ト 


アセ スメント ^ 震 護 診断 (問題 の 明確 化 ) 

者 護 計画 立案 

者 護 計画 実施 (SOAP の 書き 方 ) 

行動 目標 行動 計画 の 書き 方 
= 実習 記録 を より よく する た め の よ く あ る 悩み QA 
= 付録 実習 記録 に まつ わる ルー ル 


実習 記録 に 
つま ずい た と き 読 お 本 


著 : ロー ザン 由 番 里 ユア ナー シン グ 代表 
定価 : 本体 1.600 円 + 科 


B5 判 152 貢 
ISBN978-4-7965-2477-3 


: http:/www.shorinsha.co jp/ 


ビ ゲ ー ト ! 


W 11 : 15 排 湯 する こと へ の ケア 場面 

W 12 : 00 食べ る こと へ の ケア 場面 

W 13 :00 眠る ・ 休 息 する こと へ の ケア 場面 
W 14 :00 動く こと へ の ケア 場面 

W 15 : 00 一 日 の まとめ の 場面 

m 全 人 的 理解 に 基づく ケア リン グ の 実践 
行動 計画 の 記録 例 


『 ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 き 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す 


⑬ 照 林 社 


http://Www.shorinsha.co.jp/ 


ル 


1 ララ た た = の SN 


プチ ナー ス 国 試 部 過去 問 
Twitier で 


過去 問 出題 中 ! 


週 1 回 、Twitter の プチ ナー ス 公式 アカ ウン ト ((@petit_nurse) 
か ら 頻 出 の 過去 問 を 出題 。 さ ら に 翌日 、 国 試 対策 の プロ に よる 
解説 を 公開 し ます 。 毎週 水 ・ 木 曜日 を お 楽し み に ! 


毎週 水曜 sk 毎週 木曜 過 ま 問 の ハツ イー ト に 
リプ ライ ム の 隊 で 
問題 出題 に 人 


解説 執 重 大 塚 真 己 先生 看護 師 国家 試験 対策 アド バイ ザー 


東京 医科 歯科 大 学 医学 部 保健 衛生 学科 卒業 。 病 棟 、 医 院 勤務 の の ち 、 
予備 校 ・ イ ベン ト 等 で 国家 試験 対策 講座 を も つ 。 


Twiffer・Instagram 


で 書籍 が あたる ! 


毎月 2 冊 、 照 林 社 の お すす め 書 籍 を プレ ゼン ト 広 
Twitter や Instagram か ら カ ンタ ン に 応募 で きち ゃ いま す ! 


今月 は コレ ! リ / 
トト ュ 。 | 認 朋 9 昌紀 記 
3 月 9 日 (月 ) 


『 ナ ー ス の た め の 
基本 薬 第 2 版 』 


B6 判 560 真 
本 体 2.400 円 + 税 


Ye 
応募 の し か た 


抽選 で 1 名 様 
介 四 7 葵 フォ ロー& リ ツイ ー ト する だ け に 607 


@ プ チ ナ ー ス 公式 アカ ウン ト (@petit_nurse) を フォ ロー する 
短 プ レ ゼ ント 告知 の ツイ ー ト (毎月 1015 日 頃 に 投稿 ) を 


上 記 期 間 内 に リツ イー ト す る 
Er ! 括 入 月 の ヲチ ヂ 才 2 で 投稿 する だ け ! 


但 プ チ ナー ス の 今月 号 (今月 は 3 月 号 ) の 感想 な ど に つい て 、 
ハッ シュ タグ 「# 今 月 の プチ ナー ス 」 を つけ て 自由 に 投稿 する 


お 読み くだ さい (fwiWier ・ Inslogrom 講 后 プ レビ ント に つい て ) 


き 当 選者 の 方 に は 、Twitter/Instagram の ダイ レク トメ ッ セ ー ジ で ご 連絡 いた し ます 。 ダ イレ クト メッ セー ジ 内 に 記載 の 期間 内 に ご 返信 いた だ け な い 場合 は 、 当 選 無 効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 
応募 の 了 は 、 ダ イレ クト メッ セー ジ を 受け 取れ る 設定 に な っ て いる こと を ご 確認 くだ さい 。 WTwitter の リツ イー ト は 、 公式 リツ イー ト に 限ら せ て いた だ きま す ( 引 用 リツ イー ト は 対象 外 で す ) 。 


*Twitter で の リツ イー ト 、Instagram で の 「* 今 月 の プチ ナー ス ] 投稿 は 期間 中 何 回 で も 可能 で す が 、 応 募 は お 1 人 に つき 1 回 と し て カウ ント させ て いた だ きま す 。 


$ 最新 情報 を 発信 中 ! プチ ナー ス の 公式 アカ ウン ト 
ト indoorom LINE 友だち 検索 ー プ チ ナ ー ス 


@puchinurse ID 検索 か ら は gpetit_nurse で 友だち 追加 し て ね 『 facebook.com/ 
| * 8 産 未満 の ユー ザー は ID 検索 が で きま せん 。 Petitnurse 
ュー ーーー | ほか の 方 法 で 友だち 造 加 し て くだ さい 。 


@petit_nurse 


llustration - Kumiko Umakakeba 
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田 語 軸 は これ で バッ チリ ! 


3/10 ( 火 ) 
発売 予定 


看護 学生 
*。 スタ ディ ガイ ド 
2021 


編集 : 池 西 静江 ・ 石 束 佳子 
定価 : 本 体 5.400 円 税 
A5 判 本 編 1.392 頁 十 別 冊 224 頁 
ISBN978-4-7965-2480-3 


スタ デ ガイ ド ' 


ぐ く 
し 授業 で 学ぶ 全 科 目 の 
ウ グ ポイ ント が 一 冊 に ! 
吉井 6 と p 
・ 2 GE ma 
に デ CS う ! 
たり テ 人 ロ 


6 
5 。 試 出題 基準 の 
2 kari- 


1 実 泊 で 問わ れる 技術 や 
疾 了 の 知識 も 登 富 に 掲載 


くわ し い 本 の Fesed ロ 
@ 照 林 社 ( 補 ) 0 
こち ら か ら 回 


人 @ ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 


IZ0Z Sping 4pniS JuapnjS 5ujsjn, 


に >、 間 


プチ ナス 3』s 


[ し きゅう が ん ] 


林 み ま 子 周 手術 期 
mumraweezrme mn 注目 する 病 期 の POINT 


赤十字 吉瀬 大学 大 学院 香 誠 学研 究 村 修 
十 課 程 必 了 (看護 学 振 ーッ 10 年 
北 還 大 学 大 学 要塞 学 研 

斉 科 骨 了 (看護 学 博士 )。2013 年 より 
に 有 


ココ の 悪性 角 瘍 で 子宮 頭 が ん と 子宮 体 が  : 題 が 患者 の 生活 に 大 き な 影響 を 与え る 可能 性 
に 丘 ビー ん に 大 別 さ れる 。 子 宮頸 が ん は 若年 層 で の 容 : が ある 。 そ こ で 、 今 回 は この 手術 を 受け る 子 
RE 昌 率 ・ 死 記 率 が 高く 、 子 宮 体 が ん は 未 出産 や : 宮 頭 が ん の 吉 者 の 周 手術 期 に 焦点 を 当て る 。 
人 人 午 出産 回 数 が 少な い 女性 に 多い 傾向 に あり 、 い  : 看護 師 は 、 広 池宮 全 摘出 術 を 受け る 志 才 

ずれ も 女性 に と っ て 重大 な 疾患 で ある 。 : に 対し て 、 和 後 合 俳 症 の 予防 と と も に 術 前 か 

子宮 が ん の 主たる 棋 治 豚 治療 の 1 つ は 手術 : ら 如 者 の 生活 状況 や 心理 状態 を 十分 に 把握 
療法 で ある 。 衛 式 は いく つか あり 、 術 式 に よ  : し 、 術 後に 患者 が 自ら の 身体 変化 を 受け 入れ 
っ て 術 後 の 経 過 も 必要 な 看護 援助 も を それぞれ  : て 自己 管理 を 行い 、 自 分 らし く 生き て 行け る 
異な る 。 な か で も 広沢 子宮 全 岳 出 術 は 、 子 宮 : よう に 支援 する 必要 が ある 。 


\ い ka< cs 


子 衣 女性 の 生殖 臓器 で ある 子宮 : 排尿 障害 や 性 的 機能 障害 、 子 宮 衰 失 と いう 問 


周辺 の 組織 を 含め て 子宮 を 切除 する 手術 で 、 


\、 この コー ナー の 構成 / 


2 つら 、 GA スム 、 6 


疫 者 さん の 疾 パ 理解 に 看護 に 、、 午 放 松 断 を 
経過 が わか る と 必要 な 人 導く > 拓 護 計画 
一 覧 胡 旗 害 生理 疾 大 の 知識 関連 還 
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ーー 


LPARTM 


ーーーー 


記者 さん 6 の) 経 辿 が お の る 証人 


光広 汎 子宮 全 摘出 術 を 受け る 子宮 頼 が ん 患者 の 一 般 的 な 経過 


筐 不正 性 器 出血 


で E @ お も な 術 後 合併 症 
@ 帯 下 の 増量 『 術 後 出血 (- 術 後 2 日 目 頃 ) 
@ 下 腹部 痛 『 無 気 入 (3 日 目 頃 ) 
> き 腰 導 『 深部 静脈 血栓 症 (3 日 目 頃 ) 
予測 され 鐘 | 
身体 的 問題 
か 拉 人 チューブ よ り 靖 
『 鎮痛 朱 投与 (点滴 ・ 状 態 に 応じ て 内 服 ) 
@ 深 部 静脈 血栓 症 予防 
治療 『 間欠 的 空気 圧 人 装置 装着 (一 苑 床 後 ) 
『 弾性 スト ッ キン グ 装 着 
『 低 分 子 へ バリン 投 与 
人 輸液 (一 食 事 摂取 ) 
抗菌 薬 投与 
@ 全 身 状態 の 観察 
人 術 前 検査 ( 和 族 部 X 線 、 心 電 較 、 呼 機能 検査 、 和 検査 、 尿 検査 、 坦 ド レー ン 留置 (ご 排 波 が 減少 ) 
尿 
検査 ・ 処 置 e 直 の 内 
着 毛 、 
= 有 処 置 
佐 二 ) 間 科 制 恨 な し 人 @ 床 上 安静 
日 人 人 @ 和 飲食 
生活 | 排 湯 本 計 ] e 賠 罰 本 カテ ー テ ル 留 革 (- 和 後 7) 
清潔 馬 
き 不 安 き 急 性 導 痛 
看護 診断 # 術 後 回 復 遅 廷 リス ク 状 態 (# 術 後 回 復 補 延 ) 
得 術 前 オリ エン テー ショ ン 香 ド レー ン 管 理 
介 導 導管 理 
介 術 後 合併 症 の 観察 と 予防 ケア 
お も な 
看護 援助 


@@ 下 者 、 家族 の 不安 絆 和 
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= っ ん し くう えん 


『 骨盤 死 腔 炎 ( 術 後 3 日 目 頃 一 )ーーーーーー 一 一 を 
『 腸 陸 塞 ( 術 後 3 日 目 頃 一 )ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ 


『 排 尿 障 守 ( 肝 留 國 カ テー テル 抜去 後 ) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ 
隊 れ CR 人 ニニ ニニ ーー ニー 二 王 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーー テ 


中 液 検査 @ 残 尿 測定 ( 暗 碗 留置 カテ ー テ ル 抜 去 後 ~-) 


ーーーーーー 芝 筐 座位 つ 立 位 ユ トイ レ 歩 行 ーーーーーーー 一 一 を 得 棟 内 歩行 活動 箇 囲 拡大 


ーーーーーーy 筐 飲 水 一 弟 食 ーーーーーーーーーー 一 一 代 邪 食 一 普通 食 


全身 清 拭 、 陰 部 洗浄 ーー 但 シ ャ ワー 浴 ( ド レー ン 抜 去 ご ) 一 = 介入 浴 (医師 の 許可 後 -) 


健康 香 全備 状態 一 ハハ ハハ ハハ ハハ ハハ べべ べべ べべ べべ 
# 自 和 馬 情 状況 的 低下 リス ク 状 態 一 ーー と 


ーーーーーーーーーーーー ニ ーー と 
ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
人 @ 早 期 離 床 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ 
介 排 尿 訓練 指導 一 ーーーーーーーーーー 一 和 を 
代 尿 路 感 玉 症 予防 指導 一 ーーーーーーーーー 一 を 
代 排 便 コ ント ロー ル 指 導 一 一 ーーーーーーー 一 和 w- 
トーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー 


きこ の コー ナー で は 、 衝 護 診断 は 、T. へ ザー- ハー ド マ ン . 上 玲 重 美 誠 書 振 集 . 上 准 重 美 訳 INANDA-| 看護 診断 定義 と 分 類 2018-202O 原 春 第 11 版 | ( 話 学 書 飲 ) の 診断 名 を 使用 し て いま す 。 
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上 電 活 忠昌 誕生 


7 2 
へ 女性 生殖 器 の 構造 3 


人 女性 生殖 器 は 、 内 性 器 と 外人 性 器 に 分 けら れる 。 内 性 器 は 、 第 巣 ・ 公 管 ・ 子 宮 ・ 麻 か ら な り 、 外 性 器 は 、 外 陰 か ら な る 。 氏 ニ 巣 と 卵 管 を 


合わ せ て 付属 器 と よぶ 。 
交 子宮 の 構造 
子宮 は 、 西 洋 ナ シ を 逆 に し た よう お 形 を 呈し 、 成 熟女 性 の 子宮 宮 表 面 を 覆っ て いる 。 
は 、 全 長 約 8cm、 幅 約 4cm の ほぼ 鵜 卵 大 で 、 多 く の 場 合 前 偵 : 但 下 部 1/3 を 子宮 頭 部 と よぶ 。 子 宮 頼 部 は 肝 に つなが り 、 内 腔 を 
前 届 で ある 。 子 語頭 管 、 そ の 下端 は 外 子 宮口 と よぶ 。 外 子宮 口 で は 子宮 頸管 
@ 上 部 2/3 を 子宮 体 部 、 そ の 上 部 を 子宮 底 、 内 腔 を 子宮 腔 と よぶ 。 内 膜 が 子宮 膝 部 粘膜 に 移行 し て いる 。 こ の 移行 部 分 を 局 平 円 柱 
@ 子 宮 体 部 の 子宮 壁 は 、 子 宮内 放 ・ 子 宮 筋 居 ・ 子 宮内 膜 ( 外 膜 ) の 上 皮 境界 (SCJ*) と よび 、 予 備 細胞 と よ ば れる 細胞 が 表面 に 寺 
3 層 か ら な る 。 子 宮内 膜 は 、 粘 膜 で 覆 わ れ て いる 。 子 宮 筋 層 は 、 出し て いる 。 


ェ く まく 


厚い 平滑 朋 か ら な っ て いる 。 子宮 苦 膜 は 、 骨 盤 腹膜 の 延長 で 子 


* 【SCJ】sauamocolumnar junctian 


光子 宮 の 周 辺 臓器 と 支持 組織 


骨盤 腔 内 に は 、 子宮 を 中 心 に 、 前 方 に 諦 腕 、 後方 に 直腸 が 存在 する 。 

@ 腹 膜 は 、 勝 上 ・ 子 宮 ・ 直 腸 の 上 面 を 覆い 、 騰 腕 子 宮 富 と 直腸 子宮 高 
(ダグ ラス 窟 ) の 2 つの 第 回 を 形成 する 。 直腸 子宮 窟 ( ダ グラ ス 窯 ) は 、 
腹膜 了 で 最も 低位 置 に ある 。 

人 子宮 は 、 骨 盤 腔 の 中 央 に 存在 し 、 騰 逐 子 宮 軸 帯 ・ 基 動 帯 ・ 仙 香子 宮 
凍 帯 か ら な る 子宮 支持 組織 こよ っ て 、 一 定 の 位置 に 固定 され 、 強 カカ 
に 支持 され て いる (P.5「『 子 宮 支 持 組織 」 参 照 )。 

@ 尿 管 は 、 基 稔 帯 の 上 側 を か すめ 、 勝 眺 子宮 動 帯 の 前 居 と 後 層 の 間 を 
通っ て 勝 胡 に 入る 。 
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交 血管 と リン パ 管 
筐 子宮 、 卵 管 、 卵 巣 へ の 血液 供給 は 、 腹 
部 大 動脈 か ら 分 岐 する 氏 巣 動脈 と 内 


筐 図 中 で 示し た リン パ 節 の うち 、 傍 大 動 
脈 リン パ 節 と 肩 径 上 リン バ 節 以外 を 


腸 骨 動 脈 か ら 分 岐 する 子 富 動 脈 か ら 
行わ れる 。 静脈 は 動脈 に 伴 行 し て いる 
が 、 左 卵巣 静脈 は 辻 林 脈 に 注い で い 
る 。 

等 骨盤 内 に ある リン パ 管 は 、 大 動脈 の 周 
囲 に ある リン パ 管 に つなが っ て いる 。 

筐 子宮 体 部 か ら の リン パ 管 は 外 履 骨 リ ン 
バ パ 節 、 子 宮 頭 部 か ら の リン パ 節 は 外 乳 
骨 リ ン バ 節 ・ 内 腸 骨 リン バ 節 ・ 閉 鎖 
リン パ 節 ・ 仙 骨 リ ン パ 節 に 注い で い 
る 。 


骨 般 リン バ 節 と 呼ぶ 。 


/ 光 神経 の 走行 と は た らき 


人 子宮 周辺 の 神経 は 、 下 腹 神 経 と 骨 般 内 騰 
神経 が 合流 し て 形成 され る 骨 敬 神 経 華 
と 、 そ こ か ら さ ら に 子宮 董 神経 叢 と 謗 氷 
神経 業 が 分 布 し て いる 。 

人 @ これ ら の 神経 は 、 排 便 ・ 排 尿 の は た らき 


を 支配 し て いる 。 


女性 生殖 器 の 機能 


人 子宮 は 子宮 内 膜 に 汗 床 し た 受 靖 踊子 宮 外 で の 生存 が 可能 な ホル モン を 分 泌 する 内 分 泌 器 訪 で ある 。 きま 
胎児 に な る まで 発育 させ る 器 宜 で ある 。 @ 卵 管 は 、 卵 巣 か ら 排 久 さ れ た 卵子 の 捕捉 と 、 受 精 し 分 裂 し た 受 | 
@ 凶 巣 は 、 卵 子 の 生成 ・ 成 ・ 排 を 行う 生殖 器官 で あり 、 女 性 精 凶 の 輸送 を 行う 器官 で ある 。 3 


光 女性 ホル モン の は た らき 

筐 卵 巣 か ら 分 泌 さ れる エス トロ ゲン と プロ デス テロ ン は 、 女性 ホ 
ル モ ン と よ ば れる 。 

@ 思 春期 か ら 閉経 まで の 間 、 子 宮内 膜 は 、 女 性 ホル モン の 作用 を 
受け 、 受精 卵 の 着 床 に 備え て 増殖 し 、 妊娠 し な けれ ば 反 離 し 排 
出 を 繰り 返す (月経)。 

@ エ スト ロ ゲ ン は 、 子 宮頸 管 や 用 の 結 液 分 泌 な ど に も 作用 する 。 

介 エ スト ロ ゲ ン の 分 泌 が 増加 する 人 性 成熟 期 に は 、 頸 管 腺 上 皮 が 発 
達し 、 子 宮 頭 部 が 外 反 する た め SCJ は 膝 部 に 露出 する 。 そ の 
た め 、SCJ は 、 年 齢 に より 上 下 に 移動 する (P.6 参 昭 )。 


筐 エ スト ロ ゲ ン は 、 女 性 生殖 器 以外 に も 作用 し 、 身 体 の 健康 維持 1 
に 重要 な 役割 を 果たし て いる 。 画 


筐 LDL コレ ステ ロー ル 低 下 筐 HDL コレ ステ ロー ル 上 昇 
人骨 量 の 維持 筐 コラ ー ゲ ン の 合成 促進 

筐 血管 拡張 等 抗 動脈 硬化 作用 備 固 能 元 進 

筐 皮脂 腺 の 分 泌 抑制 筐 コラ ー ゲ ン の 合成 促進 
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N 定義 、 疫学 


必 定義 


子宮 が ん は 、 務 宮頸 部 に 発生 する 子宮 頭 が ん と 子宮 体 部 に 発生 
する 子宮 体 が ん に 分 類 さ れる 。 

@ 子 宮 体 が ん は 、 子 宮内 膜 か ら 発生 する た め 子 宮内 膜 が ん と も よ 
ば れる 。 

@ この ほか の 子宮 の 悪性 腫 旋 と し て 、 子 宮 体 部 の 子宮 筋 居 から 発 
生 する 非常 に まれ な 子宮 肉腫 が ある 。 


光子 宮頸 が ん の 疫学 


借 権 患 率 は 、20 歳 代 後半 か ら 急激 に 上 昇 し 、40 歳 前 後 を ピーク 
に 70 歳 代 ま で 徐々 に 低下 する 。 


へ 発生 原因 と 病態 


光子 宮頸 が ん の 発生 


筐 子宮 顕 部 の SCJ(P.4「 子 宮 の 構造 」 参照 ) 付近 に ある 細胞 は 、 
HPV* 感 染 な どの 刺激 に より 異常 細胞 が 発生 し や すい 。 そ の た 
め 、SCJ が 用 部 に 露出 し て いる 性 成熟 期 の 女性 は 、 子 宮頸 が 
ん に 租 患 し や すい 。 

筐 HPV 感 染 は 、 性 交 経験 の ある ほとん どの 女性 が 一 度 は 感染 す 


* HPV】human papilloma virus : ヒト バビ ロー マウ イル ス  * 【CIN】cervical intraenithelial neoplasia : 子宮 頼 部 上 友 内 蘭 靖 


異常 細胞 が 発生 
し や すい SCJ は 
子宮 内 に ある 
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@ 検 診 に よる 早期 発見 が 可能 に な り 、 竹 患 率 ・ 死 亡 率 と も に 低下 
傾向 に あっ た が 、 近 年 再び 上 昇 し て いる 。 

人 性 交渉 開始 年 齢 の 低 年 齢 化 に 伴い 和 患 率 の 若年 化 が 進ん で い 
て 、30 歳 代 の 徐 患 率 は 30 年 間 で 2 倍 以上 に 上 昇 し て いる 。 


光子 宮 体 が ん の 疫学 


筐 催 患 率 は 、 閉 経 期 の 50 歳 代 前 半 か ら 60 歳 代 前 半 に 上 昇 する 。 

生 30 歳 代 か ら 40 歳 代 に か け て の 稚 患 率 は 、20 年 間 で 3 一 5 倍 に 
上 昇 し 、 若 年 化 が 進ん で いる 。 

筐 日 本 で は 、 従 来 、 子 宮 に 発生 する が ん の な か で も 子宮 体 が ん の 
答 患 率 は 低かっ た が 、 食 生活 の 欧米 化 と と も に 上 昇 し て いる 。 


2 


る ご く あり され た 性 感染 で あり 、 感 染 し て も 多く の 場合 は ウイ 
ルス が 排除 され 、 子 宮頸 が ん の 発症 に は 至ら な い 。 
@WHPV 感 染 が 長期 化し 、 異 常 細胞 が 発生 する と 前 が ん 病変 で あ 
る CIN* と な り 、 渡 潤 が ん へ と 進行 する 。 


老年 期 で は 、 
SCJ は 再び 子宮 内 に 


性 成熟 期 で は SCJ 
が 膝 部 に 赴 出 し 、 
子宮 頭 が ん に 答 患 
し や すく な る 


光子 宮 体 が ん の 発生 舗 ピ っ 類 ノ カ ガ ケ ク ノ ゾ ヾ 


只 女 性 ホル モン の エス トロ ゲン と プロ 
ゲス テロ ン の バラ ンス が 崩れ 、 エ ス ぐ 
トロ ゲン 優位 と な る と 子宮 内 膜 増 進行 寛解 の 繰り 返し 

内 
膜 


殖 症 が 生じ 、 こ れ が 持続 し 進行 する 3 3 3 3 3 3 13 3 4 2 


と 子宮 体 が ん に な る (タイ プ 1 )。 
| エス トロ ゲン 優位 | | エス トロ ゲン 優位 | 
4444 4444 


穫 他 に も 頻度 は 少な い が 、 エ スト ロ ゲ 
ン と は 無関係 で 、 前 が ん 病変 が な い 4444 
予後 不良 の が ん も ある (タイ プ L)。 


了 』 エス トロ ゲン の 促進 作用 贅 プ ロ ゲ ス テロ ン の 抑制 作用 


沖 明 上 典 : 子宮 体 が ん (子宮 内 妥 )、 基 合 政之 括 柳 - 婦人 科 ・ 思 妥 條 科 疾 悪 ビ ジュ アル ブック 第 ら 版 . 学研 メデ ィ カ ル 秀 層 社 東京 2017 : 21- ヵ に 
より 転載 わ 者 


〈 子 宮頸 部 〉 < 子宮 体 部 〉 


に 
HPV 司 染 の 起こ りや すい 状況 に ある 人 @ 肥 滴 ・ 高 和 圧 ・ 拓 靖 に 
リス ク 還 子 "区 の 相手 が 多い 上 衝 振 ・ 出 回 数 が 多い @ 未 経 産 
『 性 交渉 開始 年 齢 が 若い WW エス トロ ゲン 製剤 の 長期 使用 と 
- 虹 @ 孔 が ん に 対す る 内 分 泌 療 法 業 の 長期 使用 
発生 因子  @HPV 感 染 | 計 エ スト ロ ゲ ン 促進 作用 9 
前 が ん 病変 介 CIN( 宮 基部 上 皮 内 用 瘍 ) 和子 宮内 概 幸 症 過 
組織 型 。 筐 局 平 上 皮 が ん ( 約 7596) 借 腺 が ん ( 約 25%) 介 お も に 腺 が ん 
独 
断 
日 本 産科 婦人 科学 会 で は 、 国 際 的 な 進行 期 分 類 の 比較 を 可能 に : され て いる 。 上 
する た め に FIGO* に よる 臨床 進行 期 分 類 と UICC* に よる 病理 : 借 子宮 体 が ん も 、 か つて は 治療 開始 前 に 進行 期 が 決定 され て いた | 上 
学 的 TNM 分 類 を 採用 し て いる * 『。 : が 、1996 年 の ガイ ドラ イン の 改訂 より 術 後に 進行 期 を 決定 す 
介 TNM 分 類 は 、T(tumor) : 原発 腫瘍 の 進展 度 、N(node) : 所 る 手術 進行 期 分 類 が 採用 され て いる 。 
属 リン バ 節 の 状態 、M(metastasis) : 遠隔 転移 の 有無 の 3 因 ・ 借 子 宮 体 が ん で は 、 手 術 後に 病理 学 的 に 診断 し た 結果 を も と に 、 
子 で 評価 され る 。 - が ん の 大 き さ だ け で な く 、 子 宮 筋 層 に どの 程度 が ん が 浸潤 し て 


條 子宮 頸 が ん は 、 原 則 と し て 治療 開始 前 に 進行 革 が 決定 され る 。 : いる か で 分 類 さ れる 。 
上 皮 内 が ん (CIS) 0 期 は FIGO2008 分 類 より 、 進 行 期 か ら 除外 


*【FIGO】Intermational Fedaratian of Gyncology and Obsttrics : 国 居 研 婦人 科 連 合 * 【UICCJUnion for International Cancer Control : 国際 対がん 連合 
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1A 期 : 1A1 期 : 
組織 学 的 に の み 診断 で きる 浸潤 間 綿 浸潤 の 深 さ が 3mm 以 内 で 、 
肉眼 的 に 明らか な 病巣 は 、 た と え 表層 浸潤 で あっ て も 1B 期 | 広がり が 7mm を こえ な いも の 

と する 。 浸潤 は 、 計測 に よる 間 質 浸潤 の 深 さ が 5mm 以 内 で 、 

終 方 向 の 広がり が 7mm を こえ な いも の と する 。 浸潤 の 深 「^2 半 _ 

1 其 さ は 、 肖 潤 が み ら れる 表層 上 皮 の 基底 膜 より 計測 し て 5mn | 四 質 淫 湯 の 深き が 3mm を と える 
韻 が 子宮 頸 部 に 限局 する も の を こえ な いも の と する 。 脈 管 ( 表 脈 た た は リン バ 管 ) 侵 畠 が あ | が Smm 以 内 で 、 広 が り が 7mm を 
( 体 部 浸潤 の 有無 は 考慮 し な い ) っ て も 進行 期 は 変更 し な い こえ な いも の 

| 1B1 甚 : 
perb 病巣 が 4cm 以 下 の も の 
臨床 的 に 明らか な 病巣 が 子宮 頼 部 に 限局 する も の 、 ま た は 臣 ー 
床 的 に 明らか で は な い が 1A 期 を こえ る も の 182 綱 
病巣 が 4cm を こえ る も の 
闘い HA1 期 : 
病巣 が 4cm 以 下 の も の 

I 其 緒 湯 が 認め られ る が (子宮 傍 通 滞 は 亡 め られ な いも ーーーー 
韻 が 子宮 類 部 を こえ て 広がっ て いる が の 8 
全 盤 人 ま た は 礎 壁 下 1/3 に は 達し て いな いも の 生 呈 が が Crm 守 名 の 

HB 期 : 
子宮 傍 組 織 浸 潤 の 認め られ る も の 
由 其 TA 期 : 
時 浸潤 は 下 1/3 に 達する が 、 子宮 傍 組 織 浸潤 は 箇 能 旦 に まで は 達し て いな いも の 
の 期 
0W 二 3-。 の リ た | つたの 子 宇 傍 拉 肖 湯 が 骨盤 に まで 遅し て いる も の 、 ま た は 明らか な 水 四 症 や 無機 能 表 を 認め る も の 
W 期 VA 期 : 
騰 有 、 直腸 邊 膜 へ の 浸潤 が ある も の 

癌 が 小骨 盤 腔 を こえ て 広がる か 、 勝 腕 、 直 腸 WMB 甚 : 
の す も の 

kd 骨盤 腔 を こえ て 広がる も の 


日 本 産科 婦人 科学 会 . 日 本 病理 学会 編 子宮 吾 取 扱い 規約 病理 編 第 4 版 . 例 原 出 版 . 東京 .G017:10. より 転 毅 


症状 


重症 状 が な いこ と が 多く 、 が ん 検診 で 診断 され る こと が 多い 


子宮 頼 が ん @ 不 正 性 器 出自 、 性 交渉 の 接 角 出血 が み ら れる 


@ 不 正 性 器 出血 、 血 性 帯 下 が み られ る 


店 販 議 議 時 の よう な 下 隔 二 が み ら れる 


倫子 宮頸 が ん 、 子 宮 体 が ん が 進行 する と 共通 し て 以下 の よう な 症状 が 出現 する 。 


不正 性 器 出血 ・ 帯 下 


@ 破 綻 し た 腫 間組 織 が 壊死 や 感 芝 す る と 、 悪 臭 を 伴う 不正 竹 突 出血 や 帯 下 が 増 加 す る 


導 痛 よー 
Se @ 硝 管 に 浸潤 が 及ぶ と 、 水 言 症 や 計 寺 炎 を 起こ し 、 庁 な ど が み ら れる 


が ん の 淫 潤 が 骨盤 買 に 連 す る と 、 毅 神経 や 消 神経 刺激 され 、 が ん 性 卒 信 が み ら れ る 


@ 尿 管 、 勝 記 、 尿道 に 浸潤 する と 、 血 尿 ・ 硝 ・ 排 尿 靖 な ど が み ら れる 
邊 直腸 に 浸潤 する と 、 便 総 ・ 画 便 ・ 排 便 時 六 な ど が み ら れ る 


排 灰 ・ 排 便 障害 


プチ ナー ズ ス Vol.29 No March 2020 別 骨 


NN ダボ NN、、) 


穫 が ん 検診 や が ん を 疑う 場合 は まず 細胞 診 を 行い 、 そ の 結果 異常 な 細胞 が 見 つか れ ば 組織 診 が 行わ れる 。 
生 が ん の 広がり は 、 画 像 検査 ・ 理 学 的 検査 な ど で 確 認 さ れる 。 


〈 顕 部 細胞 診 〉 | 〈 内 膜 細胞 診 ) ポ る 
ン 
子宮 部 子宮 体 部 ト 
細胞 診 フラ シ 加 is 5 も 
組織 を 検査 用 器具 で 擦っ て 採取 する る ん 
品 
エン ドサ イト PP 
まき 
〈 コ ルポ スコ ピー( 座 拡大 凌 )〉 〈 ヒ ステ ロス コビー (子宮 筐 )〉 痢 に 
理 
組織 診 
組織 を 直接 観察 し 、 
ね らい を つけ て 組織 を 採取 する 
子宮 鏡 
コル ポス コー プ 
腫瘍 マー カー SCC* 抗 原 ・CA125*・CEA* CA125・CA19-9* 1 
〈 竹 
邊 超 音波 検査 (腹部 超 音波 ・ 経 腔 超 音 波 ) 関 条 
画像 検査 CT 3 
直接 浸潤 の 状態 や 遠隔 転移 な どの 
情報 を 得る MR 
穫 尿 路 造 影 検査 
用 
理学 的 検査 答 内 診 : 内 性 器 や が ん の 状態 を 診察 する た め に 、 指 を 礎 に 挿入 し 、 腔 ・ 子 宮 ・ 付 属 器 を 触診 する 馬 
内 診 台 を 用 いて 摘 位 を と り 、 倫 直 腸 診 ・ 肛門 か ら 指 を 挿入 し 、 内 診 で は 把握 し づら い 内 性 器 の 状態 や が ん の 浸潤 を 触診 する 9 
触診 や 視診 を 行う 筐 腫 鏡 診 : 有 鏡 を 膝 内 に 挿入 し て 膝 ・ 外 子宮 口 ・ 分 泌 物 の 状態 を 視覚 的 に 観察 する 
* [SCCJsquamous oell Carcinoma : 太平 上 庶 が ん *【CA125】carbohydrate antigen 125 : 太 負 尿 125。 *【CEAjcarcinoembryoni antigen - が ん 表 児 性 抗 原 ーー 
*【CA18-9】carbohydrate antigen18- : 租 鎖 拭 情 19-9 *【CTJcomputed tomography : コン ピュ ー タ ー 断 飛 控 影 * [MRIJmagnetic resonanoe imaging : 胡 気 夫 只 調 像 診断 ョ 
田 
秋 


へ 子宮 が ん の 治療 パ 


科 子 宮 が ん の お も な 治療 法 に は 、 手 術 療法 ・ 放 射線 療法 ・ 化 学 療 - 子宮 体 が ん は 、 了 臨床 所 見 より 術 式 を 決定 し 手術 後に 手術 進行 其 
法 ・ 同 時 化学 放射 線 療法 (CCRT?) が ある 。 - 分 類 を 決定 し 、 再 発 の リス ク を 評価 し て 、 放 射線 療法 や 化学 療 
邊 子宮 頸 が ん は 、 術 前 の 臨床 進行 期 に 準じ て 治療 が 行わ れる が 、 : 法 な どの 補助 療法 が 行わ れる 。 


*【CCRT】concurrent chemoradiotherapy 
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光 手術 療法 


@ 子 宮頸 が ん ・ 子 宮 体 が ん の 根治 術 と し て 行わ れる 。 : 人 @ リ ン バ 節 郭 清 は 、 子 宮頸 が ん ・ 子 宮 体 が ん それ ぞ れ に より リン 
付属 器 ( 卵 巣 ・ 卵 管 ) の 切除 は が ん の 進行 度 に よる が 、 子 宮 体 が ′ バ 節 転移 の 部 位 が 異な る た め 、 そ れ に あわ せ て 摘出 範囲 が 異な 
ん の 場合 は 原則 と し て 付属 器 切 除 が 行わ れる 。 | る 。 


@ 子 宮頸 部 を メス また は レー ザー な ど を 用 いて 円 難 状 に 病変 の み を 切除 する 
子宮 頼 が ん の 上 皮 内 が ん ・1A 期 を 対象 と し 、 病 理学 的 に 診断 を 確定 する 
目的 で 行わ れる こと も ある 


子宮 頼 部 円 雛 切除 術 


息子 宮 の み を 摘出 する 5 

介 子 宮内 膜 に 限局 する 子宮 体 が ん に は 、 腹 腔 半 下 子宮 全 摘出 術 や ロボ ッ ト 支 
援 下 子宮 全 摘出 術 が 行わ れる こと も ある 

またまた)、 ド 5) 細 較 @ 子 宮頸 が ん の 1A 期 、 子 宮 体 が ん の 1! 期 * を 対象 に 行わ れる 


億 子宮 を 一 部 の 膝 壁 や 傍 結 合 組 織 と と も に 摘出 する 術 式 

科 骨 盤 リン パ 節 郭 清 ・ 傍 大 動脈 リン パ 節 郭 清 を 行う こと も ある 

人 付属 器 切除 を 行う こと も ある 

7 に = だ,: ド ii @ 子 宮頸 が ん 1A 期 か ら IB 期 、 子 宮 体 が ん L 期 で 頸 部 浸潤 が ある 場合 な ど 
を 対象 に 行わ れる 


倫子 宮 を 一 部 の 膝 壁 や 傍 結合 組織 と と も に 、 準 広汎 子宮 全 摘出 術 よ り も 広く 
摘出 する 術 式 

邊 骨盤 リン バ 節 郭 清 ・ 傍 大 動脈 リン バ 節 郭 清 を 行う こと も ある 

7 守 半 = だ | ドコ) 議 較 電通 常 は 付属 器 も と も に 切除 する 

倫子 宮頸 が ん の TIBIB 期 、 子 宮 体 が ん の 期 で 頸 部 浸潤 が ある 場合 な ど 
が 対象 と な る 


子宮 体 が ん は 痢 後に 進行 期 を 決定 する た め 、 手 術 は 箱 前 に 推定 され る 期 に 対し て 行わ れる 。 


子宮 頭 が ん 子宮 体 が ん 
〈 子 宮頸 が ん の 転移 方 向 〉 < 子宮 体 が ん の 転移 方 向 〉 
子宮 3 傍 大 動脈 E 
「 生 加 
骨盤 リン バ 節 郭 清 を 行う 本 
リン パ 節 郭 清 を 行う 
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/ 腹腔 内 ドレ ー ン 留置 


邊 骨 能 腔 内 に 貯留 し た 、 血 液 や 澄 出 液 、 リ ン バ 液 を 排出 する 。 
借手 術 直後 は 、 手 術 終了 時 に 行わ れ た 腹腔 内 洗浄 液 が 淡 画 性 の 排 液 と し て 排出 され る 。 
穫 閉 鎖 式 ド レー ン バ ッ グ が 使用 され る こと が 多い 。 


癌 鎖 式 ドレ ー ン バッ グ 病 
W バ ッ グ 自ら が 広がる 力 を 利用 し 、 ド レ 禄 の 
ー ン に 持続 的 に 際 圧 が か か る ドレ ー ン の 挿入 に は 、 5] 
閉鎖 腔 の た め 、 逆行 性 感 の リス ク が 貯留 し た 拓 液 を て 
少な い 腹壁 か ら 挿 入 排除 する 治療 的 目的 、 ー 
感染 を 予防 する 目的 、 
出血 な どの 異常 観察 する か 
目的 が あり ます ピ 
内 
お も な 術 後 合併 症 
@ 手 術 後 は 、 手術 侵 辻 や 全身 麻酔 の 影響 に より 、 和 後 出血 、 舞 気 訪 、 深 部 秋 有 血栓 症 、 創 感染 、 肝 開 茎 な ど 、 さ ま ざ ま な 術 後 合併 症 が 
生じ る 可能 性 が ある 。 


人 以下 で は 、 広 汎 子宮 全 摘 出 術 後 に 多い 合併 症 を 示す 。 


潜入 
ーーYw お は コ 


| 子宮 は 、 騰 上 ・ 尿 管 ・ 腸 と 隊 接 し て いる (P4「 子 宮 の 周辺 識 器 と 支持 組織, 参照) た め 、 騰 上 ・ 尿 管 ・ 腸 を 広範 
騰 腕 ・ 硝 管 ・ 腸 の 損傷 に 創 離す る 際 に 、 騰 眺 導 や 友 管 音 な どの 氷 路 系 の 損傷 直腸 着 な どの 腸 損傷 が 合併 し や すい 
ピー 代 手 術中 に それ ら を 損傷 し た 場合 に は 、 損傷 部 位 の 治 間 ま で の 間 、 尿 管 ステ ント ・ 腎 痩 カ テー テル の 留置 や ー 時 的 
人 工 肛 門 を 造 設 す る こと も ある 
@ 子 宮 や 傍 結 合 組織 の 摘出 後に 形成 する 骨盤 内 際 に 、 出血 や リン バ 液 が 貯留 し 細菌 増殖 する と 、 骨 盤 腔 内 に 炎症 が 
起き る 
@ 感 防 止 の た め に 、 術 中 か ら の 押 薬 の 使用 や 、 腹 鞭 内 ドレ ー ン 絡 置 を 行う 
開腹 に 伴う 腸管 へ の 侵 振 に より 、 生 理 的 腸管 麻痺 の 遅延 や 、 直 接 的 な 腸管 の 全 離 に よる 腸管 癒着 に よっ て 、 腸 閉 
塞 を 発生 する 可能 性 が 高い 
@ 症 状 は 叫 気 ・ 全 叶 ・ ・ 排 ガス の 停止 な と が ある 呆 
子宮 傍 組 織 を 摘出 する 際 に 、 子 宮 周 辺 に 分 布 し て いる 勝 克 や 直腸 に 分 布 する 神経 (P5「 神 経 の 走行 と は た らき 」 参 


に コー 
中 本 党 強 閑 


@ と くに 排尿 障害 は 起こ りや すく 、 症状 は 排尿 困難 ・ 尿 失 茜 尿意 低下 や 清 失 が み ら れる 
2 PE H 


息 衣 盤 リ ン パ 節 郭 清 に よっ て リン パ 路 が 傷害 され た り 途 総 さ コ れ た りす る と 、 リ ン パ 液 が 漏れ 、 リ ン バ 芋 議 や 下 該 の 
リン パ 路 障害 リン パ 浮 腫 が 生じ る 。 


両側 の 久 巣 摘出 に より 、 女 性 ホル モン の 分 泌 機能 が 低下 する た め 、 更 年 症 状 と 似 た 頭痛 ・ 肩 こり ・ の ぼ せ ・ 動 
EdE ち ラグ 2 が 4 補 証 性 不眠 うつ 症状 な どの 卵巣 欠落 症状 が 生じ る 

人 @ と くに 年 齢 が 若い と 症状 が 強く な る 傾向 が あり 、 ホ ル モ ン 補充 療法 が 行わ れる 

人 解剖 学 的 に は 、 性 交 は 可能 で ある が 、 腔 上 部 を 切断 する た め 、 計 の 長 さ の 短縮 や 狭 庄 が 生じ る 。 ま た 女性 ホル モ 
性 的 機能 障害 ン の 分 泌 機 能 低 下 の 影響 を 受け 、 性 欲 の 低下 や 、 膝 粘液 の 分 泌 低 下 に よっ て 用 内 が 乾燥 する こと で 起こ る 性 交 時 
の 薄 み な ど に より 、 性 行為 に 障害 を きた すこ と が ある 
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ぴ 叶 加 洋 


照 ) を 損傷 する お それ が あり 、 損 傷 され る と 排尿 や 排便 障害 を きた し や すい ーーー 


科 リン バ 要 用 は 、 術 後 の 早 い 時 甚 に 発生 する が 、 下 肢 の リン パ 浮 腫 は 、 数 年 後 、 数 十 年 後に 発生 する こと も ある U 


放射 線 療法 


筐 放射 線 療法 は 、 放 射線 を が ん 細胞 に 照射 し て 細胞 の DNA* に 損 - 者 、 高 齢 者 に 対し て 行わ れ 、 外 部 臣 射 と 腔 内 射 を 併用 する こ 


傷 を 与え 、 が ん 細胞 を 死滅 させ る 治療 で ある 。 - と も ある 。 
入局 平 上 皮 が ん は 放射 線 感受 性 が 高い た め 、 局 平 上 皮 が ん の 頻度 : 借 外 部 照射 は 、 手 術 後 の 再 発 リス ク 患 者 に 対し て 補助 療法 と し て 
が 高い 子宮 頭 が ん で は 有効 で ある 。 ・ 行わ れる 。 


生子 宮頸 が ん の 息 期 V 期 の 進行 が ん 、 重 篤 な 合併 症 を 有する 患 


*【DNA】deoxyribonuclic acid : デオ キシ リボ 松前 


放射 線 治療 装置 (リニア ッ ク ) を 用 いて 遠隔 制御 内 照射 装置 (RALS や を 
原発 巣 か ら 離れ た 人 骨盤 内 病巣 に 対し て 行う 用 いて 原発 巣 に 対し て 行う 


* 【RALS】remote after loading system 


光化学 療法 
和子 宮 が ん に 対す る 化学 療法 は 、 抗 が ん 薬 や 分 子 標的 薬 が 用 いら : 移 を 予防 する 効果 が ある 。 

れ 、 薬 剤 を 組み 合わ せ て 用 いる 多 剤 俳 用 化学 療法 が 施行 され る 。 委 腫 瘍 の 縮小 を 目的 と し て 手術 前 に 化学 療法 が 行わ れる こと も あ 
筐 手 術 後 の 再発 の リス ク が 高い 患 者 に 対し て 、 全 身 へ の 役 小 な 転 : る 。 


抗 が ん 和楽 旭 白 金 製 剤 (シス プラ チン 、 カ ル ボ プラ チン 、 ネ ダブ プラ チン ) 借 タ キサ ン 系 薬剤 (バク リタ キセル ) 
筐 トド ポイ ソ メ ラ ー ゼ 上 因 害 薬 ( イ リノ テカ ン ) 
分 子 標的 薬 @ ベ バシ ズ マ ブ 


抗 が ん 薬 筐 白 金 製 剤 (シス プラ チン 、 カ ルポ プラ チン ) 筐 タ キサ ン 系 薬剤 (パク リタ キセル ) 
等 アン トラ サイ クリ ン 系 薬剤 (ドキ ソル ビシ ン 塩 酸 塩 ) 穫 葉 酸 代謝 手 抗 剤 (メト トレ キサ ー ト ) 


光 同時 化学 放射 線 療法 (CCRT) 


介 放 射線 治療 に 化学 療法 を 併用 する こと で 、 放 射線 治療 の 効果 が 高まる 。 
筐 子宮 頸 が ん の 手術 適応 外患 者 や 箱 後 再発 の 中 ・ 高 リス ク 患 者 に 対し て 行わ れる 。 
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上 軸 の 8 攻 用 柳屋 旧 根 観 


術 後 合併 症 の 発生 リス ク 


/ 
術 後 は 麻酔 に 伴う 影響 や 手術 侵 舞 に より 、 
さま ざま な 合 便 症 が 起こ る 可能 性 が ある 。 一 re ca 
役 的 な 血液 検査 や 尿 検査 ・ 特 環 器 系 ・ 呼 吸 器 eS 
系 ・ 肝 識 機能 ・ 四 有 失 能 な どの 術 前 検査 は 、 患 者 が 麻 要 や ーー 
手術 に 禁 え られ る 状態 で ある か を 把握 する た め に 行わ れ ] 薬物 服用 : エス トロ ゲン 製剤 、 経 避妊 薬 、 抗 比 固 薬 、 鉄 
る 。 そ れ ら の デー タ や 、 販 往 疾 患 、 身 体 状 況 な どの 情報 か 剤 な ど 
ら 、 患 者 ど と に 起こ りう る 術 後 合併 症 の 発生 リス ク を アセ 上 予定 の 術 式 、 手 術 時 間 
スメント する こと が 重要 で ある 。 eo 
全身 麻酔 で 開腹 手術 を 受け る 患者 に 起こ りう る 合併 症 と グリ が) 
し て 、 術 後 出血 、 急性 療 痛 、 無 気 肺 、 深 部 静脈 血栓 症 (DVT*)、 e 血液 生化 学 (TP*、Alb*、 ビ リル ピン 値 、AST*、ALT*、 
創 感染 、 腸 閉塞 な ど に 注意 が 必要 で ある 。 人 科 悪 性 腫瘍 自 清 電解質 、 ク レア チ ニ ン 値 、BUN*、eGFR*、 総 コレ 
で は 衛 前 に 静脈 血栓 革 栓 症 の 合併 率 が 高い と 報告 され て お ステ ロー ル 、 中 性 六 ) 
り *、 患 者 の 下 朋也 交 や 脂質 異 常 症 の 凡 歴 、 了 自活 ーー 
元 進 の 副作用 の ある エス トロ ゲン 製剤 や 経口 必 和 業 の 服 訟 検査 奈 一 般 、 記 比重 、 大 査 、 訂 生化 
用 、 肥 満 な どの 情報 を 術 前 に 収集 し 、DVT の 発生 リス ク 用 部 X 線 
を アセ スメント する 。 人 電 較 検査 
腸閉塞 は 、 開 腹 手術 経験 が あれ ば 腸管 癒着 を 起こ し て い コ か ren mAS 9 
る 可能 性 が あり リス ク が 高く な る 。 そ の た め 、 患 者 の 開 上 腹 8 
手術 歴 や 排便 習慣 の 情報 収集 を 行い 、 発 生 リ スク を アセ ス 排便 習慣 、 下 剤 の 服用 
メン ト す る こと が 必要 で ある 。 
*【DVT】deep vein thrombosis *【ALT】alanins transaminase : アラ ニン アミ ノ トランスフェラーゼ 
* [TP】total protein : 引 タ ン パ ク *【BUN】blood urea nitrogen : 尿 泉 本 
* [Ab】albumin : アル ブ ミン ・【eGFRI estimated glomerular ftration rate : 推算 は 体 骨 是 
* [AST】aspartate transaminase : アス パラ ギン 上 藤 アミ ノ ト ラン ス フ ェ ラ ー ゼ 
に ジブ 


術 前 か ら 
術 後 合併 症 の 
発生 リス ク を 

アセ スメント する こと が 

重要 で す 
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術 後 の 回 復 + 


手術 お よび 麻 本 は 、 悪 者 の 身体 に 大 き な 侵 

届 を 与え る 。 侵 舞 を 受け た 身体 は 、 恒 常 性 を 

維持 ・ 回 復 する た め に さま ざま な 生体 反応 が 
起こ り 、 正 常 な 回 復 過程 を た どろ うと する 。 し か し 、 広 汎 
子宮 全 摘出 術 は 、 広 範囲 に わた る 骨盤 腔 内 の 組織 を 切除 ・ 
摘出 する 開腹 手術 の た め 、 患 者 に と っ て 大 き な 侵 舞 で あり 、 
回 復 過程 で さま ざま な 問題 が 起こ り 得る 。 こ うい っ た 異常 
を 早期 に 発見 ・ 対 処す る た め に 、 手術 侵 議 か ら の 回 復 状況 
を アセ スメント する こと が 重要 で ある 。 

手術 後 の 出血 は 時 間 と と も に 減少 する が 、 ド レー ン か ら 
の 排 液 量 の 減少 、 性 状 の 変化 の 情報 か ら 、 腹 黄 内 出血 の リ 
スク の 低下 を 予測 で きる 。 

術 後 は 、 感 染 の 予防 や 創傷 の 治癒 促進 の た め に も 、 早 其 
の 経口 摂 取 に よる 栄養 補給 が 必要 で ある 。 腸 管 運動 の 促進 
と 腸管 癒着 の 予防 の た め に 、 郊 床 を すす め な が ら 、 腸 の 義 
動 運動 ・ 消 化 器 症 状 ・ 食 事 の 摂取 状況 を 観察 し 、 消 化 管 の 
回 復 状況 と アセ スメント する こと が 必要 で ある 。 

術 後 の 首 痛 は 、 お も な も の は 創部 痛 で ある が 、 他 に も 術 
中 の 体位 や 術 後 安静 玲 床 に よる 腰痛 や 、 肝 尋 動 回 復 に よる 
腹 診 な ど が み ら れ る 。 症 痛 は 、 呼 吸 抑 制 、 示 本 血管 の 収縮 
腸 負 動 の 低下 な どの さま ざま お な 合 億 定 の 要因 と な り 、 他 に 
も 睡眠 や 休息 の 妨げ 、 不 安 や 麗 怖 な どの 情動 反応 を も 引き 
起こ す 。 疫 痛 は 、 術 後 23 日 で 徐々 に 軽減 する 経過 を た 
どる が 、 加 者 の 体験 し て いる 主観 的 な 情報 と 、 症 痛 の 強 さ 
を 評価 する スケ ー ル や 、 離 床 の 様子 な どの 客観 的 な 情報 か 
ら ア セス メン ト す る 。 


【 デ ー タ 収集 する 項目 】 

日 手術 に 関す る 情報 : 術 式 、 手 術 時 間 、 麻 酔 時 間 、 出 血 量 、 
夫 血 重 、 輸液 量 、 術 中 バイ タル サイ ン な ど 

麻 党 本 状態 、 意 識 レ ベル 

血液 検査 (項目 は 前 項 の < デー タ 収 集 する 項目 > を 参照 ) 

日 箱 後 出血 : 創部 ・ ド レー ン 振 入部 ・ 性 器 出血 

[中 ドレ ー ン か ら の 排 液 量 と 性 状 

術 後 バ イタ ル サ イ ン : 血圧 値 、 脈拍 数 、 不 整 の 有無 、 
呼吸 回 数 、 酸 素 飽和 度 、 体 温 

日 原 量 性状 

上 氷 分 水 納 パ ランス 

用 媒 動 音 、 膝 部 膨満 、 腹 鳴 自覚 、 排 ガス の 有無 、 排 便 
の 有無 と 性 状 、 便 意 の 有無 

[消化 問 症 状 、 食 欲 、 食 事 量 

[」 痺 痛 の 有無 、 程度 、 部 位 、 性 質 、 持続 時 間 、 増強 因子 、 
軽減 因子 、 守 痛 薬 の 使用 状況 と 効果 

睡眠 、 休 息 

離床 の 進み 具合 、 苑 床 に 対す る 悪者 の 取り 組み 


いつ どの よう な 
生体 反応 が 起き て 、 
どの よう に 
回 復 し て いく の か を 
予測 し まし ょ う 


坦 ジン 


@ ド レー ン の 色調 は 、 術 直後 は 血性 で ある が 、 次 
第 に 血液 の 色 が 薄く な り 、 峡 流 性 と な る 。 
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広汎 子宮 全 摘出 術 は 、 術 後 の 回 復 過程 で 、 
排尿 障害 、 下 肢 リ ン パ 浮腫 、 女 性 ホル モン 機 
能 低 下 、 性 的 機能 障害 と いっ た 、 日 常 生活 に 
大 き な 影 響 を 与え る 機能 障害 が 、 合 併 症 と し て 起こ る 可能 
性 が 高い 。 こ れ ら 機能 障害 の 出現 や その 程度 は 個人 差 が あ 
る も の の 、 患 者 は 退院 後に 、 身 体 状 態 を 自分 で モニ タリ ン 
グ し 、 自 分 の 生活 スタ イル に 応じ た 方 法 で 予防 ・ 対 処 行 動 
を 行う 必要 が ある 。 
その た め 、 看 護 師 は 、 患 者 が 、 術 後 合併 症 や 身体 変化 の 
出現 の 可能 性 や 退院 後 の 身 体 状態 の セル フ モ ニ タリ ング の 
必要 性 を どの よう に 認識 し て いる の か 、 退 院 後 に どの よう 
な 健康 管理 行動 が 求め られ 、 そ れ を どれ だ け 自 分 で で きる 
と 認識 し て いる の か と いっ た 健康 に 関す る 認識 を アセ ス メ 
ント する 必要 が ある 。 ま た 、 こ れ ま で どの よう な 健康 管理 
行動 を どの 程度 行っ て きた の か 、 こ れ ま で の 患者 の 生活 は 
どの よう な も の か 、 軒 者 に 必要 な 予防 行動 ・ 対 処 行動 は 入 


健康 に 関す る 認識 と 健康 管理 f 


院 中 に どの 程度 実施 で き て いる の か 、 退 院 後 の 生活 の な か 
に 予防 行動 や 対処 行動 を どの よう に 組み 込む こと が で きる 
の か 、 必 要 な 場合 に は 家族 な ど 重 要 他 者 の 支援 は 受け られ 
る の か な ど を 手術 前 か ら 術 後に か け て の 情報 を 総合 的 に 判 
断 し て 、 必 要 な 看護 援助 を 検討 する 必要 が ある 。 


【 デ ー タ 収集 する 項目 】 

[入院 前 の 健康 に 対す る 考え か た ・ 自 己 の 健康 状態 の 認識 

[入院 前 に 行っ て いた 管理 行動 と 実施 状況 

術 後 合併 症 の 出現 の 可能 性 に つい て の 認識 (手術 前 ・ 
手術 後 ) 

| 術 後 合併 症 の 予防 方 法 や 発生 時 の 対処 方 法 の 理解 度 

術 後 合併 症 の 予防 方 法 ・ 対 処方 法 を 自己 管理 する 必要 
性 の 認識 と 実施 する こと へ の 自信 の 程度 

[| 術 後 の 術 後 合併 症 の 予防 行動 ・ 対 処 行動 の 実施 状況 

[ 吾 者 の 入院 前 の 生活 スタ イル 

[家族 な ど 周囲 の 人 の 支援 の 有無 ・ 受 けら れる 支援 状況 


子宮 の 喪 失 ( 


子宮 摘出 手術 は 、 女 性 の 象徴 で も ある 身体 
の 大 切な 一 部 の 束 失 で あり 、 患 者 自身 の 身体 

像 (ボディ イメ ー ジ ) に 影響 する も の で ある 。 

それ ば か り で は な く 、 子 宮 を 摘出 する こと は 、 患 者 に と っ 
て 女性 と し て の 自己 へ の 考え か た ・ 生 きか た に 直面 する こ 
と に な り 、 と くに 、 結婚 や 出産 を 望む 年 代 の 思 者 に と っ て 
は 、 子 宮 の 栓 失 は 妊 到 性 の 衰 失 で も ある た め に 、 今 後 の ラ 
イフ ステ ー ジ に も 影響 する 。 ま た 、 患 者 は 、 術 後 の 性 的 谷 
望 の 低下 や 性 的 機能 障害 な おど に よっ て 、 夫 や パー トナ ー と 
術 前 の よう な 性 的 関係 を も つこ と が で き な く な る こと が あ 
る 。 こ れ に よっ て 、 患 者 と 夫 や パー トナ ー が 互い に 気づか 
い 合い 、 自 分 の 感情 を 明 し た り 、 接 し か た に と まどっ た り 
し て 、 患 者 を 支え る 存在 で ある 夫 や パー トナ ー と 因 者 と の 
間 の これ まで の 良好 な 関係 に 悪影響 と な る 可能 性 も ある 。 
つま り 、 子 宮 摘 出 は 、 単 に 身体 の 一 部 を 切除 する こと に 

と ど ま ら ず 、 患者 が これ まで 描い て きた 自分 自身 の ボディ 
イメ ー ジ や 女性 と し て の 自信 、 自 己 の 存在 価値 、 重 要 な 人 
と の 関係 に も 影響 する 可能 性 が ある 重大 な で き ご と で ある 


心理 ・ 社 会 的 影響 


と 言え る 。 こ れ ら の こと か ら 、 看 護 師 は 、 患 者 が 子宮 を 衰 
失 し た 自己 や それ に 伴う 変化 を 受け 入れ 、 自 分 らし く 生き 
て いく こと が で きる よう に 支援 する 必要 が ある 。 

看護 師 は 、 患 者 が 自己 の 身体 の 変化 を どの よう に 受け 止 
め て いる の か 、 子 宮 を 喪失 し た 自己 を どの よう に 捉え 、 こ 
の 体験 を どの よう に 意味 づけ て いる の か 、 今 後 の 夫 ・ パ ー 
トナ ー と の 人 性 的 関係 を で の よう に 考え て いる の か な ど 、 ボ 
ディ イメ ー ジ ・ 自 尊 感 情 、 他 者 と の 関係 な ど を アセ ス メ ン 
ト す る こと が 重要 で ある 。 


【 デ ー タ 収集 する 項目 】 


し 子宮 頭 が ん の 診断 か ら 手術 を 決断 まで の 経 
箱 前 に 所 えて いた 身体 の 変化 
子宮 を 摘出 する こと を どの よう に 感じ て いる か 
[] 妊娠 ・ 出 産 の 希望 や 計画 

[ 毒 者 の 家族 、 夫 、 バ パー トナ ー と の 関係 

[性 生活 に つい て の 協 み 

し 吾 者 の 社会 的 役割 
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術 後 の 経過 


の 不安 


子宮 豆 部 |》| 子宮 頭 が ん | ゆ | が ん の 進行 ・ 
子宮 頭 が ん | 
異形 成 


徴 チ ェ 


卵巣 欠落 症状 の 徴 チ 


ユ 


の を 
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護 多 声 具 必 9 


広汎 子宮 全 摘 出 術 を 受け る 子宮 頸 が ん 患者 の 看護 診断 リス ト 


#2 
術 後 回 復 遅延 
リ レ シシ ん 


#3 
排尿 障害 


#4 
健康 管理 促進 
準備 状態 


#6 
自尊 感情 状況 的 低下 
リス ク 状 態 


@ 記 叶 術 後 療 痛 は さま ざま な 痛み が ある が 、 お も に は 手術 操作 に 伴う 組織 の 傷害 刺激 に 対す る 炎症 反応 
で ある 創 痛 で ある 。 こ の 痛み に 対す る 鎮痛 が 不 十分 で ある と 、 患 者 は 論 痛 を 誘発 する 身体 の 運動 を 抑制 
する お それ が あり 、 離 床 が 遅延 する 。 離床 の 遅延 は 、 腸 閉塞 や 深部 静脈 血栓 症 な どの 合併 症 に 影響 する 。 
また 、 導 痛 が ある と 交感 神経 優位 と な り 、 腸 英 動 の 低下 や 睡眠 ・ 休 息 の 妨げ と な る 。 さ ら に 、 導 痛 は 大 
脳 皮 質 に 伝達 され る こと で 不安 や 恐怖 な どの 情動 反応 を 引き 起こ し 、 近 痛 の 増大 や せん 妄 の 誘因 と な る 。 
これ ら の こと より 、 術 後 の 順調 な 回 復 を 図る た め に も 首 痛 は きわ め て 重要 な 看護 問題 で ある 。 


@ 記 術 後 の 身体 は 、 手 術 侵 舞 に 対し て 全 常 性 を 維持 し よう と 回 復 過 程 を た どる 。 し か し 、 患 者 の 年 齢 
や 既往 症 、 絶 食 に よる 栄 状 低 下 、 痛 に 伴う 離床 の 遅れ な どの 影響 に より 術 後 合併 症 を 招き か ね ず 、 そ 
の 結果 、 術 後 の 回 復 遅延 に つなが る 可能 性 が ある こと か ら 、#2 は 重要 な 看護 問題 で ある 。 合 併 症 の 出 
現に より 、 術 後 回 復 に 遅延 を きた し て いれ ば 「# 術 後 回 復 遅延 」 を 、 出 血 や リン パ 液 が 骨盤 内 腔 に 貯留 し 、 
骨盤 死 腔 炎 の 可能 性 が あれ ば 「# 感 染 リス ク 状態 」 を 看護 問題 と する 。 


回 


@ 記 9 広汎 子宮 全 摘出 術 は 、 手術 操作 に より 、 排 尿 機能 を 支配 する 神経 を 損傷 し や すく 、 勝 腕 留 置 カ テ 
ー テ ル を 抜去 後に 尿意 を 感じ な か っ た り 、 排 尿 後 も 残 尿 が あっ た り と いっ た 排尿 障害 が み ら れ る 。 排尿 
障害 は 、 腎 機能 障害 や 尿 路 感染 の 原因 と な り 、 退 院 後 の 日 常 生活 に 支障 を きた す 。 排尿 訓 練 を 行う こと 
で ある 程度 は 改善 する が 、 個 人 差 が あり 、 術 前 と 同じ 排尿 状態 に 回 復 す る こと は 難し く 、 尿 を 溜め すぎ 
な いな どの 排尿 指導 を 行う 必要 が ある 。 

残 尿 が 多く 、 硝 路 感染 の 可能 性 が あれ ば 「# 感 染 リス ク 状 態 」 を 看護 問題 と する 。 


回 


@ 放 術 後 合併 症 の 予防 の た め に 、 患 者 は さま ざま な 健康 管理 行動 に 取り 組ま な けれ ば な ら な い 。 また 、 
広汎 子宮 全 摘出 術 は 、 下 肢 リ ン パ 浮腫 、 卵 巣 欠 落 症状 と いっ た 術 後 合併 症 が 、 退 院 後 も 出現 する 可能 性 
が あり 、 患 者 は それ ら の 初期 症状 に 注意 し 、 適 切 に 対処 し な けれ ば な ら な い 。 愚 者 が 身体 変化 に 応じ た 
健康 管理 行動 を 日 々 の 生活 に 取り 入れ る こと を 望み 、 そ れ を 支援 する こと は 重要 で ある 。 

患者 が 健康 管理 行動 を 効果 的 に 実施 で き な い 場合 は 「# 非 効果 的 健康 管理 」、 自 ら の 身体 状態 を 正当 に 
評価 で きず 、 効 果 的 な 健康 管理 行動 が 実施 で き な い 場合 は け # リ スク 傾斜 健康 行動 」 を 看護 問題 と する 。 


G 記 患 者 は 子宮 が ん と 診断 され た 時 点 か ら 、 が ん の 進行 、 死 に 対す る 予期 不安 な ど さ ま ざま な 不安 に 
翼 わ れる 。 手術 に 対す る 不安 と し て は 、 術 後 の 痛 、 術 後 の 経 過 、 術 後に 起こ る 合併 症 な ど が 挙げ られ 
る 。 再 発 リス ク の ある 患者 に は 、 手 術 後に 補助 療法 が 行わ れ 治 療 が 継続 され る こと か ら 、 患 者 は 再発 や 
治療 に つい て の 不安 を 抱え な が ら 生 活 する 可能 性 が ある 。 


記子 宮 摘 出 を する こと は 、 患 者 に と っ て 、 生 命 と 引き 換え に 女性 と し て 大 切な 身体 の 一 部 を 衰 失 す 
る 体験 と な る 。 子 宮頸 が ん は 若年 層 の 女性 に 増加 傾向 で 、 若 年 女性 に と っ て 子宮 摘出 は 、 妊 争 性 を 失う 
で き ご と で あり 、 結 婚 ・ 妊 娠 ・ 出 産 と いっ た 女性 の ライ フス テー ジ に 影響 を 及ぼ す 。 身 体 の 一 部 の 衰 失 
と いっ た ボディ イメ ー ジ の 変容 は 、 女 性 と し て の 自己 価値 の 変化 に つなが り 、 自 尊 心 を 低下 させ る 可能 
性 が ある 。 中 者 が 子宮 衰 失 体験 を 乗り 越え 、 自 分 らし く 生 き て いけ る よう な 支援 が 重要 で ある 。 

実際 に 自己 価値 に 否定 的 な 感情 が 生じ て いる 場合 は 「# 自 尊 感 情状 況 的 低下 」 を 看護 問題 と する 。 また 、 
術 後 の 自己 の 身体 に 対す る イメ ー ジ が 混乱 し て いる 場合 は # ボ ディ イメ ー ジ 混乱 」、 自 己 の 感情 の 表現 
が 衰退 し 、 自 分 の た め に エネ ルギー を 使え な いと 感じ る 場合 は 「# 絶 望 感 」 を 看護 問題 と する 。 


- #3 排尿 障害 - 


導 ckD、 尿 和 期待 され る 借 自 己 に あっ た 補助 方 法 で 自然 排 尿 が 
半 東 禁 や 尿 義 が 起こ ら な い 。 時 こっ 
| 長期 標 ( 還 目 本 = 千 必 要 な 場合 、 自 己 導 尿 で 排尿 で きる 。 


看護 計画 根拠 ・ 留 意 点 

⑩ 排 尿 障害 の 程度 人 広汎 子宮 全 摘出 術 後 の 排尿 障害 は 、 一 次 的 な 場合 も あれ ば 、 退 

く 半 尿 機能 > 院 後 も 自己 導 尿 が 必要 な 場合 も ある 。 悪 者 は これ まで の 排尿 状 
共 1 日 の 排 硝 回 数 、 排 尿 の 間隔 態 と 異な り と ま ど う こと も ある が 、 尿 意 の 代わ り に 蓄 尿 時 に 下 
介 尿 意 の 有無 ・ 程 度 腹部 が 張っ た よう な 感覚 を 感じ る と と が で きた り 、 姿 勢 を 工夫 
和 苦 尿 時 の 下腹 部 の 張り 感 し た りす る こと で 、 自己 の 排尿 方 法 を 確立 し て いく 。 そ の た め 、 
介 尿 失禁 の 有無 ・ 量 排尿 状態 の 情報 を 収集 し 、 排 尿 障 害 状況 を 把握 する こと が 重要 
條 尿 失禁 が 起こ る と き の 状 況 で ある 。 

く 排尿 機能 > 
残 尿 量 
答 排 尿 時 の 勢い 
排尿 に か か る 時 間 
人 残 尿 感 の 有無 ・ 程 度 
介 排 尿 し や すい 体勢 や 、 下 腹部 の 圧迫 な どの 工夫 

O-P @ 硝 路 感染 の 徴候 邊 導 尿 に よる 尿 道 ・ 勝 碗 へ の 細菌 の 混入 や 、 尿 失禁 に よっ て 陰部 
し)L 間 。 @ 氷 の 性 状 の 清潔 が 保 て な いこ と で 、 勝 腕 災 な どの 応 路 感染 を 引き 起こ す 

人 勝 腕 災 症状 (排尿 時 痛 ・ 残 尿 感 ・ 頻 尿 ) こと が ある 。 重 症 化す る と 腎 振 腎炎 や 水 腎 症 を 起こ す お それ が 
発熱 ある た め 、 硝 路 感染 の 初期 徴候 に 注意 する 必要 が ある 。 
邊 検尿 、 血 流 検 査 

@ 尿 路 感染 の 予防 行動 介 尿 路 感染 予防 を 継続 する た め に 、 患 者 が 適切 な 予防 行動 を 行え 
入 尿 路 感 染 の 予防 行動 の 必要 性 の 理解 て いる か を 観察 する 。 
箇 1 日 の 水分 摂取 量 ・ 摂 取 時 間 
陰部 の 清潔 

〇 排尿 障害 に 対す る 取り 組み 午 思 者 は 排尿 訓練 を 行い 、 自 己 で 排尿 の 方 法 を 確立 し て いか な け 
排尿 訓練 の 必要 性 の 理解 れ ば な ら な い 。 そ の た め に は 、 排 尿 訓練 の 必要 性 の 理解 と その 
邊 排尿 訓練 の 取り 組み の 様子 取り 組み の 情報 か ら 、 患 者 自身 で の 対応 能力 を 判断 する 必要 が 

ある 。 
⑨ 排 尿 障害 の 回 復 状況 を 評価 する 。 中 残 尿 は 尿 路 感染 の 原因 と な る た め 、 退 院 まで に 残 尿 が 50mL 以 


邊 排尿 訓練 チェ ッ ク 表 の 使用 (P19 参 照 ) 上 ある 場合 は 、 自 己 導 尿 が 必要 と な る 。 チ ェ ッ ク 表 を 用 いな が ら 、 
、 和 ー P 肖 院 まで に 残 尿 が 50mL 以 上 ある 場合 は 、 自 己 導 尿 に よる 残 排尿 障害 の 回 復 を 評価 する 。 
ケア 計画 尿 測定 と する 。 
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@ 残 尿 測定 を 行う 。 

邊 自然 排尿 後に 導 尿 を 行う 。 

凍 残 尿 量 が 50mL 以 下 に な る まで 行う 。 
排尿 時 の 環境 調整 


〇 心理 的 苦痛 の 軽減 
生 排 尿 障害 や 排尿 訓練 に 対す る 苦痛 の 傾聴 
生 ゆ と り の ある 排尿 誘導 
凍 患 者 の 取り 組み を 承認 し 、 受 容 的 な 態度 で 接する 。 


排尿 訓練 の 必要 性 に つい て 説明 する 。 

@ 排 尿 訓練 に つい て 以下 の 内 容 を 指導 する 。 
邊 尿意 が な く て も 2 一 4 時 間 ご と に 定期 的 に 排尿 を 試み る 。 
創 部 に 強い 圧迫 を か け な い よう に 下腹 部 を 手 で 軽く 押さ える 。 
科 腹 式 呼吸 を し て 下腹 部 を ふく ら ませ 、 息 を と め て 腹 圧 を か ける 。 
生前 か が み 姿 勢 な ど 腹 圧 を か け や す い 座 勢 を と る 。 
人 排尿 障害 の 回 復 は 、 個 人 差 が あり 根気 よく 訓練 を 継続 する 。 

@ 尿 路 感染 予防 に つい て 以下 の 内 容 を 指導 する 。 
邊 1 日 の 尿 量 が 1.000mL 以 上 に な る よう 水分 摂取 を する 。 
陰部 を 清 深 に する 。 

自己 導 尿 が 必要 な 愚 者 に は 、 そ の 意義 と 方 法 を 具体 的 に 指導 す 
る 。 


@ 勝 上 留 言 カテ ー テ ル 抜 去 後に 自然 排尿 が み ら れ な く て も 、 立 尿 
と 導 尿 で の 排尿 を 繰り 返す こと で 、 尿 意 や 排 機 能 が 回 復 す る 
こと が ある 。 

き 類 尿 の 起 者 に は 、 病 室 は トイ レ の 近く が よい 。 悪者 が 静か な ト 
イレ で ゆっ た り と し た 気持 ち で 排尿 が で きる よう な 環境 の 調整 
が 必要 で ある 。 

@ 排 氷 障害 は 、 悪 者 に と っ て 大 き な ス トレ ス と な り 、 尿 失禁 や 導 
尿 に よる 残 尿 測定 は 、 患 者 の 基 也 心 が 伴う 。 精 神 的 な 負担 は 、 
排尿 障害 の 悪化 の 要因 に も な る こと か ら 、 中 者 の 心理 的 苦痛 を 
軽減 し 、 意欲 的 に 排尿 訓練 に 取り 組め る よう な 支援 が 必要 と な 
a。 


邊 残 尿 は 、 勝 肝 炎 な どの 尿 路 感染 の 原因 と な る こと を 説明 する 。 

人 排 尿 障害 は 、 個 人 差 が あり 、 患 者 に よっ て 自然 排尿 の し や すい 
方 法 が 異な る 。 そ の た め 、 加 者 が いろ いろ な 方 法 で 自然 排尿 を 
試み る こと が で きる よう に 説明 を 行う 。 手 で 下腹 部 を 押さ えた 
り 、 下 腹部 に 腹 圧 を か けた りす る と き は 、 創 部 に 負担 が か か る 
た め 、 力 強く 行わ な いよ うに 説明 する 。 


和夫 尿 路 感染 は 、 水 分 摂取 や 陰部 の 清潔 な ど 患 者 自身 の 予防 行動 で 
防ぐ こと が で きる 。 


筐 高齢 者 な ど で 自 己 導 尿 が で き な い 場合 は 、 家 族 に 指導 を 行う 。 
自己 導 尿 が 必要 な 患者 が 、 退 院 後 は 自宅 の トイ レ で 落ち 着い て 
排尿 する こと で 、 自 然 排尿 が 増え 、 残 尿 が 減少 する こと も ある 。 


科 排 尿 障 害 が み ら れる 場合 は 、 以 下 の よ うな 表 に 記載 し て 、 排 尿 の 状況 を 把握 する 。 


水分 量 


自然 排尿 量 


めやす 定 回 数 
残 灰 量 100mL 以 上 4 て 6 時 間 ご と 
残 灰 量 50 一 100mL 以 上 2 て 4 回 / 日 
30 一 50mL 1-2 回 日 また は 不要 


等 自己 の 価値 を 認め 、 自 分 らし い 生 活 を 
送る こと が で きる 。 


期待 され る 
結果 
長 MB 標 


ーーーー #6 自尊 感情 状況 的 低下 リス ク 状態 ニーーー 


期待 され る 
・ 結果 等 自己 に つい て 否定 的 な 発言 を し な い 。 
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日 ころ の 生活 の な か で の 表情 、 話し か た 、 声 の 調子 邊 自尊 感情 は 、 患 者 か ら 言 葉 と し て 表 出 され る こと は 少な く 、 日 
@ 自 分 自身 に 対す る 見 か た や 捉え か た 、 自 分 に 対す る 否定 的 な 発 "ご ろか ら の 恩 者 の 様子 や 会 話 の な か か ら 推 察する 必要 が ある 。 


言 
@ 子 宮 衰 失 に 対す る 思い や 考え 息子 宮 を 表 失 する こと で 、 女 性 と し て の 自己 に 否定 的 な 見 か た が 
生じ や すい 。 
6 今後 の ライ フス テー ジ に 対す る 思い や 考え (結婚 、 妊 娠 、 出産 、 借 子 宮 を 奏 失 する こと で 、 加 者 の これ か ら の ライ フス テー ジ が 大 
@ 目 人 は ほな ら きく 変更 せ さ ざる を えな く な る こと が ある 。 
ご 表 族 ・ 夫 ・ バ パー トナ ー と の 関係 性 邊 生活 する な か で 、 家 族 や 他 者 と の か か わり は 、 如 者 自身 の 自己 
家族 構成 価値 に 影響 する こと が 多い 。 赴 者 の 言動 だ け で な く 、 家 族 や 重 
@ 串 者 の 役割 の 内 容 、 役 割 遂行 の 状況 要 他 者 と の 関係 ・ 社 会 的 役割 な ども 情報 収集 する 。 
@ 術 後 の 身体 の 障害 に 対す る 思い や 考え 穫 術 後 の 身体 の 障害 は 、 術 前 か ら 予 測 さ れ て いて も 、 悪 者 に と っ 
て 自己 の 価値 に 大 きく 影響 する 要因 で ある 。 
⑩ 患 者 に 寄り 添う 姿勢 で 接し 、 患 者 の 話 を 傾聴 する 。 午 皿 者 の 価値 や ブラ イベ ー ト な 部 分 に 踏み 込ん だ 内 容 の 話 を 聴取 


する こと は 難し い 。 剖 者 が 話し や すい 雰囲気 を つく り 、 自 分 か 
@ 加 者 が 対処 で き て いる 行動 に 対し て 承認 的 な 態度 で 接する 。 ら 話し 出す きっ か け を つく る よう な か か わり が 必要 で ある 。 

人 。| | 9 志 者 の 役割 の 変化 と これ か ら の 役割 の あり か た に つい て 、 家族 人 衝 府 性 が 失わ れる こと で 、 女性 と し て の 役割 藤 が 生じ る と 、 

朗 重要 他 者 と 話し 合い が で きる よう 促す 自己 の 価値 に つい て も 否定 的 に 考え て し まう 。 家族 や 重要 他 者 

と 話し 合う こと は 、 自 己 の 役割 を 再 認識 する こと に 効果 が ある 。 


@ 以 下 の よ うな どん な 内 容 で も 看護 師 が 話 を 聴く こと を 趣 者 に 伝 午 串 者 は 不安 な 気持 ちや 心配 を 自己 で 抱え 込ん で 解決 し な けれ ば 


える 。 な ら な いと 捉え て いる こと が あり 、 看 護 師 は どの よう な 問題 で 
性 生活 に つい て あっ て も 話 を 聴く こと を 悪者 に 伝え る 必要 が ある 。 
E-P 介 社 会 復帰 に つい て 


教育 計画 息子 ども へ の 病気 の 伝え か た に つい て 
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バイ タリ 


女 


ーー 


四 


ワイ ジン の 


バイ タル サイ ン ( 呼 吸 、 脈 拍 、 血 圧 、 体 温 ) の 
数 値 や ポイ ジン 下 を まとめ まじ た 
4 呼吸 
12 所 拍 
14 
15 体温 


バイ タル サイ ン の 数 値 


呼吸 


- 駐 呼吸 の 観察 で は 、① 呼 吸 数 、② 呼 吸 の 型 ( 腹 式 、 胸 式 、 胸 腹 式 )、③ 症 則 


性 、④ 深 さ 、 ⑤ 呼 吸音 な ど を 観察 する 。 


呼吸 数 の 基準 値 


新生 児 


40 50 回 / 分 


乳児 


30 40 回 / 分 


幼児 


20 ~ 35 回 / 分 


20 一 225 回 / 分 


14 一 20 回 / 分 


正常 な 呼吸 


成人 の 1 回 換気 量 は 約 500mL で ある 。 


呼吸 筋 は 随意 筋 の た め 呼 吸 の パタ ー ン は 意識 で 変え られ る が 、 意識 し な 


けれ ば 回 数 ・ 深 さ ・ リ ズム は 一 般 的 に 規則 的 で ある 。 
正常 な 呼吸 の パタ ー ン 


1 回 換気 量 (mL) 


1.000 ] 


ー- UUUUVUUUU 
0 
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時 間 


バ 
呼吸 の 異常 ヵ 
『 呼吸 の 異常 に は 次 の よう な 種類 が ある 。 * 
呼吸 の リズ ム の 異常 ッ 
種類 。 | 説明 疾患 な どの 例 

チェ ー ン . | e 数 秒 一 数 十 秒 の 舞 吸 後 、 浅 い 呼吸 か ら | 低 酸素 症 
スト ー ク ス 徐々 に 深い 呼吸 に な り 、 ま た 減少 し て 無 | 島 脳 出血 - 呼 
呼吸 呼吸 に な る 。 周期 的 に 変化 する 介 脳腫瘍 吸 

1 回 換気 量 (mL) 

1.000 

500 


9 時 間 


ビオ ー 呼 吸 | @ 深 い 呼吸 と 無 呼吸 を 繰り 返す が 、 周 期 性 | @ 脳 腫瘍 
は な く 、 呼 吸 数 ・ 深 さも 不 規則 で ある 髄 膜 炎 


1 回 換気 量 (mL) 介 脳炎 
1000 介 脳 外 傷 
500 
9 時 間 
クス マウ ル @ 規則 的 に 深い 呼吸 が 続く @ 代 謝 性 アシ 
呼吸 1 回 換気 量 (mL) ドー シス と ーー 
な っ た 杭 尿 
時 病 や 応 毒 症 
上 時 間 
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- 呼吸 数 と 深 さ の 異常 


| 疾患 な どの 例 
頻 呼 吸 24 回 / 分 以上 に 増加 変化 な し 條 肺炎 
倫 呼吸 不全 
徐 呼 吸 12 回 / 分 以下 に 減少 変化 な し @ 頭蓋 内 圧 元 進 
@ 麻酔 
人 睡眠 薬 投 与 時 
多 呼 吸 増加 深い 倫 過 換気 症候 群 
人 @ 肺 寒 栓 
少 呼吸 減少 浅い @ 麻痺 
危篤 時 
過 呼 吸 ほとん ど 変 化 な し 深い 人 @ 過 換気 症候 群 
無 呼 吸 呼吸 が 一 時 停止 し た 状態 人 @ 睡眠 時 無 呼 吸 
症候 群 
奇異 呼吸 條 正常 で は 、 吸 気 時 、 胸 部 と 腹部 が 同時 に | 候 気 道 閉塞 
(シー ジニ 膨 隆 し 、 呼 気 時 に は 同時 に 沈む 介助 骨 骨 折 
呼吸 ) @ 奇異 呼吸 で は 、 胸 部 が 膨 隆 し た と き 腹 部 | 但 肺 気 腫 
が 沈み 、 胸 部 が 沈ん だ と き に 腹部 が 膨 隆 
し て シー ソー の よう に な る 。 う まく 横 隔 
膜 が 機能 し て いな い 状 態 
努力 呼吸 | 介 正 常 で は 、 吸 気 時 、 お も に 横隔膜 が 収縮 | 候 重 度 の 低 酸 素 
し 外 助 問 筋 が 使用 され 、 呼 気 は 拡張 し た | 血 症 
肺 が 元 に 戻る 力 で 行わ れる 介 喘息 の 呼吸 困 
介 努 力 呼吸 で は 、 吸 気 時 に 胸 鎖 乳 突 筋 、 斜 難 時 
角 筋 群 が 、 呼気 時 に は 内 助 問 筋 、 腹 直 筋 、| 危篤 時 
内 腹 斜 筋 、 外 腹 斜 筋 、 腹 横筋 な どの 呼吸 
補助 筋 が 使わ れる 
@ 下顎 呼吸 、 肩 呼吸 な ども 努力 呼吸 と いう 
下顎 呼吸 | @ 下 顎 を 下方 に 動か し 吸気 する 
(あえ ざ ぎ 呼吸 ) 
肩 呼 吸 @ 肩 を 上 下さ せる 呼吸 
鼻 翼 呼吸 | @ 吸 息 時 、 鼻 要 ( 小 鼻 ) が 開く 呼吸 
陥没 呼吸 人 @ 吸 息 時 に 胸骨 の 上 や 鎖骨 の 上 が 陥没 す 


る 。 さ ら に 悪化 する と 助 骨 の 間 が 陥没 す 
る 
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聴診 器 を 用 いて 、 呼 吸音 の 強弱 や 副 雑 音 の 有無 を 観察 する 。 


『 中 吸音 を 聴取 する と き は 、 肢 有 前 に 、 品 で ゆっ くり 深呼吸 する よう 患者 
に 伝え る 。 肺 失 部 、 側 胸部 、 肺 の 下 葉 部 を 含め た 胸部 全体 に つい て 、 呼 


気 と 吸気 を 左右 交互 に 比較 し な が ら 聴 診 する 。 


聴診 の 順番 
前 面 背面 
上 気管 呼吸 音 りーT や 
2 史 と きか 
が ーー - 和 る 清 呼吸 音 【S)sszt6) 
.@ 寺 聞き 
NRS グ ) | )/ ウ ク SSSG 
正常 な 呼吸 音 
ーー 強い 高調 
ーー 所 人 中 程度 中 調 


| / | | | 
) | ! 
介 半 肺 胞 呼 吸音 弱い 低調 


ザー ザー と いう 音 が する 


sa 
選 


計 叶 両 避 8 ご へ そめ ぬ ユ 
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ーーー は 起 座位 を と る 。 


- 呼吸 音 の 異常 
還 吸 音 の 名 称 | 特徴 

断続 性 | 接 回 音 | @ チ リ チ リ (髪の毛 を こす り 合わ せる よう な 音 

副 雑 音 (細か い ) | @ ベ べ ベリ ベ リ 、 バ リバ リ ( 硬 い 風 船 を 膨らませ る 音 ) 
つ 肺 線維 症 、 間 質 性 肺炎 な ど 
水泡 音 | ブツ ッ ブ ツ 、 ぼ こ ぼ こ ( 湯 が 沸騰 する よう な 音 ) 
(粗い ) | 一気 道 分 泌 物 の 多い 気管 支 拡張 症 、 慢 性 気管 支 炎 な ど 
連続 性 | 笛 声 音 | @ ピーピー、 ヒ ュー ヒュ ー( 口 笛 の よう な 高い 音 
副 雑 音 | (高調 性 ) | つ 気 管 支 喘 息 な ど 
いび ぴ びき 音 | @ ウ ー ウ ー、 グ ー グ 一 、 ブ ー ブ ー( 低 いい びき の よう 


つ 舌 根 沈下 、 気 管 異 物 な ど 
胸膜 摩擦 音 @ ギ ュー ギュ ー、 ギ ュ ッ ギュ ッ ( こ すれ 合う よう な 音 
つ 胸 膜 炎 な ど 


介 患者 や 他人 が 聴診 器 を 用 いな く て も 聴取 で きる ゼー 
ゼー、 ヒ ュー ヒュ ー と いう 異常 呼吸 音 
気道 分 泌 物 の 貯留 、 気 管 支 炎 、 喘 息 な ど 


起 座 呼吸 
『 釣 位 で は 呼吸 困難 が 増 列 し 、 起 座位 で 軽減 する と いう 臨 床 的 徴 侯 を いう 。 
か 僧 帆 弁膜 症 な ど に よる 左 心不全 で は 、 貝 位 時 右 心 系 へ の 静脈 流 増加 ・ 
肺 人 流 増 加 、 肺 うっ 血 、 肺 活 量 減少 | … 還 吸 仕 事 量 の 増大 に な る 。 こ の 
状態 が 起 座位 で 軽減 する た め 、 
者 は 起 座位 を と る 。 
気管支 喘息 や 肺炎 、 気管 支 炎 な ど 
で は 、 気道 分 泌 物 の 喧 出 が 吹 位 よ 
り 起 座位 の ほう が 楽 な た め 、 串 者 


し 


ー__ | 音 
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呼吸 機能 検査 で 把握 し て お きた い デ ー タ は 、 お も に % 肺 活 量 と 1 秒 率 


で ある 。 そ の 結果 か ら 肺 の 容量 や 、 肺 の 換気 機能 が わか る 。 
呼吸 機能 検査 ご 知っ て お きた い 用 語 ・ 基 準 値 


項目 ( 略 語 説明 基準 値 
予測 肺活量 | 性別 、 年 齢 、 身 長 か ら 求め られ る 標準 的 な | 人 男性 : 
肺活量 の 値 。 計 算式 は 下記 の と お り 3.000 て 
@ 男性 : (27.63-0.112x 年 齢 ) x 身長 (cm) 4.000mL 
@ 女性 : (21.78-0.101x 年 齢 )x 身長 (cm) | 女性 : 
肺活量 最大 に 息 を 吸っ た 状態 か ら 可 能 な 限り 息 を | 2.000 て 
(WVG 9 吐い た と き の 呼 出 量 3.000mL 
% 肺 活 量 実測 肺活量 は 予測 肺活量 の 何 % で あっ た か | 予測 肺活量 の 
(% VC) | を 示す 値 | 80% 以 上 
1 秒 系 肺活量 の 何 % を 1 秒間 に 呼出 する こと が で | 努力 肺活量 
(FEV」%*⑳9 | きた か を 示す 値 。70% を 下回る 場合 、 気 | (FVC⑨⑩ の 70% 
道 が 狭く 息 が 吐き に くい 状態 で ある 以上 


*※1【VC】vital capacity *2【FEV,%】 percentage of forced expiratory volume in one 
second 玉 3【FVC】forced vital capacity 


% 肺 活 量 と 1 秒 率 か ら 判 断 す る 換気 障害 


100(%) 


70 


拘束 性 換気 障害 


拘束 性 換気 障害 : 肺 線維 症 、 胸 水 
貯留 、 肺 切除 術 後 な ど 


% 肺 活 量 


閉塞 性 換気 障害 : 気管 支 喘 息 、 慢 
性 閉塞 性 肺 疾患 (COPD*) な ど 


玉 4【COPD】chronic obstructive 


80 100(%) pulmonaly disease 


プチ ナー ス Vol.29 No.3 March 2020 別冊 付録 の 


sa 
二 


計 叶 両 避 8 ご へ そめ ユ 


- | 動 販 酸 素 飲 和 度 (SpO。、 saO) と 動脈 血 ガ ス 分 析 


呼吸 は 、 二 酸化 炭素 と 酸素 の ガス 交換 で ある 。 動 脈 血 酸素 飽和 度 や 動脈 
血 ガス 分 析 は 、 肺 で の ガス 交換 が どの 程度 障害 され て いる の か が わか る 、 
酸素 吸入 の 必要 性 や 治療 開始 の 緊急 性 を 判断 する た め に 行う 検査 で あ 


の 。 
動脈 血 酸素 飽和 度 と 動脈 血 ガ ス 分 析 の 基準 値 
種類 説明 其 準 値 

動脈 血 酸 素 飽和 度 | 動脈血 中 の ヘモグロビン (Hb) に | 95% 以 上 
(SpO。*"、 SaO。“② | 酸素 (O。) が どの 程度 結合 し て い 

る か を 調べ る 

_ HbO。 

酸素 飽和 度 =ーーー Hb Hp 100% 
動脈 血 酸素 分 圧 動脈 血 内 の 酸素 (O。) 濃度 (分 圧 ) | 80 て 100mmHg 
(PaO。) (Tor) 
動脈 血 二 酸化 炭素 | 動脈 血 内 の 二酸化 炭素 (CO。) の | 3545mmHg 
分 圧 (PaCO。) 濃度 (Torr) 
酸性 度 pH が 高い と アシ ドー シス ( 酸 血 | 7.35 て 7.45 
(pH) 症 ) 

例 : 糖 尿 病 、 急 性 騰 炎 、 脱 水 、 換 

気 不全 症候 群 な ど 
過剰 塩基 @ 十 ( プ ラス ) : 代謝 性 アル カロ | -2ー 十 2mEq/L 
(BE:base excess) ー シ ス ( 嘱 吐 、 下 痢 な ど ) 

@ 一 (マイ ナス ) : 代謝 性 アシ ドー 

シス (ショ ッ ク 、 腎 不全 、 糖 尿 
病 な ど ) 


*1【SpO。】 percutaneous oxygen saturation/oxygen saturation by pulse oximetry : 経 

皮 的 パル ス オ キ シメ ー タ ー( サ チュ レー ショ ン モ ニタ ー ) の セン サー を 指先 な ど に 装着 し て 簡 
ーーー- 易 的 に 測っ た 動脈 血 酸素 飽和 度 

*2【SaO。】arterial oxygen saturation : 動脈 血 を 直接 採取 し て 得 ら れ た 動脈 血 酸 素 飽和 度 
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動脈 血 酸素 飽和 度 と 
動脈 血 酸素 分 圧 の 関係 
SaO> PaO> 
(%) (mmH8g) 
30 20 
60 30 
75 40 
0 eo 
97.5 100 
呼吸 不全 : PaO。 く 60mmHg 
(SaO。 く 90% に 相当 ) 
SpO。 の 測定 方 法 


① セ ン サ ー を と りつ ける 


発光 部 


受光 部 セン サー( 発 光 部 の 反対 側 ) 


酸素 飽和 度 曲線 (酸素 解離 曲線 ) 
(%) 
0 

動 
脈 
血 
酸 
素 
飽 
和 
度 

(SaO2) 


0 60 (mmHg) 
動脈 血 酸素 分 圧 (PaOz) 


セン サー の 種類 


② 電 源 を 入れ 、 測 定 さ れ た SpO。 値 を 読む 


シー ル タ イ プ 
写真 提供 : コ ヴ ィ ディ エン ジャ パン 株 式 会 社 
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誠 居 両 難 S8 ヾ へ で ぬ ヘ ニ 


パイ タル サイ ン の 数 値 


脈拍 


脈拍 の 測定 で は 、① 回 数 / 分 、② リ ズム 、③ 脈 の 緊張 な ど を 観察 する 。 


けっ た い 


頻 脈 、 結 潮 が ある 、 徐 脈 、 リ スム が 乱れ る 、 測 定 部 位 や 左右 に よっ て 数 
に 差 が ある 場合 は 異常 で ある 。 異常 時 は 、 随 伴 症状 (胸部 不快 動 怪 、 
げん うん 
息切れ 、 肝 二 など) も 録 察する 。 


脈拍 の 正常 ・ 異 常 


整 脈 どう ちょ うり つ 
正常 な 洞 調 律 (Sinus 
rhythm: サ イナ ス ・ リ 
ズム ) の 上 服 


洞 結節 で 発生 し た 電気 的 興奮 が 正しく 伝わり 、 心 電 
図 の 波 が 規則 正しく 一 定 リ ズム で 繰り 返さ れ て いる 
状態 。 成 人 の 場合 60 ~ 90 回 / 分 


不整脈 

正常 な 洞 調 律 で は な 
い 調 律 ( リ ズム ) の 
脈 。 リ ズム の 不 規則 
な 場合 だ け を 不整脈 
と いう わけ で は な い 
※ 右 の 赤字 は 命 に か 
か わる 危険 な 不整脈 


頻 100 回 / 分 以上 | 但 洞 性 頻 脈 、 期 外 収縮 ( 脈 が 欠 
けた よう に 触 知 さ れる 結 滞 は 
その ほとん ど が 期 外 収 縮 )、 
上 室 性 頻 拍 、 心 房 細 動 、 心 室 
頻 拍 、 心 室 細 動 、WPW 症 候 
群 *、 甲 状 腺 機能 元 進 症 、 運 
動 や 緊張 に よる も の 


央 骨 羽 誕 宮 


60 回 / 分 以下 | 但 洞 不全 症候 群 、 房 室 ブ ロッ ク 、 
心室 内 伝導 障害 、 徐 脈 性 心房 
細 動 

爺 ペー ス メ ー カ ー の 適応 : 敗 時 ・ 
失神 ・ 心 不全 を 伴う 徐 脈 、3 
秒 以 上 の 心 停止 、40 回 / 分 未 
満 の 人 徐 脈 は 突然 死 の 危険 あり 

介 ペー ス メ ー カ ー の 相対 的 適応 : 
3 度 房 室 ブ ロッ ク と Mobitz IL 
型 2 度 房 室 ブ ロッ ク 


央 骨 羽 放 赤 


※WPW 症 候 群 : Wolff-Parkinson-White (syndrome) : ウォ オル フ ・ パ ー キ ン ソ ン ・ ホ ワイ ト 症 
候 群 。 先 天 的 に 房 室 問 に ケト ン 東 と いう 筋肉 の 束 が で き て いる た め 、 洞 結節 か ら の 刺激 が 従 


form http:/713DL.TO 


- 来 の ルー ト の ほか 、 ケ トン 東 を 経由 する 2 つの ルー ト を 通っ て 心室 へ 伝わる 疾患 
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脈拍 数 の 基準 値 
新生 児 (生後 4 週末 満 ) 120 ~ 140 回 / 分 
乳児 (生後 4 週 一 1 歳 半 頃 ま で ) | 110~ 130 回 / 分 
乳児 (1 6 歳 ) 100 ~ 110 回 / 分 
学童 (6 ~ 12 歳 ) 70 90 回 / 分 
青年 成人 60 ~ 90 回 / 分 
高齢 者 (65 歳 一 ) 60 ~ 70 回 / 分 

脈拍 の 測定 部 位 


双 一 般 的 に 動脈 は 、 身体 の 奥深 く を 走行 し て いる が 、 部 分 的 に 皮下 の 浅い 
と ころ を 走っ て いる 。 服 拍 は 、 そ の 浅い 部 分 で 測定 する 。 


血圧 測定 時 に 聴診 器 
の 膜 面 を 当て る 部 位 


一 般 的 な 測定 部 位 。 
第 2・3・4 指 の 指 腹 
を 村 骨 動脈 に 沿わ せ 
て 測定 する 
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廿 宮 両 臣 8 じい へ は そこ ユニ 


バイ タル サイ ン の 数 値 


皿 圧 


- 記 血圧 と は 、 動 脈 血管 を 流れ る 血液 の 血管 壁 へ の 圧力 の こと で ある 。 
成人 に お ける 血圧 値 の 分 類 


分 類 ' 


診察 室 血圧 (mmHog) 
収縮 期 血 圧 拡張 期 血 圧 


正常 血圧 く 120 か つ く 80 
正常 高値 血圧 120 129 か つ く 80 
高値 血圧 130 て 139 か つ / ま た は 80~89 
1 度 高血圧 140 て 159 か つ / ま た は 90~ 99 
II 度 高血圧 160 て 179 か つ / ま た は 100 て 109 
皿 度 高血圧 =180 か つ / ま た は =110 
(孤立 性 ) 収 縮 期 高 血圧 =140 か つ く 90 


日 本 高血圧 学会 高血圧 治療 ガイ ドラ イン 作成 委員 会 編 : 高血圧 治療 ガイ ドラ イン 2019. 日 
高血圧 学会 .2019 : 表 2-5 より 許可 を 得 て 転載 、 改 変 


血圧 の 測定 方 法 (聴診 法 ) 


の ポイ ント 上 腕 動脈 が ゴム 装 の 中 マン シェ ッ ト 内 の ゴム 謙 の 縦 
@ 平 常 の 収縮 期 血 圧 よ り 約 内 を 走る よう に 巻く 。 指 幅 は 、 約 12 14cm( 上 腕 周 
に 2 が 1 2 本 入る 程度 に 囲 長 の 約 40%)、 横 幅 は 、 約 
Make 比較 的 びっ た り と 巻く 23cm( 上 腕 周囲 長 の 約 80%) 


e 減圧 は 1 秒間 に 1 目盛 り 
(2mmHg) の 速度 で 減圧 

@ コロ トコ フ 音 (心臓 の 拍 
動 に 合わ せ て 聴こえ る 血 マン シェ ッ ト 
管 の 音 ) が 聴こえ た と き の 縁 が 肘 宮 
の 値 = 収縮 期 血 圧 ( 心 成 2"3om 上 上 


が 最も 収縮 し た と き の 圧 
に 等 し い ) 

@ コ ロト コ フ 音 が 聴こえ な ゴム 球 ( 送 気球 、 加 圧 球 ) の ネジ は 、 加 圧 時 に 
く な っ た と き の 値 = 拡 張 は 締め て お く 。 収縮 期 ・ 拡 張 期 血 圧 を 読み 取る 
期 血圧 (心臓 が 最も 拡張 まで は ネジ を 徐々 に 開放 し 、 拡 張 期 血 圧 を 読 
し た と き の 圧 に 等 し い ) み 取 っ た ら す ぐに ネジ を 全開 に し て 排気 する 
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パイ タル サイ ン の 数 値 


ヽ ー 
し] 


体 混 ? 
nm ル 
『 体内 の 熱 の 産生 と 放散 の パラ ンス は 、 視床 下部 の 体温 調節 中 枢 で 行わ マ 
きん こう 
れ 、 その 均衡 が 保 た れ て いる 。 体 の 温度 は 、 性 別 、 年 齢 、 部 位 、 時 間 帯 | 
行動 な ど に よっ て 多少 の 個人 差 ・ 変 動 が み ら れ る 。 
体温 の 差 提 
年 齢 差 | 新生 児 は 、 体 温 調節 中 枢 が 未熟 な た め 外 界 温度 に 影響 され や すい 人 
日 差 | 生活 リズ ム で 1 日 内 で も 変化 する が 、 そ の 差 は 1C 未 満 。1C 以 混 
上 は 病 的 で ある 
活動 差 | 骨格 筋 を 動か し た 運動 後 、 食 事 や 精神 的 興奮 で は 上 昇 する 。 睡眠 
時 は 下降 する 
体温 の 測定 部 位 ・ 方 法 ・ 基 準 値 
部 位 測定 時 間 方 法 基準 値 
ー 人 電子 体温 計 : 用 高 に 体温 計 を 45 度 の 角度 で 挟 | 約 36 て 
数 十 秒 一 約 3 分 ん で 計測 する 36.5C 
日 |@ 電 子 体温 計 : 舌 下 に 体温 計 を 挟ん で 計測 する 。| 約 36.7C 
腔 | 数 十 秒 一 約 3 分 より 体 の 中 心 に 近い 体温 で ある 
鼓 | 但 耳 内 式 体温 計 : 外耳 道 に 赤外線 式 の 体温 計 を 挿入 | 約 37C 
膜 | 数 十 秒 一 約 3 分 し て 計測 する 。 瞬 時 に 測定 で きる 
た め 、 安 静 を 保 て な い 乳 幼児 の 体 
温 測 定 に も 適し て いる 
直 | 人 電子 体温 計 : 成人 は 直腸 に 5 ~ 6cm 挿 入 し て 
腸 | 数 十 秒 約 3 分 測定 する 。 口 腔 温 よ り も さら に 体 
人 @ プロ ー ブ 挿 入 に よる | の 中 心 に 近い 体温 で ある 。 全 身 麻 
継続 的 測定 酔 で の 手術 中 、 プ ロー ブ を 肛門 か 
ら 挿入 し 継続 し て 直腸 温 を 測定 す 
る 方 法 も ある 
勝 |@ セ ン サ ー 付 き カ テー | 勝 腕 温 測定 セン サー 付き バル ンカ 
肝 | テル 挿入 に よる 継続 | テー テル を 尿道 か ら 挿入 し 継続 的 
的 測定 に 勝 腕 温 を 測定 する 方 法 
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ーー 発熱 の 程度 と 名 称 


ーーー 41.5C 以 上 ※42C 以 上 で 死に 至る 過 高 熱 、 過 熱 
40.5 ~ 41.5C 最高 熱 
ー s9~40.5C 高熱 
ーーー 38 て 39C 中 等 熱 、 中 熱 
37 ~ 38C 微熱 、 軽 熱 
36 ~ 37C 約 37'C (直腸 温 、 鼓 膜 温 ) | 平熱 
約 36.7C (口腔 温 ) 
約 36 て 36.5C ( 須 高 温 ) 
36C 未 満 ※30 ~ 33C 以 下 で 死に 至る 低 体温 


熱 型 の パタ ー ン 


疲 滞 


日 内 変動 が 1C 
以内 の 高熱 が 持 
続 する 


日 内 変動 が 1C 
以上 E で で 、 8Z ぬ 
以下 に な ら な い 


日 内 変動 が 1C 
以上 es 87 で 
以下 に な る 時 期 
が ある 


有 熱 期 と 無 熱 其 
を 交互 に 繰り 返 
す 


重症 肺炎 、 栗 粒 
結核 、 腸 チ フ ス 
の 極 期 、 税 膜 炎 


敗血症 、 多 く の 
ウイ ルス 人 性 感染 
症 、 化 肛 性 疾患 
上 性 腫瘍 膨 原 
病 


マラ リア 、 胆 道 
感染 症 


ブル セラ 症 、 ホ 
ジ キ ン 病 、 腸 道 
閉鎖 症 、 多 発 性 
神経 炎 、 脊 髄 障 


寒 


三 ! 
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夫 当 で よく 出合 看護 技 術 に 関す る 
数 値 や ポイ ント を まとめ まじ た 


19 病 至 款 境 
12 清 ケ ア 


20 継 宋 論 
22 提 洪 ケア 


20 語 土 射 ・ 博 液 
91 下 引 
99 酸素 吸入 


看護 技術 の 数 値 


病室 環境 


- 匠 安全 ・ 快 適 な 療 義生 活 を 送れ る よう 療養 環境 を 整え る 。 
病室 環境 に 関す る 指標 


病室 


床 に 水滴 な ど 滑り や すい も の が な いよ うに する 


ベッ ド 幅 100cm 前後 、 長 さ 200cm 前 後 
@ 高 さ は 患者 が 端 座位 に な っ た と き に 足 が 床 に つく 下 有 S の 長 さ 
@ 昇降 し な い 側 は ベッ ド 箇 を し て 転落 を 予防 する 
@ 意識 が な い 場 合 や 不穏 時 は 両 棚 を 設置 する 
室温 @ 夏 :25 一 27C 
@ 冬 :20 >22C 
湿度 @ 夏 :45 65% 
@ 冬 :40 一 60% 
気流 0.5m/ 秒 以下 
照度 @100 ~ 200 ル クス 
@ 太陽 光線 を 必要 に 応じ て 取り 入れ る 
※ 手 術 室 の 場合 、 窓 が ある と 気候 に より 照度 が 安定 し な いた 
め 、 原 則 と し て 太陽 光線 の 入る 窓 は な い 
騒音 @ 日 中 :50dB 以 下 
@ 夜間 :40dB 以 下 
色彩 壁 や 家具 ・ 寝 具 な ど は 、 有 眼 精 疲労 を 防ぎ 、 安 ら ぐ 色彩 に する 
換気 臭気 | @ 清 浄 な 空気 を 取り 入れ る 
@ 不 快 な 臭い を 取り 除く 
物品 配置 | 患者 の 生活 の し や すさ を 考慮 し た 配置 に する 
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看護 技術 の 数 値 


清潔 ケア 


放 さま ざま な 清潔 の 援助 に お ける 湯 の 温度 を 覚え 、 


で 清潔 ケア に あたる こと が 大 切 で ある 。 


清潔 援助 の 方 法 は いく つか ある が 、 


し ゅ うち し ん 
保温 に 努め 、 蔵 恥 心 に 配慮 する 。 
湯 の 温度 と 清潔 ケア の 種類 


気持 ちの よい 適温 の 湯 


いずれ の 場合 も 不 必要 な 露出 を 防ぎ 


湯 の 温 度 種類 放 才 
5055 て | 清 拭 皮膚 に 直接 当たる タオ ル の 温度 は 約 42 43'C 
39 一 42 て | 入浴 ・ @ 入浴 は 、 清 潔 ケア の な か で 最も 体内 酸素 消費 
シャ ワー 浴 | 量 が 多く 疲労 する た め 、 健 康 状態 を 考慮 す 
る 。 国 ・ 地 域 ・ 習 慣 に より 、 約 38C の 徴 温 浴 
が 好ま れる 場合 も ある 
@ 入 浴 - シ ャ ワー 浴 で は 浴室 内 で の 転倒 に 注意 
に トー 自立 度 に 応じ て 実施 場所 や 必要 物品 を 工夫 する 
_-V 友 ! し / 選 小 ハ 
39 一 40C | 足浴 ・ 手 浴 5 上 
38 一 40C | 陰部 洗浄 | 不 必要 な 露出 を 防ぎ 、 差 恥 心 に 配慮 する 


利和 
① 顔 ・ 耳 ・ 頸 


9-/-( 


⑤ 下 肢 ・ 陰 部 ⑥ 腰 背部 


④ 腹 部 


し 1・ 証 ) - 


則 


コ ・( 占 ・ 間 
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両 難 ら 革 洋 隊 旧 


NN 北 遂 涯 湖 周 導 


詞 主 粒 。 震 拉 技 衛 の 数 値 
経 管 栄 礁 
笠 管 宋 

- 非 経口 的 栄養 法 に は 、 以 下 の も の が ある 。 


非 経口 的 栄養 法 | 経 鼻 経 管 栄養 法 
着 管 栄養 法 胃 痩 、 腸 間 ) 
経 藤 須 的 栄養 法 
※ 経 管 栄養 食 を 経 静 脈 的 に 投与 し て は な ら な い 
胃 管 の 挿入 方 法 と 挿入 部 位 の 確認 の ポイ ント * ag カー 
① 普 通 の 体格 で あれ ば 、 鼻孔 か ら 約 55cm 

(鼻孔 か ら 噴 門 部 まで の 長 さ 二 10cm) 挿 入 。 

管 の 印 (深度 マー カー) で 長 さ を 確認 。 


@② 衣 液 を 吸引 し 、 無色 透明 ・ 強 酸 ③ 空 気 を 注射 器 で 入れ 、 胃 部 の 音 
性 で ある こと を 確認 する を 確認 する 


』 \ 
KS 


@ フ ラン ス 式 カテ ー テ ル 


(12~ て 18Fr) ※ 気 泡 音 だ け で は 正確 に 確認 する こと が 
Ge 0y ポ トン カテ ー テ ル 困難 で ある た め 、 複 数 の 方 法 で 行う 
8 て 10 号 


(④ 衣 管 が 抜け な いよ う 顔 に テー ブ プ で 固定 する 。 


⑤ XX 線 透 視 で 確認 する o rm 
※ 初 回 挿入 時 、 入 れ 替 え 時 に は ①~⑤ す べ て を 確認 する 上側 孔 造影 ライ ン 
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経 管 栄養 食 注入 時 の ボ ポイ ント 


経 管 栄 養 食 の 温度 : 
@ 冷 所 保存 の も の は 約 37C 
の 人 肌 に 温め る 


NN 
筐 吊 泊 


注入 速度 : 患 者 の 状況 ・ 指 示 に 
よる (例え ば 100mL/30 分 ) 


注入 後 の ボ イン ト 


白湯 を 約 20 一 50mL 注 入 する 
( 管 に 残っ た 流動 食 の 腐敗 や 管 
の 閉塞 防止 の た め ) 


イリ ゲー ター の 高 さ : 
流動 食 の 液 面 が 患者 の 
置 部 か ら 50cm 以 内 


体位 : 半 座位 、 座 位 (注入 後 
30 60 分 間 は 上 体 を 起こ 
し て お く ) 
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両 占 8 菩 各 肌 呈 


漂 注 員 


看護 技術 の 数 値 

に 】 コ フ 
排 江 ケ フ 
- 『 排 注 の 援助 に は 、 便 原 器 介助 、 ボー タブ ル 便 器 の 介助 、 お お つ 交 換 、 一 
時 的 持続 的 導 尿 、 洗 腸 、 摘 便 な ど が ある 。 


ーー 人 援助 に あたっ て は 、 排尿 ・ 排 便 の 正常 ・ 異 常 を 把握 し て お く 必 要 が ある 。 


排尿 の 正常 ・ 異 常 
観察 項目 正常 異常 
回 数 4 て 6 回 / 日 @ 稀 尿 :2 回 / 日 以下 程度 
候 頻 尿 :10 回 / 日 以上 
排 湯 コ ン | が まん で きる @ 失禁 (不随 意 に 排尿 する ) 
トロ ー ル 
量 1.000 て 1.500mL/ 日 | 但 無 尿 : 腎臓 か ら 勝 肝 に 尿 が 生成 され ず 、 
100mL/ 日 以下 
介 尿 閉 : 勝 腕 内 に 溜まっ た 尿 が 排 注 さ れ 
な い 状 態 
@ 乏 尿 :500mL/ 日 以下 
@ 多 尿 :2.000 3.000mL/ 日 以上 
色 淡 黄 色 透 明 介 勝 腕 炎 、 勝 腕 腫 瘍 : 血 尿 
@ 肝 疾 患 : 暗 赤褐色 の ビリ ルビ ン 展 
比重 1.015 て 1.025 候 尿 月 症 : 低 値 
介 脱水 や 造影 剤 の 使用 後 : 高 値 


排便 の 正常 ・ 異 常 

観察 項目 正常 | 異常 

回 数 1 て 2 回 / 日 @ 便 秘 全便 意 頻 回 

色調 淡 褐色 て 介 下部 消化 管 出血 時 : 血 便 

黄 褐色 @ 胆道 閉鎖 時 、 バ リウ ム 服 用 後 : 灰 白色 便 
介 上 部 消化 管 出 血 時 : タ ー ル 便 ・ 黒 色 便 
形状 ・ 有形 軟便 介 不 消化 便 候 泥 状 便 候 水 様 便 

硬度 @ 粘液 便 便 硬 便 香 鉛 筆 様 便 (細い ) 
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導 尿 の ポイ ント 


体位 仰 玲 位 。 

消毒 女性 は 上 (前 ) か ら 下 (後ろ ) へ 

カテ ー テ ル の | @ 一 時 的 導 尿 : 12 ~ 15Fr の フラ ンス 式 カ テー テル 、6 
太 さ 8 号 の イギリス 式 ネ ラ ト ン カテ ー テ ル 


持続 的 導 尿 : 14 と 22Fr の バル ンカ テー テル 


挿入 角度 男性 は 、 陰 茎 を 約 90 度 に 持ち 上 げ カ テー テル を 挿入 する 


挿入 の 長 さ @ 男性 : 約 20cm( 男 性 の 尿道 は 15 ~ 18cm) 

介 女性 : 約 4 6cm( 女 性 の 尿道 は 3 ~ 4cm) 

@ バ ルン カテ ー テ ル の 場合 、 バ ルン (風船 ) が 尿道 で 膨 ら ま 
な いよ うに 一 時 的 導 尿 の 場合 より 2 て 3cm 長 く 挿入 する 。 
挿入 部 分 の 無菌 を 保っ て 挿入 する 


持続 的 導 尿 時 | @ 滅 菌 蒸留 水 を 5 20mL 注 入 する 
の 騰 有 内 固定 | @ 製 品 に よっ て 注入 量 は 異な る た め 、 バ ルン カテ ー テ ル に 
水 の 量 明記 され て いる 量 を 確認 し て 準備 する 


女性 の 外 尿 道 口 の 消毒 法 男性 の カテ ー テ ル の 挿入 法 


外 尿 道 品 
し ょ うい ん し ん 


小 陰唇 


人 @ 上 か ら 下 へ 、 中 央 一 左右 の 順に 3 回 
消毒 する 。 
@ 消毒 綿 球 は 1 回 ご と に 取り 替え る 。 


介 90 度 に 持ち 上 げ て 15cm ほ ど 挿 入 後 、 
尿道 球 部 に 達し た ら 60 度 に し て さら 
に 5cm ほ ど 挿 入 す る 。 
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両 難 8 菩 各 肌 


DIE 


沈 腸 


ーー 肖 腸 の 種類 グリ セリ ン 湯 高圧 演 腸 
【 ソ ツタ ささ に ニー ト =! 1 2% 0.9% 
ーー 50% グ リセ リン 液 | 徹 温 湯 | は ん 流 | 生理 生井 水 
三 三 肛門 か ら 
一 液 面 ま で の 
ーー 二 高 さ は 約 50cm 
液 の 注入 量 | 60 ~ 120mL 500 ~ 1.000mL 
管 の 太 さ イギリス 式 ネ ラ ト ン カテ ー テ ル 使 用 の 場合 :10 ~ 15 号 
管 挿入 の @ 約 5cm 
長 さ @ 肛門 管 の 長 さ (3cm 前 後 ) を 越え た ほう が 、 患 者 が 液 を 保 
留 し や すく 、 液 注入 後 少し の 間 、 排 便 を が まん で きる 
@ 6cm 以 上 の 場合 直腸 の (コー ル ラ ウシ ュ ) ヒ ダ な ど を 損傷 
する お それ が ある 
体位 左側 嘩 位 
液 の 温度 @40 一 41C 
e 直腸 温 約 37C よ りや や 高め に 温め る (43 で 以上 だ と 粘膜 
火傷 の お それ が ある の で 注意 する ) 
注入 液 の @3 5 分 
保留 時 間 @ 抜管 と 同時 に ちり 紙 で 肛門 部 を 押さ え 、 が まん し て か ら 排 


川 川 唱 唱 骨 


便 す る よう 説明 する 
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0 デー ビ JD 示 大 


イギリス 式 フラ ンス 式 
号 外 径 (mm) Fr 外 径 (mm) 

9 2.5 7 2・173(2.33) 
2・2/3(2.67) 

3.0 9 3 
3.5 10 3・1/3(3.33) 
11 3・2/3(3.67) 

6 4.0 12 4 
7 4.5 13 4・173(4.33) 
14 4・2/3(4.67) 

8 5.0 15 5 
9 5.5 16 5r78(538) 
17 5・2/3(5.67) 

10 6.0 18 6 
11 6.5 19 6・1/3(6.33) 
20 6・2/3(6.67) 

12 7.0 21 7 
US 7.5 22 7・1/8(7.33) 
23 7・2/3(7.67) 

14 8.0 24 8 


人 @ カ テー テル 外 径 表示 に は 、 イ ギリ ス 式 と フラ ンス 式 が ある 。 

@ ネ ラ ト ン カテ ー テ ル は イギリス 式 表 示 、 デ ィ ス ポー ザ ブ ル 製品 は フラ ンス 
式 表示 が 多い 。 

@ イ ギリ ス 式 の 外 径 は 号 数 で 表し 、( 号 数 2)=2 が 外 径 mm と な る 。 

@ フランス 式 の 外 径 は Fr( フ レン チ ) で 表し 、1Fr= 1/3mm で 、1/3mm ずつ 番 
号 が 増え る 。 
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IE 


川 伸 唱 


看護 技術 の 数 値 


注 射 ・ 因 液 


看護 師 が 行う こと の で きる 注射 法 に は 、 皮 内 ・ 皮 下 ・ 筋 肉 内 ・ 静 脈 内 点滴 
静脈 内 注射 が ある 。 

ー-- 注射 の 種類 

針 の 刺 入部 の 断面 図 


と 刺 入 角 度 
0 度 に 近い 角度 


淫 放 洛 


前 腕 内 側 


肖 コ 活 


線 の 下 173) 
@ 三角 筋 上 層 
部 の 皮下 


23- ン 
25G 


RB*2? 


2mL 
以下 


45 90 度 


肖 隊 選 翌 恒 


@ 肩 峰 か ら 2 
て 9 横 指 下 
の 三角 筋 中 
央 か 前 半 部 

@ 中 殿 筋 ( ク 
ラー ク の 点 、 
ホッ ホシ ュ 
ジン) 
部 位 ) 


cy 
24G 


RB 


5mL 
以下 
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10 20 度 


遂 記 選 吉 避 


ちゅ う せ いち ゅ う ひ 


介 肘 正中 皮 
脈 

得手 背 や 足 背 
の 静脈 な ど 
駆 血 に よっ て 
触 知 し や す 
い 表 在 静 脈 


4 
23G 


SB 


20mL 

以下 

※50mL 以 
上 は 点滴 
や ポン プ 
使用 が 多 
い 


筋肉 内 注射 の 部 位 
クラ ー ク の 点 


ホッ ホシ ュ テ ッ タ ー の 部 位 


ンー 一 3 上 後 腸 骨 丈 


上 前 腸 骨 丈 
注射 部 位 


針 の 刺 入部 の 断面 図 
と 刺 入 角度 


10~ 20 度 


人 肘 正中 皮 欧 脈 

@ 手 背 や 足 背 の 静 
脈 な ど 駆 血 に よ 
っ て 触 知 し や す 
い 表 在 静脈 

@ 高 カロ リー 輸液 
の 場合 は 、 鎖 骨 
下 静 脈 や 大 服 静 
脈 か ら 中 心 静 脈 
(上 大 静脈 ) へ 挿 
入 


上 前 腸 骨 球 


50mL 
以上 


*※*1【SB】short bevel : 刃 面 の 角度 が 18 度 


*2【RB】regular bevel : 刃 面 の 角度 が 12 度 
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ーー- 点滴 セッ ト の 種類 と 構造 
- スタ ンダ ー ド 型 (成人 用 ・ 一 般 用 ) マイ クロ ドリ ッ プ 型 (小児 用 ・ 微 量 用 ) 


20 滴 =1mL 60 滴 =1mL 


時 間 指定 が ある と き の 1 分 間 の 滴下 数 の 計算 方 法 
輸液 の 総量 、 あ る い は 残 量 を 滴下 数 に 換算 し 、 そ れ を 指示 され た 点滴 の 
所 要 分 数 で 割れ ば よい 。 


成人 用 セッ ト を 使用 する 場合 
輸液 量 (mL)X20 滴 (点滴 日 の 1mL 当たり の 滴 数 規格 ) 


指示 され た 点滴 の 所 要 分 数 2 


小児 用 セッ ト を 使用 する 場合 
輸液 量 (mL)X60 滴 (点滴 日 の 1mL 当たり の 滴 数 規格 ) 


= / 
指示 され た 点滴 の 所 要 分 数 
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滴下 数 の 計算 方 法 の 例 


500mL の 輸液 を 2 時 間 で 投与 する 指示 の と き の 滴 下 数 / 分 は ? 


成人 用 セッ ト な ら 1mL =20 滴 
つっ で は 、500mL は 何 滴 か ? 
20 滴 x500mL に な る 
っ それ を 2 時 間 、 つ まり 120 分 で 
投与 する 指示 だ か ら 
20 滴 x500mL を 所 要 分 数 で 割れ ば 
1 分 間 の 滴下 数 が わか る 

20 滴 x500mL ー833 滴 / 分 


2 時 間 x60 分 


小児 用 セッ ト な ら 1mL =60 滴 
づつ で は 、500mL は 何 滴 か ? 

60 滴 X500mL に な る 

つこ それ を 2 時 間 、 つ まり 120 分 で 
投与 する 指示 だ か ら 


60 滴 x500mL を 所 要 分 数 で 割れ ば 
1 分 間 の 滴下 数 が わか る 
69 滴 X500mL _ 、 
2 時 間 x80 分 =250 滴 / 分 


と の 場合 、 1 分 間 に 250 滴 を 調整 する の は 大 変 な の で 、 成人 用 セッ ト を 選択 する 。 


900mL の 高 カ ロリ ー 輸 液 を 12 時 間 で 投与 する 指示 の と き の 滴 下 


数 / 分 は ? 


成人 用 セッ ト な ら 1mL=20 滴 

っ で は 、900mL は 何 滴 か ? 

20 滴 X900mL に な る 

つ そ れ を 12 時 間 、 つ まり 720 分 で 
投与 する 指示 だ か ら 


20 滴 x900mL を 所 要 分 数 で 割れ ば 
1 分 間 の 滴下 数 が わか る 

20 滴 x900mL 

12 時 間 x60 分 和 


小児 用 セッ ト な ら 1mL ニ 60 滴 
っ ー で は 、900mL は 何 滴 か ? 
60 滴 X900mL に な る 
つつ それ を 12 時 間 、 つ まり 720 分 で 
投与 する 指示 だ か ら 
60 滴 x900mL を 所 要 分 数 で 割れ ば 
1 分間 の 滴下 数 が わか る 
69 滴 x900mL _、 
12 時 間 xge 分 分 


この 場合 、 成 人 用 セッ ト で は 少し ゆっ くり 過ぎ る た め 、 
する 。 ま た は 、 輸 液 ポ ンプ を 利用 する 。 


小児 用 セッ ト を 選択 
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両 占 8 菩 各 肌 呈 


- 点滴 を 何 分 (何時 間 ) で 落と す と いう 指示 が な いと き の 調 整 方 法 
- 駐 一 般 的 に は 成人 の 場合 、 成人 用 点滴 セッ ト を 使用 し 、 約 60 こ 80 滴 / 分 
に 調整 する (た だ し 、 輸 液 製剤 の 種類 と 目的 、 医 師 の 指示 に よっ て は そ 


の 限り で は な い )。 


点滴 に か か る 所 要 時 間 の 計算 方 法 
『 輸液 の 総量 、 あ る い は 残 量 を 滴下 数 に 換算 し 、 そ れ を 1 分 間 の 滴下 数 で 


割れ ば よい 。 
成人 用 セッ ト を 使用 する 場合 
輸液 量 (mL)X20 滴 (点滴 日 の 1mL 当たり の 滴 数 規格 ) に 
1 分 間 の 滴下 数 か か る 分 数 
小児 用 セッ ト を 使用 する 場合 
輸液 量 (mU)X60 滴 (点滴 の 1mL 当 た り の 滴 数 規格 ) ニル 
1 分 間 の 滴下 数 3 
採血 の ボイン ト 
針 の 太 さ 21 … 23G、SB 
採血 部 位 肝癌 部 の 肘 正 中 充 脈 ・ 機 側 皮 静 脈 ・ 尺 側 皮 凍 有 
※ 両 側 の 肘 高 部 に 採血 可能 な 血管 が な い 場 合 に は 、 前 腕 ま 
た は 手 背 の 静脈 を 用 いる (手首 の 構 側 付近 の 静脈 は 、 近 く 
を 神経 が 走行 し て いる た め 避 ける ) 
駆 血 時 間 あま り 長 く な ら な いよ うに 注意 する 
※1 分 以内 で あれ ば 、 通 常 の 検査 項目 へ の 影響 は 許容 範囲 内 
針 の 刺 入 角度 刃 面 を 上 に 向け 、20 て 30 度 以下 の 角度 で 刺 入 する 
※20 度 以下 で は 神経 ・ 動 脈 ・ 腫 等 の 深部 組織 を 損傷 する リ 
スク が 増大 する 
針 刺 入 の 長 さ 針 が 血管 内 に 入っ た あと さら に 2 一 3mm 
針 抜去 後 の 圧迫 時 間 | 5 分 程度 


※ 抗 凝固 薬 な ど で 出 血 傾向 に ある 場合 は 長め に 圧迫 する 
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吸引 


『 吸引 と は 、 体腔 ・ 管 腔 内 に 溜まっ た 浴 出 液 や 分 泌 物 、 血 液 、 空気 な ど を 


看護 技術 の 数 値 


体外 に 取り 出す と き に 行う 処置 で ある 。 


一 時 吸引 
口腔 ・ 鼻 腔 | 気管 
カテ ー テ ル | @ フランス 式 デ ィ ス ポー ザ ブ ル カテ ー テ ル 10 ~ 14Fr 
の 太 さ @ イ ギリ ス 式 ネ ラ トン カテ ー テ ル 6~ 8 号 
吸引 圧 @100 一 200mmHg(Torr*)| 介 80 一 150mmHg(Torr) 
(13 ~ 26kPa* う (10~ 20kPa) 
人 高圧 の 場合 、 気 管 壁 粘膜 の 合 
離 ・ 損 傷 の お それ 
1 回 の 介 10 15 秒 以内 ( 低 酸素 血 症 予 防 の た め ) 
吸引 時 間 
カテ ー テ ル | 人 口腔 内 ( 門 歯 て 咽頭 ) : @ 気管 切開 : 使用 し て いる 気管 
挿入 の 長 さ 約 13cm 以 内 カニ ュー レ の 長 さ (成人 約 10 
人 @ 鼻腔 内 : 約 10cm 以内 cm 弱 ) 以 内 
@ 気管 挿管 : 使用 し て いる 気管 
挿管 の 管 の 長 さ ( 成 人 約 25cm 
前 後 ) 


※1:1mmHg=1Torr ※2:7.5mmHg= 1kPa 


カテ ー テ ル を 


回 転 させ な が 


ら 吸 引 す る 


圧 が か か ら な いよ うに 
する た め 、 挿 入 時 は カ 
テー テル を 押さ える 
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両 難 9 革 江 隊 李 


肖 時 


刻 N 羽 泊 ・ 


UU 


低圧 持続 吸引 の ボイン ト 

- ドレ ー ン の 挿入 部 位 と 挿入 目的 を 確認 する 。 

『 排 液 バッ グ 交 換 時 な ど に ドレ ー ン の 接続 を 外す と き 、 ド レー ン 銅 子 を 合 
用 する の で 準備 し て お く 。 


排 液 の 性 状 の 観察 


da @ 呼吸 性 移動 の 有無 の 確認 
ンーーーーーーーーー 北 血 塊 は ミル キン グ す る 
ミー 


條 医師 か ら 指示 され た 吸引 圧 
(一 般 に 0 て -15cmHLO) 
で ある か を 確認 


@ 排 液 量 (出血 量 、 洪 @ 水 封 部 分 の エア リー ク 


出 液 の 量 ) の 確認 (空気 漏れ ) の 有無 を 確認 
介 100mL/ 時 以上 の 出 @ エア リー ク が ある と き は 
血 は 医師 へ 報告 皮下 気 腫 も 確認 
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看護 技術 の 数 値 


酸素 吸入 


動脈 血 酸素 飽和 度 (SpO。、 SaOz)90% 以 下 、 動脈 血 酸素 分 圧 (PaO2) 


60mmH5g 以 下 の 低 酸 素 血 症 の 場合 、 酸 素 吸入 の 適応 と な る 。 


酸素 吸入 の 種類 
方 法 | 酸素 流量 / 分 | 吸入 気 酸素 濃度 
経 鼻 カニ ュー レ 1 < 6L/ 分 24 40% 看 
( 経 鼻 カ ヌ ラ ) 
術 
の 
数 
値 
フェ イス マス フク 5 て 10L/ 分 |35 て 50% 
(酸素 マス ク ) 導 
2 
酸 
素 
吸 
入 
リザ ー バ ー 付 き 10L/ 分 以上 60 ~ 80% 
フェ イス マス ク 
バジ チュ リー マメ スク 青 | 2L/ 分 24% 
@ 医師 の 指示 に よる 酸素 流量 (L/ 
% 
分 ) と 吸入 気 酸素 濃度 の ダ ィ リ | うし 7 分 に 
ュー ター を 用 いる 白 | 4L/ 分 31% 
緑 | 6L/ 分 35% 
赤 | 8L/ 分 40% 
樽 | 12L/ 分 50% 


プチ ナー ス Vol29 No.3 March 2020 別冊 付録 33 


- 酸素 流量 計 ・ 酸 素 加湿 器 の 使い 方 の ポイ ント 
ーー- 酸素 流量 計 | ( 緑 ) ( 英 ) (県 


e 指 示 流 量 が 酸素 圧縮 空気 吸引 
くる よう に い 間 呈 ー 隊 本 
( ーーT NN N 
する きり 放 ⑨) 中 ⑨) 
バル ブ 四 
酸素 加湿 器 (湿潤 器 ナ ーーーーー テ ーー 
@ 酸素 の み を 流す と 気道 が 乾燥 し て い 酸素 流出 口 
し まう た め 加 湿 す る 
介 加湿 器 に は 、 減 菌 蒸留 水 を 規定 線 > 
※ 酸 素 の 配管 や 配管 
まで 入れ る 口 の 色 は 緑 だ が 、 
介 滅菌 蒸留 水 は 、 定 期 的 に 交換 し 、 酸素 ボン べ は 黒 で 
細菌 の 繁殖 を 防ぐ ある 
酸素 ボン べ の 使用 可能 分 数 の 計算 方 法 
MPa | ボンベ 容 量 500(L) x 圧 力 計 の 値 
酸素 ボンベ 単位 の ボン ベ 容 量 500(L) X 圧力 計 の 値 臨床 で 使用 する 
の 圧力 計 充填 圧 14.7(MPa) 酸素 ボン べ の 容 
量 の 計算 | ド 9Cm*| ボン ベ 容 量 500(L)x 圧 力 計 の 値 | 暑 () は ほとん ど 
立 人 の | 一 一 ーーーーーーーーーーー | 500(L) で ある 
圧力 計 充填 圧 150(kgf/cm?) 
酸素 ボン ベ の ボン ベ 内 の 酸素 (L) ee 
使用 可能 分 数 毎 分 の 酸素 流量 (L) に よる 
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も っ と 知り た い 人 に オス ス メ ! 


看護 字 生 クイ ッ ク ノ ー ト (第 2 版 


[ 朱 人 解剖 生理 
@ アセ スメント 
2 @ あみ < 雪 投 術 の 灯 
の らき ーー アパ @ 自 
で ルト S グ | 看護 で よく 聞く 言葉 
看 uz | 略語 


授業 ・ 実 習 ・ 国 試 に 役立つ 知識 
| を コン パク ト に まとめ まし た ! 
第 2 版 は オー ルカ ラー に な り 、 
内 容 も さら に 充実 ! 

監修 石塚 睦子 
編集 アプ チ ナ ー ス 編集 部 

| 定価 / 本 体 925 円 + 税 

128 頁 文庫 判 


」 プチ ナー ス 春の フロ ク ょ は スゴ い ! 


今後 の ライ ン ア ッ プ 


プチ チーXIBOOKSZcGg の meーーーmーーーーー 


tu ぜ っ くっ や ー 
ヤ p Pt * 


ン 
ロア セス メン ト と 華 の ポイ ント 


か げ さ ん 特製 
看護 実習 カー ド 
が つい て くる ! 


病態 を ふま えて 個別 性 の ある 関連 図 が か ける ! 
な 庄 関連 図 ) 
BOOK し 6 月 号 は 用 上 


バイ タル サイ ン くう 3) 
看護 技術 数 値 


